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序

池田町は、 県内でも有数の群集墳が点在し「古墳の町」として広く知られていま

す。 この地は、 古墳だけでなく、 先人達が残した足跡が数多く残されています。 こ

うした文化遺産を保護し後世に伝えていくのが我々の貴務の一つであると考えられ

ます。

さて、 このたび、 主要地方道岐阜関ヶ原線道路改良工事に伴い、 記録保存をはか

るためニノ井遺跡・市場逍跡の発掘調蒼を実施しました。 発掘調蒼は 、 岐阜県基盤

整備部建設管理局（旧土木部）から岐阜県教育委員会が委託を受け、 財団法人岐阜

県文化財保護センタ ー が実施しました。 ニノ井遥跡の発掘調盗を進めておりました

ところ 、 地中に埋没していた古墳を発見しました。 新たに発見した古墳を「南高野

古墳」とし、 調査を行いました。

南高野古墳は、 調査の結果、 6世紀後半に築造された石片袖式の横穴式石室を有

する後期古墳であることが明らかになりました。 また、 この古墳は、 石室（玄室の

み）の内壁が赤く塗られている赤彩古墳で、 県内では数例しか確認されていない大

変珍しい古墳であることも分かりました。 石室内部は後世の地震によって崩落して

おり、 その構造を明らかにすることが十分にできませんでしたが、 そのことが幸い

したのか当時の埋葬がそのまま残っており 、 古墳時代の埋葬形態を知る上で貴重な

資料となりました。 ニノ井追跡からは中世の墓や溝を中心とする逍構を検出し、 多

数の遺物が出土しました。 市場迫跡は 、 時期を特定する遺構を確認することができ

ませんでしたが、 縄文時代早期の土器や須恵器などが出土し、 古くからの人々の営

みを確認することができました。

これらの逍跡の調蓋によって、 池田町片山地区の歴史をさらに深めることができ

ました。 今回の調査成果が池田町内及び周辺地域における歴史の解明と後期古墳研

究の一助となることを願ってやみません。

最後になりましたが、 発掘調蓋及び報告書の作成にあたって御協力頂いた関係各

機関並びに地元の関係各位の皆様には厚くお礼申し上げます。

平成 12年 3 月

財団法人 岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 村 木 光 男



例 言

］． 本古は揖斐郡池田町片山字南高野に所在する南高野古墳（辿跡番号 21404-08769) 、 ニノ井迫跡

（辿跡番号21404-01919) 、 同町片山字市場に所在する市場辿跡（迫跡番号21404-08768) の発掘

凋査報告山である。

2. 本調査は主要地方道岐屈関ヶ原線道路改良上事に伴うもので、 岐序県址盤整備部建設管理局（旧

t木部）から岐阜虹教育委員会が委託を受けた。 発掘調査は財団法人岐阜県文化財保蔑センター

が実施した。

3. 発掘調査は南高野古墳•ニノ井辿跡を半成7年度（担当安田正枝•飯沼暢康） •平成8年度（担

当飯沼）に実施し、 市場迫跡を平成 9 年度（担当飯沼）に実施した。

4. 本苫に記載した辿物の実測（拓本を含む）は、 次の者が行った。

稲川 威 •藤田 炎博 ・ r!j· 木健太郎・近藤 大典•安田 正枝•飯沼 暢康•高塙 桂チ

消水 明美・棚瀬 迫子・小田富士f . 西垣千賀子•西田 富子・石野理恵チ・棚橋 朝子

米津 光枝•伊藤 節子・豊田 圭子 ・ 広瀬千恵美•白垣 若代
5. 実測図等のトレ ー スは次の者が行った。

藤田 英博•高応 桂チ・棚瀬 逆子 ・ 小田臨士チ•西垣千賀子 ・ 西田 京子•石野理恵チ

加納加代チ•佐藤まさみ

6. 辿物の写真撮影はフォトスタジオ サトウに委託して行った。

7. 本書は肯木健太郎 近藤大典 飯沼暢康が執筆した。

8. 南高野古墳出十金）函製品の保存処即は、 （財）帝京大学山梨文化財研究所に委託して行った。

9. 地形測狐、 水準測箪、 石室＝．次元測屈、 CG 復元図作成、 空中写真撮影は、 株式会社イビソクに

委託して行った。

9. 発掘調査および報告害の作成にあたって次の方々から御助言、 御指母、 御協力をいただいた。 記

して感謝の意を表する次第である。 （敬称 ・ 肩苫き略、 順イ乖同）

八賀 晋 •吉田 英敏•渡辺 博人•横幕 大祐 ・ 辿藤 淑彦・別所 秀高• 古田 靖志

10. 発掘調査作粟ならびに調査記録及び出十．品の幣理等には次の者が参加した。 （敬称略、 JI偵イ＜同）

＜発掘作業員＞

('固戎7年度 ニノ井辿跡）

池几l 満子・今西 猛 •今西 一真•岩1/JJ 未起•大久保為文・ガ山 祐吉•勝野千佳子

勝野ゆきゑ•加納加代子• 河村 節子 ・ 國枝さと千• 国枝小夜美・小寺 正輝・小林 孝美

小林 文子 ・ 小山 則チ・禾松ますゑ•杉野 良一•杉野嘉津美 ・ 杉山 芳男•杉山 千枝

田中諮朗枝•坪井 .f[l-f • 成棟?i 沿 •成瀬智恵チ•西田 ＇邸チ ・ ニ村久美子•野網賀美f

野網 義一•野網 光チ•野脱 明 •野原三重f . 野原 茂 •野原 淑 •早野よさを

樋口 弘子•福田 ）；可'.. 増田 昭治•松岡 あや•松岡 正男•松原 勝

（平成8年度 南高野占墳•ニノ井辿跡）

今西 猛 •野原 茂 •杉山 千枝・ニ村久美 f- • 坪井 和子 ・ 國枝さと子• 西田 富千

小寺 正輝•野網 義一•杉野嘉津美•松岡 あや•早野よさを•勝野千佳子 ・ 松原 勝



方山 粒吉•松岡 正男•勝野ゆきゑ. LI]中寿射枝•福田 芳子・小林 孝美

（平成9年度 市場迫跡）

松岡 正男・坪井 和子・勝野ゆきゑ• 杉山 千枝•松岡 あや• ニ村久美子

勝野千佳了•小林孝美

＜整狸作業員＞

（平成9年度）

高底 桂千•西垣千賀十• 西III 富子

（平成10年度）

小山 則子• 清水 明美・棚瀬 道子・小田富士f. 西垣千賀十•西田 富子

石野理恵子・棚橋 朝了·

11. 淵査記録および出土品は、 財団法人岐阜県文化財保護センタ ー で保管している。

凡 例

1 . 11\土追物の実測図の縮尺は、 七器は1/3、 石器• 石製品は2/3、 1/3のいずれかで 、 金屈製品は1/3、

1/4のいずれかである。

2. 迫物番号は南高野古墳・ニノ井辿跡を合わせて1番から通番を付し、 市場遺跡は別に1番から通

番を付した。

3. 本占に掲載してある辿構実i![IJ図は各々にスケ ー ルを付した。

4 .  辿構の略号は下記の通り用いた。

土坑..・・・・・・・・・・・・・・ ··S K 

溝•・・・・・・・・・・・・・・・・・... s D 、

その他· ・・・・・・・・・・・・ ··S X 

柱穴•小穴•・・・・・・・·P

5. 辿構番号は、 原則として発掘調杏時の番号を用いている。

6. 横穴式石室の側壁については、 奥壁から入りl'lに向かって 、 右側を右側壁 、 左側を左側壁とする。

7. 本報告因で使用した1
-- .屑の色調は、 財山法人日本色彩研究所 1995『標準士色帖』を目測にて表記

した。
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第 1 節 発掘哉代に令 る経緯

第 1 咽 発 掘 調 在 の 経過

第 1 節 発掘調杏． に 至 る 経緯

池川町に は 、 揖斐郡と 周辺の dT町村を結ぶt要幹線で あ る 国迅4 1 7 号線を は じ め と し て 県道 岐 1;:. 1%
ヶ 原線が通 っ て い る 。 県迅岐 印関 ヶ ！京線 は 、 岐 阜 「ijを起点に イ洵r岐郡関 ヶ 原町 ま で続 く 延長約27. 9kmの

道路で 、 岐阜市の 西部放射道路 と し て西沿地域 と の辿絡網の 役:lilJを担 う は か 、 地域の生活 、 経済 を 支

え る 幹線道路 ネ ッ ト ワ ー ク を構成す る 堕疫 な逍路の •つ と な っ て い る。 ま た 、 名 神高速道路 、 国逍2 L

号の代特機能を持 っ た め 、 こ れ ら l:投道路の 機能を分担す る と と も に 、 災害 . , I� 故 な ど に よ っ て イ汎り

に な っ た場合の迂回路 と し ての性格 も 持 ち 合 わ せ て い る 。 近年の交通 r,lの増加 に よ る 道路改良整備の

必要性か ら 、 上疫地方道岐 li'l,関 ヶ 脱線道路改良上 ·Fが行わ れ る こ と に な っ た。

第 1 図 遺跡位置図



2 第 l 沼 発掘閑仕の経過

� ノJ闘辿跡は揖斐I祁池田町片山の渓北地IX:の集沿 と 金地谷川に挟まれた微凶地全体に J.t.がる辿跡で

ある。 地元住民に よ って縄文 l淋．器や須忠器などか;_'{採 さ れ、 迫物散布地と し て周 知の 迫跡である。 道

路改良 ― ［市f定区が一．ノJ柘辿跡の範囲内を通る た め 、 2, 490 m2が発掘謁杏の 対象面積 と な り 、 ,v成

7 · 8 年度に淵査を実施 し た。 （平成 7 年度 1. 050 m2、 平成 8 年度 1, 440 rrf) 

南凶野古柑は 、 平成 7年度に開始 し た ．
． ノ 井辿跡の発掘，W.J 否巾 に 新 た に 確認され た 占柑である。 本

古瑣は 、 地 表か ら完令に埋没 し て い た た め 、 そ の {f. 在が知られていなかった。 占墳の令（本規校や石室

内 祁の調査をするため淵行区を拡張し、 'I勺戎8 年度に調介を行った。 ，凋付面柏は 51 0m2である。

ri j場迫跡は 、 付近の圃場整備の際 に 採集 さ れた辿物によ って周知の辿跡と なって い た が、 そ の範囲

は確定 さ れて いなかった。 そ の た め、 道路改良工 ·J� r-:足区内に お い て追跡の範IJN確認を する た め、（財）

岐i⑭,砂文化財保紙セン タ ー が岐l礼県枯盤枢v,i,部建設竹理局 (II I t. 木祁） か ら の委託を受け、 平成 7年

度に 試掘調tiを実施 し た。試掘凋代の結果、 数 ヶ 所の試掘場所よ り 縄文時代県期 ～中期 の 上器 • 石 器

が出 tした。 そ の中で良好な包含/rfiが残ると 患われる 500m2が本淵付の対象面柏 と な り 、 平成 9 年度

に （財） 岐 印県文化財保渡セ ン タ ー が発掘、凋杏 を 行 う こ と になった。

第 2 節 発掘調芥．の経過 と 方法

1 .  南高野古墳発掘調査日誌

-. ノ井逍跡は周知の逍跡であった が、 迫物散布地であった た め 、 闊 代 に 入る前に試掘凋杏を ＇火施 し

た。 6 月 13 L I か ら8 月 4 0まで試掘調ff (試掘坑 1 - 16) を尖施した。 凋査IX・・全体は川の氾濫 に よ る

と 患 われる砂礫屑が堆積 し て お り 、 調社の結果、 地表か ら約 l - 3  rn ド に黒褐色土の広が り を 確認し

た。 ：ノ井辿跡の 本格的な調査は 、 同時に謁行を行って いる高畑辿跡発掘調付の進行 1-.、 10月 中旬か

ら 開 始 し た。 は じ めに 、 渭機に よ る掘削作業 （砂礫J1vi除� - 黒色 l湘．検：II) を行った。 当初 予想 さ れ た

黒褐色 -1�. は西か ら 東 に Jr,Jかって ゆるやか に ドがるの で は な く 、 謁査区の中央辺 り で マ ウ ン ド 状 に なっ

て いる こ と が確認さ れた。 8 rn メ ッ シ ュ の 杭打 ち作没後、 1 1 月 t6 n よ り 、 調 ftlX:の北側 と 南側に ト レ

ン チ を設定 し 、 作業はの 手掘 り に よる掘り ドげを開始 し た。 そ の 後 、 順次下位）r(, を梢ftする も辿構プ

ラ ン は検出 さ れなかった。 し か し 、 辿物 （弥生土器・ t師器巾心） は 多 く 出 I·. し た。 1 月 上旬、 県色

マ ウ ン ド 中 央付近で穴が開 い た 。 巾 を 見る と 50 X 30cm ほ どの直方体の石が数個組まれて いる様f

を観察する こ と がで き た。 続いて、 穴の開いたす

ぐ隣か ら 巨石が検出 さ れ始めた。 こ の時、点で穴の

中 に 見 ら れ た石組みや検出し た I �石が占瑣石室の
石材であるt1J能性が高 く なった。 そ の た め 、 石室

f想 t軸 ラ イ ン を設定 し 、 そ れ に 11'(行する ト レン
チ を 数 本入れて 日団の確認を行った。

2 JI 中旬まで に 、 古川の天井石 と 思わ れる巨石

を 4 個検出 し た。 また 、 石室は淵査区の東方向へ

続 い て いる こ と が判明した。 そ の た め 、 1り、射杏区を

広げないと発掘凋査を進める こ と で き ない こ と か 写真 検出 した天井石 （北よ り）
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ら 、 年度内 に謁査 を 令て終 了す る こ と を断念 し 、 次年度に凋査区を広げて改 め て淵査を始め る こ と に

な っ た 。

平成 8 年 4 月 中旬 か ら 円 び調fiを開始 し た 黒色マ ウ ン ド (J-f1ri:) の広か り を確認す る た め 、 ト レ

ン チ I を設迫• し 、 掘 り ドげを行 っ た 。 マ ウ ン ド はイi宇 l・：柚よ り 約 l l m 付近 で、急激に 落 ち 込 み 、 さ ら に

その先の北東部は後 litの川の氾濫に よ っ て砂跨II和が/'/ < 堆積 し て い た 。 ま た 、 i'.IJ水が激 し い た め そ れ

以 卜掘 り 広 げる こ と を断念 し た。 占tかの調ftは 5 月 木て一端停化 し 、 他の 迫跡の淵令に犬 っ た。 そ の

後、 7 月 か ら 1 1 月 ま で は平成 8 り消［分の
．
， ノ JI拿•追跡の謁代を行 っ た。 』恥杏の経過 と 方法に つ い て は 後

述す る 。 南邸野古瑣の謁代は 、 1 1 JJ 中旬か ら ,,i開 し た， は じ め に 、 ,n・機 に よ る 、凋査区拡•Jblメの十． 砂除

.t作業を 行 っ た。 砂礫lr(iを除去 し た と こ ろ 、 残 っ て い た約 1/3 のり't 11: を 検 ： I\ し た。 1 2 月 I ·.旬か ら 、 イi

'-i{の開 LI部 と 千想 さ れ る 箇所に新 し い グ リ ッ ド ( S l - 6 ) を 設 ‘足 し 、 格 門）＼ に 掘 り ド げ を 開 始 し

た。 1 2月 木に は 、 石窄IJ,,J「l部 の両側の石組み と 汲門を検出 し た。 I Jj に入 り 、 IJ甘l1部 よ り 汲逍部の 検

出作業に人 っ た。 J召i11l1j側壁のイ iが汲道部 に 落 ち 込ん で い る た め 、 掘 り 進 め る の は 困難を極め た。 ,{i 

't内 の 石材の崩落状況がf想以 I'. に 悪 い た め 、 玄室の ，;�fi は天井イi を除去 し てか ら 始め る こ と に な っ

た。 1 月 巾旬に 、 奥咽側の天井石を除上 し た と こ ろ 、 内祁は両側の 側咽石材か崩れ落 ち て い た。 玄ぷ

巾 央 に 位置す る 天井イiは約 3 m の Ii石で大刑 ク レ ー ン 11(を使用 し て除去 し た。 玄至中央付近では 、 火

Jt-石を取 り 除 い た と こ ろ 、 左右両側の 側壁{i材が接す る よ う に 向 か い合わ せ に な っ て い た 。 横揺れの

I (人な力 に よ っ て移動 し た も の で あ り 、 本 古柑 は地哀 に よ っ て内祁が崩壊 し て い る こ と か明 ら か に な

っ た 。 汲迅部は玄室 に比べ て比較的残存状態が よ か っ た た め 、 開 1 1部 よ り 鉄ハ イ プの サ ポ ー ト を設?I.
し な が ら↑l1! ifi: に 掘 り 進め て い っ た。 1 月 下旬 、 £門の手前か ら 迫物 （須恵器 • 鉄製品） か出上 し た

人 り 口 に 供え ら れ る よ う に 出 士 し た た め 、 今度の玄宅内部の調代に 期待が膨 ら ん だ。 玄'i{部では 、 哭

咲前の掘 り ドげで、 J�1fiiを確認す る 。 2 月 I:i1J 、 元位置 を留め て い る よ う なイ i材を残 し て 、 崩れ 治 ち

て い た り 、 危険 と 考え ら れ た り す る 石材をす ぺ て取 り 除 い た。 そ の結果 、 玄'+.:部 の奥唸付近 と 両側収

飯•ド段の石組み だ け が 辛 う じ て 残 さ れ た 。 幻 IIJ立柱石 も 内 側 に 傾 い て い た 。 2 J J 巾旬、 玄約 勺 か ら '/i:;

形に近い迫物が次々 と IllI: し 始 め る 。 石室イi糸llみ に 比べて迫物の残 (f.状 況 は 極 め て良 く 、 広 く 一般の

)jに知 ら せ る た め 3 JJ I 1 1  (七） に現場公開を行 っ た。 f:l:j犬 に も かかわ ら ず約250名の参加であ っ た。

3 JJ t旬、 公佳内 の湖代を一端倅 1I: し 、 柑 I,:の除去 と硲坑の検 出 作 策 に 人 っ た 。 3 月 中旬に経坑の検

I Ll 作業を終（ し 、 空中'If.貞撮影を 行 っ た。 そ の 後 、 床面の床石 と 汲追部の排水路の礫を除上 し た 。 蚊

終的にはすべてのイiを取 り 除 い て 、 』恥年 を終 （ し

た。 （ 天 ）H石や立柱石な ど t要 な { i は 池 田 町 が 保

(f. の た め 移設 し 、 現在堀西公園内 に並べてJ氏ぷ し

て あ る 。 ）

2 .  ニ ノ 井遺跡発掘調査 日誌

南高野占柑の欄で述べた よ う に 、 当初 ·_ ノ J「· 迫

跡 と し て謁 付 に 入 っ た所は新発見の南高野占瑣で

あ っ た。 平成 8 年度に 残 り の 1 . 440 rrfの 淵 代 を 行

っ た。 調代 は 横断迅路の関係か ら A · B 地区の 2
地区に分 け て 行 っ た。 写真 ニ ノ 井遺跡 発掘作業風景
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4 )  J 中旬、 試掘調査 か ら 約 l . 5 - 3 m の厄 さ で堆梢 し て い る 砂礫lffiの下にII行褐色～よしt褐色土 が堆栢

し て い る こ と が分か っ て い た た め 、 重機に よ り 砂礫IMの除ム：を行 っ た。 7 JJ l 11 か ら手掘 り に よ る 調

査を開始 し た 。 は じ め に 、 断面観察の た め の ト レ ン チ を調fil>(北側に入れた。 断面観察 の 結 果 、 m a

肪 と IV附に追物を混人す る プ ラ ンが確認 さ れ た た め 、 m a lffiの検出作渫か ら 開始 し た 。 m a 屑 及 び カ

ク ラ ン 筋か ら は溝や 十．坑 ・ ピ ッ ト な ど多数の追構や辿物 を検出 し た。 特に B 地区で は S D I • 2 の 2

条の溝が調仕区を横切る よ う に検 出 さ れ、 迫物 も 多 数含 ま れて い た。 9 月下旬に第 1 次迫構面の検出

を終（ し 、 空,,,写真撮影を行 っ た 。 A地区は第 1 次逍構而の検出 だ け で終了 し た。 l OJJ t旬 か ら 第 2

次追構面の検 出を開始 し た 。 第 2 次迫構1fliか ら も 祁や t坑 ・ ビ ッ ト な どの追構 と 多 数の追物 を検11I し

た。

1 1 n 下旬に 、 高所作菜 車を使川 し て第 2 次迫構1(1iの完掘状況の写真撮影を行 っ て 、 謁 代を終（ し た。

3 .  市場遺跡発掘調査 日 誌

平成 9 年 5 J J 6 日 か ら平成 9 年 8 月 8 II ま で発掘謁査を 行 っ た。

5 J J 7 日 凋代始め式 （略式） を 行 っ た。 初 め に 束西 ト レ ン チ北堅の咽削 り 作業か ら 開始 し た。

5 月 中旬 束西 ト レ ン チ北壁の収 削 り 作災終了。 �Illへの進人路を悦に関査区を西地区 と 東地区に分け

た。 調査は西地区 よ り 始め た。 手掘 り に よ る 掘 り Fげ作梨開始 し 、 水田敷 I: C n 栖） の 除

ム：作業を 行 っ た。 n • m屑か ら は須恵堺片や山茶碗片 、 中近世陶 沿 片 な ど が I II土 し た が、

辿構は確誌で き な か っ た。

5 J J 下旬 Vlll lr1 ま での掘 り 下げを行 っ た が、 追構を確認す る こ と は で き ず、 ,y;和代区西IX:の調査を終了

し た。 西地区 に は 、 VI • Vll/M は 見 ら れ な か っ た。 水田開Lll時に削,iz さ れ た た め と 思 わ れ る 。

続い て 、 東地区 V 附の掘 り 下げを開始 し た 。 調 代の進行の た め IV/r"i ま で は頂機で除ム• し た。

D 3 グ リ ッ ド よ り 馬蹄 形 に 回 る 暗褐色 I:の溝状プラ ン ( S X 1 ) を 検 出 し た。 無文の細文

t器が 1 点出 士 し た。 VI層では 、 い く つかの ヒ ッ ト を確忍 し た。 ビ ッ ト 内か ら は 1 点の上

器 も 出t し な か っ た 。 6 月 1-.旬 ま で に ビ ッ ト 群の完掘を終了 し た。

6 月 中旬 VIl柄の検出作業を開始す る 。 S K 1 • 2 • 3 、 S D I 等の プ ラ ン を 検出 し た。

6 J J 下旬 束区 東 H l O グ リ ッ ド付近の VJr(i中よ り 縄 文早期柑咆文 L器片が数点出土 し た。 S D02の プ

ラ ン も検 ：U し 、 掘 り 下げを行 う 。

7 J J 上旬 淵代区VII晋の精杏作没を終（ し 、 Vlla J,v; の 掘 り ドげを開始する 。

7 J J 下旬 謁仕区VIl屈の掘り ドげを作梨終 （ し 、

VlllJMの精代を開始。 Vlll屈か ら 迫物 は 1

点 も 出土 し な か っ た。

8 JI 7 日 完掘の空中撮影を行う 。

8 月 8 日 発掘調査を終了す る 。

写真 市場遺跡 発掘作業風景
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池田町の 西部 は 、 池田山地が伊吹山地 と 中行して 南北に よ る 山 岳地甜で 、 北北束 ー 南南西方向の 谷

や稜線 は 占牛層の よ向 に 支配 さ れ た もの て 、 池田山地北部を 東西に流れ る 粕川 、 西部を南北に流れ る

足打谷、 ）＜沌等の 大きい 谷 は断刑 に 支配 さ れ て 't じ た もの で あ る。 池田山地の 東端 は北北西～南南 束

に 走 る 顕行な断柄1Hで限ら れ 、 その ド方に 扇状地か 発達してい る。 池田山地の 南部 （梅谷巾塊） から

赤坂の 石灰店山地 ま で は 地Tlの 相迩に よ り 山の ひ だが多 く 、 谷密度が高い。 赤坂山地は石灰岩の た め

汝食に強 く 平坦 な 111容をぷし谷密度が 最 も 低 い。 ;J.� 介区の あ る 梅谷山塊は 、 塊状の 砂岩と 薄い 枯板岩

との 且肘よ り な る 梅谷屑で構成 さ れ 、 その ドに 人・イj11:1が 幣合に 軍 な ってい る。 梅谷I凶の 砂宕は 、 ,./. さ

数 m t.よい し 卜数 m で 、 巾粒 又粗粒で あ り 、 しばしは その 巾に 黒色粘板岩の 角礫を 含む。 K部 に は 、 f'/.
さ I m ない し 2 m以 Fの 打I火色 ま た は灰白色の チ ャ ー トの 薄屑が発達してい る 。

束部の 平野は池IfI山塊を汝食した 谷が山麓扇状地 をつ く り 、 その 束部に粕川が西部の 山地を没食し 、

揖斐川が北部の 山地を浸食して 砂礫を連船し、 山地を出て から 何回か流路を移動しつつ扇状地をつ く

り 、 現在本町の � '.災 な股耕地 と な り ま た 集落 は この いこ 寸．地してい る 。 1

．． ノ 井迫跡 ・ 南,�·:i野古柑の 位置す る 片山渓北地区 は 、 金地谷川の 形成 す る 扇状地であ る。 本調 ff!>(

周辺は、 川の 氾濫に よ って も た ら さ れ た 人: l ttの 砂礫/(1に よ って 微ぶj地状の 地形を望して お り 、 周辺の

水111[� と は様相を 沢 に す る 。 本淵ff155: 周辺にかかわ る 水'J�の 歴史 をみ る と 、 記録に 残 る もの だ け で も

人化 5 年粕川の 大洪水から f,,f ト回 も 数 え ら れ る 。 特に疫安 3年 (1 650)の 洪 水 は 木曾有の 規模で池lf:l

山麓の 村 々 が 七砂に坪ま っ た と 伝え ら れ てい る。 本凋杏区に阿 ＜ 堆梢す る 砂礫形 も この 頃の もの であ

る と 思われ る。

第 2 節 歴史的環桜
池田町は 、 「古mの 町」 と して 知ら れ てい る。 県指定史跡 「願成 、'j: 占項群」 を は じ め約300基の 古項

が町内各所に点在してい る 。 本辿跡の あ る 片山地区周辺に も 60数Jf屈の 古瑣が確認さ れ てい る。 中で も 、

本辿跡の 南 東、 標凋 172mの 山頂部に位置す る 遠見塚占用は 、 2 段築成の f lJ項で あ り 、 池 田 町蚊 古の

阻Hで あ る。 平成 2年度に 行われ た 池田町教育委 は会の 発掘凋介で は 、 虹石、 円筒植輪 、 朝顔形埴輪

な どが出 I·.して お り 、 その 造営年代は 5 llt紀前菜頃 と さ れ てい る。 ま た 、 本迫跡の 北に は 、 標高 1 30

mの 丘陵Ld根突端部に雨乞塚古柑群が あ る 。 竪穴式石室を持つ円柑が 2 Jふあ り 、 2 号墳は 、 昭和62年

度の 池田町教育委員会に よ る 涸査で 、 その 築造年代は 5 世紀巾 葉 と さ れ てい る。 ＇ 後期の 横穴式イi室

を (iす る 占り1 と して は 、 、'i=J.:.I叶 阻月 1罪、 金地谷古柑群、 城 ヶ 谷 占柑群、 柚 ノ 木古瑣、 高畑 古墳、 • ノ

JI: 古珀、 大�Ill 古1111作、 ト ン ピ塚 占
·
.l"J't I袢、 深 谷 占t月 1罪 、 社‘向 、'i= 占柑群、 崇輪 占墳群、 遠見塚 古墳群な ど

か知ら れ 、 本遺跡の 東部 ・ 北部の 山麓を中心に点在してい る 。

町内の 古柑時代の 追跡 と して は 、 人•池 束追跡 、 東�IJJ田辿跡 、 中八幅迫跡 が知ら れ る 。 人池 束迫跡 は

古m時代初頭の 追跡 で、 ( J:J.11趾が検 出 さ れ 、 S字状口縁台付甕、 ，:
·
:;杯、 器台な どが出 tしてい る 。 束

�Ill II I追跡 から は弥咋～叩Itの 迎物 が 大 梨 に 出 Lして い る 。 中八幡辿跡 は弥Iじ～巾 lltの 辿跡 で同所 に は

令長43mの 前方後 1り柑で あ る 中八幅占墳かあ る。 初期の 馬 具を出 I: した こ と で行名 な この 占墳 は 、 柑
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丘盛 I→． に 多 :,cの弥'I: I:: 器を含 み 、 同 占· tttが先行す る弥牛時代後期～ 古墳時代初頭の追跡を破壊 し て築

造 さ れ て い る こ と が う かが え る 。 こ れ ら の追跡は 、 占粕川か形成 し た 粕川隆起扇状地を中心に点在 し

て い る 。 いずれ も 大：出の辿物の： l\ I: が認め ら れ る も のの 、 そ の詳 し い実態に つ い て は明 ら か に な っ て

l ヽ な l 'o

J ', 山地IXJ.'iJ辺は 、 扇状地の端部で あ り 古粕川 を は じ め と し た河川の氾濫に よ っ て 形成 さ れ た湿地帯

が北～東に広がり 集落形成に は適 し た ,'f.地 ドに あ る 。 古墳時代 に か か わ る 集落逍跡 に つ い て は他の町

内の追跡と lriJ様に く わ し い夷態は明 ら かに な っ て い な い が 、 占墳を築造す る こ と が で き る 集団が定fl:
す る こ と がで き る 条件を備え て い た。 ま た 、 東巾迅も 人垣市と塙を接する 令生山東山麓を北上 し て片

山地区を通 っ て い た と さ れ る 。 金生山南巾麓に は昼飯大塚占柑を は じ めー 大古柑群があ り 、 美氾国が

統括 さ れ る 前 に存在 し た と 言わ れ る 国造の一 人であ る領田国造 は 、 こ の あ た り が根拠地 と い わ れ 、 そ

の勢力降は巾八幅古t月に ま で及 ん で い た と 想;,E さ れ て い る 。 J'r ·山地区 は ま さ に そ の中間地点 に あ り 、

交通の 要衝 と し て も 屯要な 地域であ っ た と 思わ れ る 。 モ申の乱 (672年） で は 、 大 梅 人 間 fの 令 人 と

し て 活躍 し た 人物に fl遁部臣君 r が い る 。 乱 '''1時 、 安八磨郡に は 大nり人畠 fの私領で あ る 湯沐令が存

在 し その管刑者で あ っ た 多臣品治と と も に片山地区 と そ の 周 辺 は 彼 ら の拠点で あ っ た の で は な い か と

す る 説 も あ る。 近年 、 ニ ノ ）卜辿跡の西隣 に あ る ,:·:j畑辿跡か ら 、'j:院恨l辿迫構 と 思われ る 人( -1,tの布 1-1 瓦を

伴 っ た溝状迫構が検出 さ れ た。 （ 平成 7 年度 、 岐阜県文化財保渡 セ ン タ ー 』；� 杏） 文 献 資 料 に も な い 幻

の古代 、引院の発掘 と し て話埠に な っ た か、 古 代 、'i'院を建立す る こ と がで き た 権力 者 や そ の集団が周辺

に 存在 し た こ と は 1/IJ迩い な い こ と で あ る。

こ の よ う な 占泊群の 他に 、 片巾地区周辺には縄文叶代か ら 巾 ・ 近 litに 至 る ま で 各時代を網羅す る 追

跡が，＇・'.i,在 し て い る ＇
。 主な辿跡と し て 、 縄文時代の堀西辿跡 、 弥生時代の深谷迫跡が知 ら れ る 。 堀西

迫跡は 、 縄文時代の I沿．器や 石器 （有舌尖頭器） 、 弥生 I·.器 な どが 出 L し て い る 。 深谷追跡 か ら は 弥 生

t器が出 !·. し て い る 。 古代～近 [Itの追跡 と し て は 、 ,:':j妍l迫跡や善南 、罪跡、 :'1'f•南中 llt墓群 、 池 ノ 谷中世

硲群 、 片山城跡などが知 ら れ る。 近年 、 中世の辿跡 と し て六之 片深池追跡が 発掘謁 杏 さ れ 、 上沿集柏

迫構か ら 大 :,tの 十廂Ii器皿が Ill+. し た 。 15世紀後 'p- J6llt紀前 'I:の一括賓料 と し て 注 目 さ れ て い る 。

註

I ) 池ITI町 1978 「池Ill町 史 辿史紺
2 ) 池川町教ff委旦会 1991 「 辿見塚 ，,,�rt発掘，JMf汁仰；·,,_:;」
3 )  i也川町教ff委員会 1989 「r封乞塚 2 号!Jl允掘淵It悧店h
4 ) 池田町教ff委且会 1991 「岐肛県m斐I祁池111町迅跡地似I 改，,T版」
5 )  i也rn町教ft委且会 1997 「六之）t-深池辺趾、発掘淵(i報告 ，り
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8 第 3 章 基本貯序 （ニ ノ 井追跡・ 南高野古柑）

第 3 章 基本層序 （ニ ノ 井遺跡 ・ 南高野 古墳）

J a 脳 にぶい黄褐色砂質 十●
、 9日耕作土、 ¢1 ,..._ 2 111111の砂粒

を 少 し 含 み 、 わずかに鉄分の付粋有り。

I b 屈 ： 灰黄褐色砂質十●、 ¢ 5 111m前後の亜円礫 と 拳大の円礫

が大半を 占 め る 。

I c 屑 黄褐色砂質七 、 礫を ほ と ん ど 含 ま な い

I d 肪 ： にぶい貨褐色砂質土、 ¢ 2 -10111111の砂礫が人半を占

め 、 拳大の円礫が入る。

I e 屑 ・ 黄褐色弱砂質t、 礫 を ほ と ん ど含 ま な い。 ¢ l - 2 

111111の橙色土が プ ロ ッ ク 状に入 る。

II a 脳 にぶい黄褐色弱砂質土、 礫 を は と ん ど含 まず、 鉄分

の沈着有り。

I1 b 筋 ： 灰黄褐色弱粘質土、 礫を ほとん ど含 まず、 下位に鉄

分の沈着有り。

II C 恩 にぶい黄褐色土弱砂質t、 礫 を は と ん ど含 まず、 鉄

29.0 

28.5 

28.0 

27.5 

分の沈着により全体に赤みを帯びる。 炭化物 をわず 27.0 

かに含む。

Il d 屈 ： 暗褐色弱粘質土、 礫 を ほ と ん ど含 ま な い。

Ilia 層 ． 黒褐色砂質土 、 し まりあり、 ¢ l � 2 mmの砂粒と ¢ 26.5 

5 �10mmの砂礫多 く 含む。 炭化物 も 混 じ る。

Ilib 屁 ： 黒褐色弱粘質 土

I a 

I b 

I C 

I d 

I e 

II a 
II b 
II C 
II d 

Ill a 

Na 

Nb 
Ne 

Va 

V b  
Via 
Vlb 
VII 

Ilic 脱 ： 暗褐色砂質土、 Ilia 屑に似る も 砂礫の入り少ない 。

IVa 屈 ． 黒褐色弱粘質十、 し まりややあり、 ¢ 2 � 5 mmの砂
第 3 図 基本層序 ( S = 1 /25) 

礫を含む。

IVb 柄 ． 焦褐色弱砂質土 、 し まりややゆるい 、 ¢ 5 mm前後の砂礫を多 く 含む。

IVc 屑 ： 黒褐色弱粘質上、 し まりややゆる い 、 ¢ 5 mm前後の砂礫を多 く 含む。

V a 脳 • 暗褐色弱粘質 上 、 し まりあり、 ¢ 5 - lOmmの均ー した砂礫を多 似に含む。

V b 貯 ： 褐色粘質土、 非常にし まりあり、 砂礫 を ほ と ん ど含 ま な い。 南高野古墳墳頂部盛 土 6 貯か。

V e  I屑 · にぶい 黄褐色弱粘質土 、 ¢ 5 mm程の 円礫と ¢ 20-50mmの礫が人半 を 占 め る 。

Vla 層 黒褐色粘質 土 、 し まりやや あり、 礫をほ と ん ど含 ま な い。 南高野古墳括盤J脅

\T[b 廣 ： 暗褐色粘質上、 し まりややゆるい 、 礫を ほ と ん ど 含 ま な い。

\IJI 屑 · 褐色粘質 七 、 し まりややあり、 礫を含 ま ない 。



第 4 章 南高野 古墳の 調 査

第 1 節 墳 丘 と 外部施設
1 .  堺 丘

第 1 節 墳丘と外部施設 9 

発掘調査の経過（第 1 章）で述べたよ う に 、 古墳の墳丘 は後世 （ 近 世初頭と思わ れ る）の大規模な

河川氾濫によって堆栢したl豆 い砂礫屈の 下に完令に埋没していた。 そのため 、 占墳の墳 丘 は ほ ぼ完全

に残 っ て いたと思われ る 。 調査当 初 は 、 黒褐色土の マウ ン ドが古墳であ るとの認識がなかったため 、

断面観察のトレ ン チ 位置も墳丘断面を観察す る に は 少 し ずれた位附（石室主軸に対 して直交すべ き ト

レ ン チ が約45° ず れ る） になって し ま っ た。

古墳築造升時の旧地表面は西端で25. S m 、 東端で25. Om であ る 。 地 形 は 西か ら 東へ緩やかに傾 斜

し、 墳丘の東端部で一段下がる。 約 1 m の比高差がある 。 旧地形の想定を肯定す る な らば 、 古墳の 立

地場所は片山渓北地区の 東南端にあたり 、 扇状地の突端部に張り 出すよ う に こ う した段差を利用 して

古墳か築造されたと思わ れ る 。 当時、 柏 川 は 大 水の度にその流路を 変えてお り 、 古墳の東側 は広人な

湿地帯にな っ ていたと想像され 、 突端に築造さ れた古墳は辿）jからも容易に確認できたと 思 わ れ る。

墳 I了：の規模は径22. O m を測 る。 墳形は 、 墳丘の断面観察 と 墳丘面の検/[ J作業から 円墳であ っ たと推

定 さ れ る。 墳斤の端に は約 2 m の テ ラ ス状の平坦而がつ く られ 、 そ の外側に幅 2 mの周溝が巡る 。 周

溝は南西側 と 北東側の 2 ヶ 所で確認で き 、 古墳の ほ ぼ全体を巡っ ていたと思 わ れ る。 開n部付近につ

い て は 不明である。 墳丘の高さ は 旧地 表而から約 2. S m であ る 。 東側につ い て は 自 然地形の傾斜があ

り 3. S mの比高差にな る。 墳丘の周 り に丘石や外護列石は み ら れ な い。

写真 南高野古墳調査前風景 （西よ り）

写真 黒色マ ウ ン ド検出状況



10  第 4 序 南高野占柑の湖代

墳丘の構築過程は何段階 か に 分 け られ る。 以 ド、 T :程順に記す。

1 .  I日地表を掘 り 込み 、 硲坑を確定す る 。 築坑の深さは、 石室石材に使用す る 奥壁鏡石の高さに合わ

せてい る。

2 .  石室の奥壁• 玄門吃柱石 ・ 汲門立柱石を設四する。 玄室側壁の 屈底石を設附す る 。 （以 下 石室 石

材の構築については後述する 。）

3. 石室石材の積み上げに従って裏込めを行う 。 裏込めの 上 に は錨坑掘 り 込 み に 伴って排出した 十．を

使用する。

4 .  地表面まで石室石材が柏み 上が り 、 裏込め tの 充柏が完了 し た段階で、 天井石の架構を行 う 。

5 天井石の上に盛土を施す。 盛 土は天）卜石令体を 設 う よ う に性質の迩 う 土を少 し ずつ貼 り 付 け る。

玄室中央部 の 股 も 大 き な 天井石を中心に凸面を成す よ う に 席 I·を施す。 盛 t には器坑形成の際に

排出 し た 上 （盛土 E · F •G ) を使用する。

6.  約 1 m の 凸面状の盛土が完了する と 、 盛 土の飯 も高い地点から墳丘裾部までの断面が変形 した平

行四辺形 の 形 に な る よ う に 盛 士 を施す。 こ の際使用す る の は、 古墳周辺の113地表而を簿 く 削 り 取

る よ う に して集めた黒褐色 土（ニノ）柘且跡倍序では第 V 屑 、 盛 土 B · C •D ) である。 周辺の地

表 上 を 削 り 出すことで山墳周囲を水平 な 平坦地 に す る 意図 も み られ る 。

7. 墳丘盛土の最終_[程 と し て、 墳頂部 に 必褐色強粘質土 （盛 十: A ) を貼 り 付け る。 蓋土的な意図が

み られ る。 こ の 土は、 古填から約30m 西のニノ井辿跡曲査区附で検出 した溝 C S D 16) から排出

した土を使用 し た と 思 わ れ る。

こ のよ う に 、 墳丘の構築過程は何段階かに分かれて行われてい る が、 墳11:の構築はそ れ 自 体だけを

目 的 と し たのではな く 、 古墳周辺の 外装 ・ 外観まで も 考曲 し た意図がみ られ る。 占墳か ら約30m 西の
山側に掘り 込まれた溝 ( S D 1 6) は外界と 古墳との一柿の培を成して い る。 さ らに 、 古墳までの地表

を 2 段の平坦面に整地 し 、 周溝を め ぐ らし 、 さ らに テ ラ ス状の平坦而を 設 け る こ と に よ って独立 し た

古墳の存在を際立たせ よ う と し た意図が う かがえ る。

写真 墳丘盛土の様子 （西よ り ）
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2 .  周 溝

唸：‘‘ 
・ � ... 
l'、』... ,. 

第 1 節 tt't fi: と 外部施設 15 

左 ： 写真 奥壁背面裏
込め土の様子 （南より）

右 ： 写真 奥壁背面裏
込め石の様子 （南よ り ）

周 溝 ( S D 11 ) は 、 泊丘の南西部で確認． し た。 椋高25. 3m の VJivjで 検1 1 1 し た 。 検出 し た 溝 は 、 Lい さ

4 .  93 m 、 h女大幅2. 03 m 、 深 さ 0. 82m を測 る 。 ）j位 は 、 N- 155° - E で 、 緩やか に弧をえ か く 。 t'H I·. は

柑 Ii:か ら の流入 t と
一

． ノ J I迫跡 （西） か ら の堆梢 I·. に分かれ る。 l.'<l 溝内 か ら は 、 w恵器の装飾器台台

部片 や脚部片 、 装飾J',· (馬 ？ ） が I I\ 1 -.  し て い る 。

柑丘北東部の ト レ ン チ で 確認 し た 溝 は 、 輻 2. I m 、 深 さ 0. 5m を 測 る 。 ト レ ン チ の み の 検出 てあ り 、

溝の方向 はイ＜明で あ る が 、 S D l 6 と 泊丘ii I心か ら ほ ぼ等屈h離に (,J:置 す る こ と か ら 古瑣 に 伴 う J.�J溝 と 判

断 し た。 ト レ ン チ 内か ら迫物は:I\ I·. し て い な い。 溝の埋 I:は墳frか ら の流人 t と 後 世の堆栢栖に分か

れ る 。

zs:o 

0 I m  

第 7 図 S D  l l (周溝）断面図

写真 装飾動物須恵器片出土状況

1 aa出色i、 ;wa 1 8 'Iし IU 色 :ri r1i 'fl I 
l 1,11ll色itiitで1 9 'I\ 褐 色 もi tt ll I 
:i :rnu色•i·ii'J;n l 10 :.1.1 Ill 色 ：�i rJ: ii I 
I !• りり色小i砂'CI I' II 、�II IU 色 1N 111 'n I 

!i :H出色1tittn I· 12 ,'11 !<) 色 '�i 11. il I 
(i 、·11 11.1色¢irJ.u I· 13 ,�.. し•＆出色帖TI I
7 ! l\lU(邸lj砂nt· 11 8,l lU 色 !iii け rt I 

•:• � ・ クリ ー ン ト ー ン は、 in, � ヽ ）の点A. I 

\_ �  

写真 S 0 11 (周溝） 検出状況 （西より）



16 第 4 収 南沿i野ば月の澗査

第 2 節 内部構造
南贔野古瑣の内部構造 は、 東方向に開口する横穴式石室で あ る。 {1室は 、 玄室 ・ 淡迫 • 前庭か ら な

る 単室構造で、 玄玉及び汲逍の 人 り 口 に は立n状の石材を設ii",'. し た iif19及び淡門 を 有 す る。 石室の全
長 は 10. 5m を測る。 羨迫は 、 奥咽か ら 見て 右側 が片袖 に な っ た 右片袖式で あ る。 ま た 、 前述 し た よ
う に 玄室内咲 に ベ ン ガ ラ を咆布し た赤彩古墳であ る。 石室に使用 さ れて い る 石材 は 、 全て砂岩で あ っ

I ) 第 2 節内部構造で使川する 「左 ・ イi は、 全て奥咽か ら 見た1••1き てあ る。

1 . 墓 坑

南はj野古柑の石玉は 、 IU地表rf1iか ら 掘 り 抜い た
硲坑内 に 構築 さ れて い る。 経坑は 、 黒褐色七の地

表面か ら砂礫IM ・ 賠褐色 l:/1'1を掘 り 抜 い て、 灰 黄
褐色の砂岩風化脳 ま で達 し て お り 、 地盤の安定 し

た底面を作 り 出 し て い る。 硲坑は 、 奥壁1r部から
前 庭 ま で の 長 さ 12. 2m 、 奥壁部船 6. l m 、 敢大幅

6. 2 m 、 羨門部幅5. 2 m を測 り 、 ほぼ長方形の形を
呈 し て い る 。 深 さ は、 奥隈部1. 85m 、 汲l11i部1. 65 

m をiJllJ る。 玄宅背部は 、 1 1 1地表血をはほ! fl1偵に掘

り 下げて あ る が、 汲道背部で は やや傾斜 し て い
る。 汲門左の 立柱石の背部は 、 イiの形 に 合わせ る

よ う に掘 り 抜かれて い る。 前庭部で幅が狭ま り 、

硲道を形成 し て い る。 奥喉左側の巨石 （鋭石） や

玄門立柱石、 淡門立柱石 ド に は 、 石材の 形状に合
わせ た掘方が見 ら れ る。 ま た 、 汲道部に は 、 排水

溝の た め の掘方があ り 、 石室床面 か ら 約20cm掘 り

F げ ら れ て い る。 奥陪側から羨1111 に 向か っ て緩や

かに傾斜 し て お り 、 高低差は35cmで あ る。 凋代の
最終段階で石室石材を全て収 り 外 し 塞坑の精査を
行 っ て い た と こ ろ 、 奥壁右隅よ り 水が し み 出 て き

た。 扇状地伏流水の水道 と 思わ れ る が、 占墳築造
当 時 も 湧水 は あ っ た で あ ろ う 。 そ の た め か、 硲坑

は奥咽か ら 玄門にかけて は比較的水平に な っ て い
る も のの 、 玄門下の排水路から IJfJ 口 部、 さ ら に は
硲迫へと傾斜をつ け た 掘 り 込 み が さ れ て い る。

写真 石室検出の様子 （東よ り ）

写真 墓坑検出状況 （東よ り ）

写真 墓坑完掘状況 （東よ り ）
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叶 CI) I 

第 8 図 石室基底石 ・ 墓坑平面図
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第 9 図 墓坑掘方断面図
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18 第 4 ,· 位 南凶野占柑の閲査

2 .  石 室
玄 室

玄r和 の規校は、 令長 5. 8m 、 奥唸部幅 I . 7 rn 、 最大幅 I . 9m 、 玄l"J部幅 1. 8m を 測 る。 ム室長 5. 8 rn 

と い う 数値は 、 石室全長10. 5m の 平分を越え る。 玄室の平而形は 、 ほぽ長方形の 形を呈 し て い る 。

奥竪は 、 似i さ 約 1 . 8m の縦長の 巨石を/,:側 に 配 し 、 ,(i側は 2 段の比較的人 き な 石材で邸 さ を 揃 え て
い る 。 そ の l舟部は、 比較的小さ い石材が枯 ま れ 、 ア ー チ状を情す。 lふ面か ら 天 井石 ま で 凶 さ は約 2. 6 
m で あ る。

玄径内の側咆は 、 人半が/Jj1落 ま た は内祁に押 し 出 さ れて い た た め 、 全容をつかむ こ と は困難で あ っ
たが、 奥壁と接す る 両側堕の コ ー ナ 一 部分だ け は上部ま で崩落 を 免 れ て い た。

玄窄内両側堅のイj組み は、 比較的目地をttfoえ て積み J-.げ ら れ て い る。 蚊 ド段- 3 段 目 ま で は ., ,型石
材が使われ、 3 段で奥壁や立柱ィi と 同 じ I凋 さ に 揃え る よ う に 帷向 にHt ま れて い る。 石材の形に よ っ て

足 り な い部分は、 小型石材で 補允 し て い る。 払底石 は、 真四iり な 巾Jり石材を配附 し て い る。 4 段目 か
ら は、 やや小ぶり で細長い石材を川い、 1fli積の小 さ い1fliを石'-tを内rf1iに 向 け る 「小1 1禎み」 に な っ て お
り 、 「持 ち 送 り 技法」 で 内 傾 さ せ な が ら梢み」：げて い る。 奥咽 と 両側咽の/,:右 コ ー ナ ー J—

Jr; に は 、 両
咆を繋 ぐ よ う に栢む 「渡し掛け技法」 が収 り 人れ ら れ て い る。 こ の技法はz.P9右側 の コ ー ナ ー 上部で

も 確認さ れた。

第10図 奥壁 • 両側壁コ ーナー実測図

0 50cm 

、ー

写真 奥壁 ・ 左側壁コ ー ナ ー （南東よ り ）
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第11図 石室実測図
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第12図 天井石平面図 •石室断面図
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玄門部では、 左右の玄門立柱石の 上に柑i石を配

し、 さらにその 上部に 1 段な い し 2 段の石積みを

施した 「前壁」 が形づく られて い る。 立柱石の間

には、 「浦佑」 が配附されてあ っ た。

玄室を覆 う た めに使用された天井石は、 全部で

5 つ あ り 、 中で も 中 央の石材は8 t を越え る 巨石

で あ っ た。 玄室内の天井石は、 側整石材の崩落の

ため高さは揃っていないが、 築造％時は玄門から

奥壁までほ ぼ高さを揃えてあ っ たと思わ れ る。

玄室内磋は、 前述した よ う に赤色顔料 （ ベ ン ガ

ラ ） が令体に塗 ら れていた。 一部の石材には、 水

をかけ ると鮮やかな赤色が秤かび上がる ものもみ

られたが、 全体的には、 やや赤 っ ぽい感 じ がす る

とい っ た程度の残 り であ っ た。 特に 、 奥壁上部 の

石材や天井石内面、 両側竪上部の石材に赤色顔料

の残 り が良 い も のが多かっ た。 石室基底石や玄門

立柱石は、 風 化のた めか肉眼で確認す る こ と はで

き なかっ た。 （第 7 章調査関連資料）

玄門立柱石は、 両側とも内側に傾いていたが、

築造当時の向 き に復元すると、 梱石か ら 札罰石まで

の高さは 1. 5 m で あ っ た と 思 わ れ る。 玄門の下に

は玄室と羨道の悦を明確に分け、 羨道から一段 下

が っ て人るよう に拒石が設置されて い る 。 玄門吃

柱石が傾 い た た め、 浮 き 卜 ． が っ た状態にな っ て い

る。 枢石の 下には排水溝の盗石が設四されている。

右玄門立柱石の裏込めは、 し っかり した 石組みが

設附されてい る。 細長い長方形の石材を 四 角 い マ

ス状に設四 し 、 そ の r.に立柱石を架設 し たよ う で

あ る。

J未面は、 こ ぶ し人の人 き さで楕円形の扁平な石

材が多 く 用 い ら れて い る。 床石のI隙間はあま り な

＜ 丁寧に敷かれてい る 。 側壁と接する 部分には、

やや細長い石材が 用 い られ 、 主軸方向と同 じ 向 き

に配凶されている 。 床面は、 中央部に比べ両側焙

側がやや低 く な っており 、 排水路の役 目 を してい

たと考え ら れ る。 また 、 奥壁削と玄門部付近は他

の玄室内のJ未石に比べやや小振 り の石が用 い ら れ

第 2 節 内部構造 23 

写真 前壁の様子（奥壁側 よ り ）

写真 玄門立柱石と桓石 （奥壁側より）

写真 玄門右立柱石裏込め石 （南より）

写真 玄室床石検出状況 （奥壁側より）
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写真 玄室床石検出状況
（玄門側よ り）

写真 玄室床石除去後の様子
（玄門側 よ り ）

て い る が、 その理由は不明であ る。 ま た、 床石の上には人頭人の礫

が10数個検出された。 2 個 な い し 3 個一組に なった状態で士軸方向

に1. 5- 2 m ほ どの間隔を空けて配置されて い る よ う に看取で き た。

奥壁の手前、 右側壁側に並ぶ 2 個の礫上から耳環が 2 点出上した。

また玄室中央部左側壁側の礫上から も耳環が 2 点出土 したことから、

こ れ らの人頭大の礫は、 棺台と考え られる。 ＇ 棺台 に 使用された礫

は床石と比べ亜角礫や亜円礫が多 く 、 —t釉方向 に 対 し 両角 に 附かれ
て い るものが多い。

床石を除 去 し たとこ ろ 、 地山の上に薄 く 糸Illかな 石を含んだ粘土貯

が張り 付けてあった。 そ の土や床石の裂側には、 玄室内部に塗られ

た顔料 と 思わ れ る 赤色顔料がかな り 付将 していた。 おそ ら く 、 石材

から剥がれたり 流れ落ちたり し た赤色顔料が長い年月 の間に沈 塙 し

たもので あると思 わ れ る 。

� 

占
ヽ

• 耳二� \ , m 

第13図 棺台礫実測図

1 ) 描穴式石室の中で床心が敷かれて い る イi室は、 通常棺台を持た な い と す る 考え （森岡秀人 「追拌と柁体配四」『考
古学論孜J 1982) も あ る が、 追物のIII上状況や礫の検出状況から柁台 と 考え た。

羨道

羨道の規模は、 長 さ が 3. 6 m 、 玄門部幅1. 05m 、 淡門部幅 1 . 3 m 、 最大幅1. 35mを測る 。 平面形 は 、

玄門部側に対 し 、 羨門部側の幅がやや広 く な る長方形を呈 し て い る。 羨道の幅が玄室の幅の約 2/3 の
右片袖式であ る。 羨道の平面形は、 玄室の主軸 ラ イ ン に 対 し て北西ー南東方向 に 約 5 0 ね じ れて お り 、

こ の ね じ れが構築段階からのもの な のか、 地緩な どの外部からの圧力によ るものなのかは不明である。

羨道の側壁や天井石に は赤色顔料が塗 られてい なかった。

羨道の側壁は、 比較的残 り が よかった。 枯底イiは 、 玄至内と同様 に比較的 大 き な石材が用いられて



い る が、 そ の 上は、 人 き さが不揃いで 、 卜l 地も明

瞭には通らない。 左側徳はほぼ垂両に積まれてい

る が、 右側壁は、 地巌の影評かやや内傾している。

羨門部は、 左 右 に 立柱石を配し 、 羨P']犬井石は

細長い鴨居状の石材を使用 して、 石室の 入 り 口 ら

しい様相を里 している。 左の立柱石に比べ右の立

柱石は小ぶ り であ る 。 羨門の ドには閉塞の枯底石

と思わ れ る 比較的大きな石材が横向 き に 梢まれて

い る 。

淡逍のJ未而には、 玄室の床面石材に比べて一回
り 小さ な 石材が全体に敷かれていた。 石材の大き

さも均ーでな く 、 2 重 3 捐 とかな り 乱雑に積み重

な っている ことから、 閉塞石あ る い ば 2 次的 な床

面とも考えられ る 。 そ れ らの石の 下 には乳黄白色

の粘 十が張り 付けてある。 こ の粘 十 J情を床而と考

え る こ と も で き る。

前 庭

前庭は、 長 さ 1. l mと非常に短い。 側壁は比較

的小ぶ り の石材を用いて積まれている。 羨道の石

積みに比べT寧である。 側壁は縦方向 に 目 地を揃

ぇ 、 2 列 な い し 3 列の石栢み に な ってい る 。 淡門

から l • 2 列 目は淡道の側壁の延長線上に向きを

揃えて栢まれて い る の に 対 し、 3 列 目 は外側 に 人

き く 開いている。 側壁は、 上部に な る ほ ど幅が広

く な ってお り 、 掘り 方と淡門の隙間 を埋め る よ う

な逆三角形の 形を皇して い る。 前庭の前方には、

掘り抜き （ 上部幅 3. 8m 、 底部幅 1 . 4 m ) があ り 、

経道と思 わ れ る。 邸道は、 緩やかに傾斜しており 、

さ らに調査区外へ続いている。 前庭から続 く 外護

列石な どの石列は検出 さ れ なか っ た た め、 前庭の

石組みはこ れで完結して い ると思 わ れ る 。
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写真 羨道床石検出状況（南よ り ）

写真 羨道排水溝蓋石検出状況 （南よ り ）

写真 羨門•前庭の様子（東より ）
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排水施設

羨道部の粘土柄を除去したと こ ろ 、 ドから排水溝が検出された。 排水溝は、 玄門の 直下、 桓石下か

ら始まり 、 羨門閉塞基底石の下を通 り 抜けて、 羨門両 下まで続く 。 直径40-50cm は どの扁平な阻角形

の蓋石が 9 個並ぶ。 排水溝の内部は 、 幅約20cm、 深さ約15cmで 、 溝の両側に細長い石を並べる。 底部

は地山 （乳白 色粘質 七）になっている。 前庭から 外へは排水溝の石 列はみ られず、 溝状の掘り 抜 き も

検出されなかったが、 開l」部は外へ向かってゆるやかに領斜 し て お り 、 排水を兼ねた施設であったと

考え られる。 排水溝の始ま り と終 わ り には溝を陀すよう に溝幅に合わせた長方形の石が充填されてい

る。 排水溝埋土は、 非常に微小な砂粒が大平を 占 める灰暗褐色 七が人る。 迫物は出土していない。

0 I m  

＼
＼
 

第14図 羨道床石• 排水溝実測図

写真 排水溝（開口部よ り ） 写真 排水溝 （玄室 よ り ）
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第 3 節 追物 の 出 土状況
( 1 )  石室内の遺物出土状況

本 山瑣の石室内からは多似の須恵器や金属製品が出七 し た。 本

古墳は地震などによる石室内部の崩壊が幸 い し た のか盗掘をまぬ

がれており 、 辿物の残存状況は極めて良い。 そ のた め 、 最終的な

埋葬形態をそ の ま ま 残 していると思われる。 11\土迫物は、 須恵器

（玄室内249点、 羨道 l朴 9 点） 金屈製品（玄室内105点、 羨道内 l

点）であ る。
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石室内遺物出土状況図第15図

1 . 玄室内 の遺物出土状況

須恵器

須恵器は玄室内から 249点出七 し た。 個体数は59個体で あ る I

（第 1 表） 須恵器の多 く は残存状況が良 く 、 lj I に は完形の状態で

出 I·. し た 十器 も 数多 く あ る。 玄室内全体から出上 し て い る が、 そ
の多 く は玄室内の哭壁・側壁•前壁に沿うように して出上 してい

る 。 出士位骰から大 き く 4 つの群に分かれる 。 I 肝 は、 奥壁手訓

から出 卜． し た 須恵器群で あ る。 Il 群 は 、 玄門右立柱む前から出上

した須恵器群であ る。 m群は、 右側陪から出 ,-. し た須恵器群であ

る。 W群は左側壁から 出土 し た須忠器群で あ る 。

各群の須恵器出土状況は以 下のよ う で あ る。
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第17図 玄室内須恵器 I 群出土位置図 ( S = 1/20· イ プツ = 1/10) 

① I 群（奥陪手前から出 土した須恵器群）

出 ,-.した須恵器は 14個体である。 14個体の出土状況は同 じ I 群で も 3 つに分かれる。 I 群 A は 、 奥

壁左隅か ら中央部にかけて出 土 し た一群で 、 中 央部に大型器台（第23図 1 ) が奥壁と平行するように

左側へ倒れて出 土し、 大型器台の 卜か ら は 小型の遥 （第30図46) が出土 した。 奥壁左隅か ら は紐付盃

（第25図22) が出土 し ている。 I 群 B は 、 奥壁中央 か ら 右隅にかけて出 卜 した一群で、 把手付の提瓶

（第27固33• 34 ) が馬具類 （第35図 1 19- 1 2 1 ) と 一緒に出 tしている。 I 群 B の 十器 と 馬具類は 、 奥

壁右I偶に 「 カ タ ヅケ」 されたよ う に固ま っ て出 tした。 I 群 C は 、 哭墜中央か ら 玄室側へおよそ40cm

,..._, l m離れた範囲から111土した一群で 、 棺台に使用 さ れ た と 思わ れる礫の周囲か ら 出 卜 している。 IH

土した 須恵器は 、 把 手のな い扁 平 な 形の提瓶 （第29図38) と 把手付提瓶 （第28図35)、 t廿（第29図42)、

短頸壼 （第29図39•45) 、 無盗高杯（第23図 2 、 第24図8 • 12) 、 平瓶（第31 図66) である。
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② n 群 ( !i.門右立柱石前か ら 出 I
→ ． した須忠器I詳）

出 ,-. し た須恵器は 、 35個体と玄室内出 I須恵器の半数以 t を 占 めている。 n 群 は 出上状況か ら 2 つ

に分け られる。 II 群 A は 、 玄I'り右 寸柱石に持た せ か けるよ う に固まって出 土 し た一群で 、 まさに 「 カ

夕 ヅ ケ」 の状況が看取さ れる。 n 群 B は 、 玄門中 央付近や玄I」•1 ,tn石か らやや離れた地点か ら出 L し

た一群である。

II 群 A の須恵器 は 、 26個休で ある。 脚付長頸壺 （ 第26図30) 、 脚付短頸壺 （ 第25図25 · 26) と 紐付

蓋 （ 第25図24 、 25 と セ ッ ト） 、 隧 （第30図47 • 48 · 51-53) 、 把手付提瓶 （ 第271医132) 、 無 蓋高杯 （ 第

23凶 3 · 5 、 第24図 7 · 9 - l l ・ 1 3-17) 、 応形鉗付蓋 （ 第311叉155) 、 f持蓋 （第31図59 • 60 • 62) 、
杯蓋（第31図56) である。 26個体巾、 高杯か 1 1 個体と多い。 26 は 、 24の盗がかぶさった状態で 出 土 し

た。

II 群 B の須也器 は 、 9 個休で 、 脚付短頸•,巌 （ 第261�127 · 3 1 ) と 長頸咆 （第29図44) 、 平 瓶 （ 第31図

65) 、 無蓋高杯 （ 第23図 6 ) 、 隧 （ 第301叉149) (特盗 （第31図58 • 61 · 63) である。 そ の他、 小片 と し

て烏形装飾片 （第32図92 · 93) が出 I: している。

n 群の様相は 、 II 群 A の須恵器 は B に 比べて小品が 多 いのが 目 立つ。 特に 高杯は26個休巾 1 1個体を

占める。 位附的にも立柱石 に沿 う よ う に小品が並ぶ。 ）ぐiリ製品 は比較的前方に位四している。 また 、

千持蓋と い う 特殊な蓋か n 群だけで 6 点出 1-. しているが 、 どのよ う な壺等と組み合わされていたのか

は 不明で あ り 、 盗の数に比ぺて対応で き そ う な壺類が少ない。 n 群の須恵器の巾で16は 、 玄門の手前
巾央に位四 し 、 原位附を留めているよ う に患われる。 羨道部より I I \ 上 し た 須恵器との関係も考え られ

る。 詳 し く は第 4 節の考察で述べ た い。

写真 右立柱石下遺物出土状況
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第19図 玄室内須恵器III • IV群出土位置図 ( S = l/20· イ プツ = 1/10) 

③ III 群 （右側竪から出 上 し た須恵器肝）

／日 〗

64 

28 

57 

40 

III 群の須恵器は 、 隧 （第30図50) と 烏 形紐付益（第26回29) 、 把 手付提瓶（第28図37) の 3 個体で

あ る。 い ず れ も 、 側壁屈底石に沿うよ う に出 I. した。

④IV群 （ん側瑶か ら 出 t し た 須恵器群）

IV I祥の須恵器は 、 短頸命 （第29図40•41) と 巳形鉗付盆 （第26図28) f-持蓋 （第31 図64 ) 、 把手付

提瓶 （第28図36) 、 長頸命 （第29図43) 、 杯益 （第3 11又157) の 7 個体であ る 。 い ず れ も 、 左側壁枯底石

に沿 う よ う に出七した。

I ) 個体数の ，； 1符は 、 高杯やぶ と 糸llみ合わ さ る 盗類 も そ れぞれ 1 個体と し て カ ウ ン ト し た。



遺物出土状況（奥壁右隅）

金属製品
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遺物出土状況 （奥壁左隅）

玄室内からは金屈製品が105点出 t し た。 金属製品は須恵器の出 卜· 状況と 岩十様相が 況なる。 出 ,�
状況は、 大 き く 2 つに分け ら れる。 1 つ は、 須恵器と同様 に カ タ ヅ ケ に伴 って動かさ れたと 思われる

も の ( I 群 と する）で、 玄室の隅 （奥咽右隅や玄1111右隅）から出 卜して いる。 2 つ 目 は、 玄宅の 中央

部から出 土 し たもので 、 副 葬された元｛州性を比較的留めている と 思わ れる も の ( Il 群 と する）で あ る。

I 群の 金属製品は、 馬只類、 ）j類で ある。 Il 群の 金属製品は、 太刀•刀 f・且環•鉄鋭•鉄釘である。

① I 群の金屈製品

奥壁の左隅からは、 鞍金具の前輪 （第35図 1 20) と 後輪 （第35図 1 19) 、 轡（第35図 12 1 ) な どの馬只

が須恵器（提瓶 2 個） と い っ し ょ に カ タヅケされた状態で 出 七 し た。 削輪や後輪の背部 には木四（木

装鞍の 木部） がわずかに残存していたが、 取 り tげた段階で 大半が浪ljがれ落 ちて し ま っ た。 前輪 と 後

輪は、 い ずれも磯金具と州浜が 3 つに分かれた状態で出 七 し た。 そ れ ら を 繋 ぎ留めていた縁金艮が浪I]

離 し たため と 思われる。

玄門中央から 0. 4m 奥競よ り の地点から鍔が 1 点出 t し た。 （第39図 176) 、 176は二つ に割れた状態

で 出 土 し た。 玄門をはさんで汲迫部から釧 （第39図179) が出 士おり 、 大きさから同 じ 太 ）］ の 部 品 と
思われる。

玄門右立柱石の手前からは、 馬具の鐙鞄の兵匝鎖やU 字形令具 ・ 餃只 （第35図1 22-134) が出 I·. し

ている。 いずれも腐食が進みl未石に 張 り 付いた状態であった。 こ れ らの馬只の製品は奥竪隅か ら ： I ', 1: 
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し た鞍金具や轡とセ ッ ト に なるもの と 思われる。

② Il 群の金属製品

太刀 （第39図174) は、 奥壁から 1 . 6m 、 右側壁から 0. 4 m の地点で 、 切先を羨道 側 に 向 け 、 主 軸 と
平行な状態で出土した。 出土したと き は艇食のため床石 に強固に 付着した状態であった。 そ のため 、

取 り 上げは少 し ずつ床石から剥がすよ う に して行 っ た。 太 刀 には鍔（第39図1 75) と 釦 （第35図178)

がつ いて い たか、 鞘や柄頭な どはみられ なかっ た。 太 刀の全長は87. 0cm 、 重 紐は667 g を測る。 太 刀

の左側から鞘の足金物と思われる鉄製 品 （第35図186) と小）］ と 思われる鉄製品 （第35図183) が出土

し た。 その他、 刀子 と 思われる鉄製品 （第35図184 • 185) が玄室中央付近から 2 点出 t し た。 奥壁か

ら1. 4 m 、 左側壁から 0. 5m の地点からは太刀の部品である釧 （第35図180) が出土 し た。 鉗の大 き さ

から小型の鍔 （第35屈1 77) に 対応すると思わ れる。 1 77は水洗選別で確認され た部品であるた め 、 出

土位附は不明である。

奥壁よ り 0. 9m 、 右側壁から 0. 2-0. 4 m 付近の礫 （柁台用か）上から、 耳環 2 点 （第37図1 1 7•1 18) 

が出 十 した。 中空鍍金タイプの耳環である。 1 1 7は ほ ぼ完形で出 土 し 、 1 18は二つ に折れて出 十ー し た。

ま た 、 奥壁から 3. 3m 、 左側壁から0. 15-0. 4 m 付近の礫（棺台用か） 上からも耳環 2 点 （第37図1 1 4•

1 15) が出土 し た。 銅芯金張 タ イ プの耳珠である。 1 14 •  1 15ともはほ完形の状態で出土 し た。 耳悶は

も う 1 点（第37図1 16) 出土 している。 1 16は、 細か く 砕けた状態で玄 門 中 央か ら 奥 壁方 向 1. 3 m 、

左側壁から 0. 5m の地点から出土 し た。 出 I
→ ．状況から、 元位置を留めて い な い可能性がある。

1 14• 1 1 5の0. 75m 玄門寄り の地点から刀チ （第39図181) が出上 し ている。 181 は 、 柄部 に 木 質が
残存 し 、 鎖lもついて い た。

奥壁から羨道方向へ 1. 5 m 、 左側壁から 0. 2 m の付近から鉄鏃（第37図135-150、 第38図 1 5 1 - 1 73)

が固 ま っ て出土 し た。 復元の結果、 39本の個体識別がで き た。 鉄鏃は、 茎 部 を 奥壁側へ身部 を淡道側

へ向け た方向で扇状に広がるよ う に 出 七 し た。 茎部の 多 く が 束ねたよ う な状態で出土 し た こ とから、

鉄鏃は埋葬当初、 牧な どの筒状あるいは箱状の容器に 入れられて、 そ れが羨迫方向へ倒れたた め に広

がった状態になった と 推定される。

奥壁中 央から右側壁方向へ鉄釘が 3 点 （第39屈 187 · 189・190) 出 土 し た。 3 点の鉄釘 に は い ず れ

も 木質が残存 していた。 木棺の有無は確認できなかったが、 鉄鏃に残る木質 と 木 目 の方向が違 う こと

から 、 木棺用の釘と考えた。

‘‘’’ 
--'え

写真 遺物 （鉄鏃） 出土状況 写真
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2 .  羨道内 の遺物出土状況

羨道内から は 7 点の 辿 物が出 七した。 須恵器が 6 点、 金属製品が 1 点である。 須恵器は大半が完形
の状態で 出 七 した。

玄門直 下、 柩石の上から有蓋高杯 （第25図21 ) が出七 し た。 21から羨門方向に有盗高杯 （第25図1 9 ・
20) と 盗 （第25固23) と平瓶 （第31 図67) 、 釧 （第39図179) が出 I:: し た。 33•1 9 · 20 は、 器 形の特徴
も非常によく 似た高杯である。 23は 、 高杯の蓋である。 こ れ らの須恵器は、 玄門の 入 り 口に供え られ
たよ う に出土した。 179は、 玄室内から出 土した鍔 ( 1 76) と 同 じ 太 刀 の 部品 で ある と 思 わ れ る。 67
は、 羨道左側壁に沿 う よ う 置かれていた。 口縁部を 人為的に打 ち 欠 いた痕が あ り 、 祭祀に関わる行為
と も 考 え られる。

羨門 下の 閉塞基底石付近からは無蓋高杯 （第23図 4 ) が出 土した。 4 は 、 割れた状態で出土してお
り 、 破片の一部が開口部 の埋土や墳丘から出七 し ている。

□〗
I し鴫— -l J 

L 21  

_) 
（ ｀ 

4 

ぐ 一 1 } 
．

 

汀j=

ーー ー
J

囚·

了 —
—

ヽ
r
 

ぐ

23 

第21図 羨道内須恵器出土位置図

( S  = 1/50 イ プツ= 1/10) 

写真 遺物出土状況 （羨道）
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(2) 外部施設か らの遺物出土状況

1 . 前庭部・開 口部の遺物出土状況

前庭部及び開□部からは須恵器が60点出 卜． し た。 そ の 内 7 点を実測した。 （ 器 形 の 特 徴 な どは観察

表に譲 る ） 25屁•46筋からの出 上点数が多い。 追葬など石室の 再 利 用 と の 関係 も 考え ら れ る 。 内 訳

は、 無高杯（第24図18) 、 高台付杯身 （第32図87 ·88 ·89) 、 脚付壺片 （第32図9 1 ) 、 鉗付盃 （ 第32 図
76• 77)、 で あ る。 18は、 羨11111直 ドの閉塞基底石 手前の46)\'fiから出 I ·. し た。 18と 接合 す る と 思 わ れ る

杯部 （ 第32図81) は墳丘 Il 筋から出 t してい る。 87•88 ·89は、 高台付きの杯身であ り 、 46府から出

t し た。 器形の特徴から 古瑣築辿期よ り 新 し い時期 と 忠われ る 。 91 は脚付壺のJlliiJ部片で、 訂部 に強い

張 り がみ られ 、 櫛状エ只による 刺突文が巡 る 。 46/Mよ り 出 七 し た。 器形 の特徴から石室l村から出 卜． し

た脚付並類 (25-27•31) と 同時 期 も し く はやや新 し い時期 と 思われ る 。 76•77は、 紐付盗で あ る。

76は、 25/l"iよ り 出 L し 、 瑣 丘 II 柄からUl t し た 須恵器片 と 接合す る 。 77は、 鉗部が玄室内出 卜． の島形

紐付蓋 (55) の紐部 と非常に類似す る こ とから 、 同 様 の 蓋 と 思 わ れ る 。 351仔iから/ L \ 十． し た。

2 .  墳丘及び周溝の遺物出土状況

培丘及び周 溝内からは 185点の須恵器が I Ll I:. した。 墳丘から出 十 し た辿物の 多 く は 、 II 屈や瑣丘 の

崩洛に伴う七中や周 溝 と 思わ れ る S D I I やそ の 付近から出 上 して い る 。 特徴的な t 器 と しては、 装飾

付qヽ倍片 （第33図99- 1 1 1 ) が あ る。 破片の た め 全体の 器形 を復元す る こ と がで き なかっ た が 、 培 丘端

部から出士 した小iif (第33図95) や S D 1 1埋 卜から出 十． し た装飾動物片 （第33図94) がそ の壺胴部の

凸帯 I ·.にのってい た と 思われ る 。 器形は脚付壺 （装飾付壺） 1 も し く は器台思 わ れ る 。 透か し 孔 は 半

円状と 長）j形が あ る。

l )  1J11T1月>fl) (「須.'.b'器牛府の研究」 1998) の編年に よ れは 、 装飾付,::.1 D I 類に相 ‘り す る。

可］81 (墳丘 II 層） ＼ ,4,.;:, 
77 

ト・ 4�· → 27.0 

18 
'- J.

4
 
5

 26.0 

88 

87 

89 

25.0 

日),, 24 . 0  
0 I m  

第22図 前庭•開口部須恵器出土位置図 (S = 1/50, イ プツ 1/10)
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(2) 出土遺物

1 . 須恵器 （第23�34図 1 �1 1 3)

石室と開 0部か ら 出土した須恵器 は 70個体であった。 詳 し く は 観察表にゆずるが、 本墳か ら は大型

器台や装飾須恵器 （烏形紐付蓋） な ど特色のある須恵器が出 土している。 こ こで は じな 器種毎の概要

に つ い て述べる。

大型器台 （第23圏 1 )

1 は 、 大型器台である。 奥壁前の中央か ら 出土 した。 器高は45.8cmを測る。 本填か ら 出 土 し た須恵

器の中で最も 大型である。 色調は黒色を呈し、 やや粗い砂粒を含むものの焼成は非常に良好である。

脚部には上か ら O→□→△の透か し を有し、 櫛状工具による波状文や直線文が施される。 1 に類似 し

た器台は池賀県野洲町宮山 1 号墳出 士の器台である。 透かしの位附や形 、 施文や調整な ど非常に類似

する。 宮山 1 号墳か ら は 器台が 3 点 と セ ッ ト関係にある広LI壺が 3点I L l土 し ているが、 本墳か ら は l

に対応する広D壺は確認できな かった。

無蓋高杯 （第23図2- 6 、 第24図 7 -18) 

無蓋高杯は17点出土 し た。 器形の特徴か ら 3 つに分 け ら れる。 1 つ は、 4 ,..._, 6 •  8である。 5 · 6

は、 器高20cm と ほ ぼ同 じ 長脚 2 段三方透かしの無蓋高杯である。 両者とも胎土・焼成は非常に良好で

ある。 6 には杯部に ヘ ラ 状工具によ る刺突文が巡る。 4 は、 器高が 1 7. 5cmと前者に比べやや小さいが

長脚 2 段三方透か しの無蓋高杯である。 杯部の段が前者に比べやや小 さ い。 8 は、 色調が黒～灰を呈

し、 胎土・焼成 は良好である。 脚部の開きが他の高杯に比べ大 き く 、 様 相 を其にする。 2 つ H は 、

2 · 3 · 7 · 9 - 14である。 2 • 3 •  7 は 、 前者に似た長脚 2 段三方透か し の無蓋高杯であるが、 器

高が全体に低い。 また、 杯部の段が小さ く なったり 、 箇略化さ れ る も のがある。 7 の脚部には横位の

カ キ 目が全体に施される。 9 -14 は、 脚がやや短い 2 段三方透か しの無盗高杯である。 杯部は 碗状を

呈す。 下位の透か しは 、 二角 形を呈す。 13• 14は、 上位の透かしが直線 上の切 り 込 みだけに省略され

た 1 段透かしの様相を呈す。 3 つ 目 は 、 15"-'18である。 透かしが無く 、 杯部は碗状を皇す。 脚部巾位

に は 2 条の沈線が巡るだけである。

有蓋高杯 （第25図19-21)

有蓋高杯は 、 3点出土 した。 紐付蓋 は 2 点 （第25図22 · 23) 出土しているが、 セ ッ ト関係が明 ら か

な の は 高杯19と蓋23である。 19-2 1 は、 長脚 2 段二）j透か しの高杯で器高は17. 1 - 1 7. 4cm と ほぽ同 じ

である。 胎士・色調な ども非常に類似する。 19の脚部裾部は 、 20 • 21 に比べやや屈曲 して下がる。 脚

部の成形 は絞 り 上げの痕跡が明瞭である。 20の透か しは上段 と 下段の位附が90° ずれる配附にな って
いる。

脚付壺 （第25図25• 26、 第26図27• 30• 32) 

脚付壺は 5 点出土した。 器形の特徴か ら 2 つに分け られる。 1 つ は 、 30である。 幅の広い脚部を有

する長頸壺である。 脚部 に は明瞭 な段を持ち 、 胴部に沈線が巡る。 頸部は直立して伸び、 口縁がやや
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内弯す る 。 色調は灰～黒を 屋 し 、 )I合土 ・ 焼成は良好で あ る 。 2 つ は 、 25,...._,27 • 3 1 で あ る 。 い ず れ も 脚

付短頸並で あ る。 25 · 26は やや 小型の長脚 2 段二方透か し の 短頸壺で 体部 t位 に 刺突 文 と 沈線 が 巡

る。 24 (紐付蓋） と26は セ ッ ト で あ る 。 27は 、 透か し の な い長脚短頸並で 、 頸部が長 い。 体部 卜． 位 に

は刺突 文 と 沈線が巡 る 。 3 1 は 、 大咽の長脚 2 段三方透か し の短頸壺で あ る 。 体部及 び脚部全体 に カ キ

Fl や沈線を施す。 他の事例か ら 烏形紐蓋 （第26図29) と セ ッ ト 関係 に あ る と 考え ら れ る。

鳥形紐付蓋 （第26図28 • 29、 第3 1 図55)
烏形紐付蓋 は 、 3 、9代出 土 し た。 器形の特徴か ら 2 つ に 分 け ら れ る 。 l つ は 、 28 • 29で返 り の あ る 蓋

で あ る。 い ず れ も 羽を閉 じ た烏が表現 さ れ て い る が、 嘴の形や背の施文表現の 違 い か ら烏の利類が迩

う 。 28は 、 嘴が尖 る。 水烏の 一種 と 思われ る。 29の嘴は平た ＜ 鴨類の一種 と 思 わ れ る 。 器高は 、 29の

方がやや 大 き く 、 脚付短頸壺 (3 1 ) と の セ ッ ト 関係が 考え ら れ る 。 色淵 ・ 胎土 は両者 と の 似て い る。

2 つ 目 は 、 55の蓋であ る。 55 は、 返 り の な い 盈で 、 羽を閉 じ て頭を下に も た げ る 様 fが表現 さ れ て い

る 。 烏全体の表現は28 · 29に 比べて や や祖雑で あ る 。 胎 ,- _ . 色調 も 明 ら かに 辿 う 。 55の 烏 に 類似す る

装飾片が石室附か ら 2 点 （第32図92 • 93) 出 L し て い る 。 92 は 、 壺類の 側面に 貼 り 付け て あ っ た接合

面が残 り 、 焙冠のつ い た 烏を表現 し て い る 。 93は、 羽を閉 じ た烏を表現 し て い る 。 胎 十'. . 色調は55 と

似て い る。 ま た 、 蓋u縁部片 （第32図78) は 、 55の蓋 と胎上 • 色澗が類似 し て い る 。 蓋頂部が欠旧 し

て い る が、 装飾紐を 有す る 蓋の 口J能性 も 指摘で き る 。 烏形紐益の 出 上事 例 は 東海地方に 多 い。

l ) 鳥形i11盃の出土·J";:例は東汁り地方を中心に 19例あ る。 本rJlの 盃と 形状が似て い る 例 と し て は 、 愛知県石ill I 号用、

愛知県炭焼'V· 1 4 号m:11上の須恵器がみ ら れ る。

子持蓋 （第3 1図58-64)
子持蓋 は 7 点 出 土 し た。 い ず れ も 器形が類似する 。 返 り の あ る 盃で紐部が小型隧の形を呈す。 鉗部

の体部及 び頸部 に は東IJ突 文 を巡 ら す。 紐部の 器形 は 、 肱の47 • 48に 類似 す る 。 チ 持 盗 は 山 田 編 年

II ― l 類の 皿 期 に あ た る 。 類例は少な く 、 近 く では愛知県岩津 1 号瑣出 士の も の が あ る 。 県内での出

七 事例は陽徳寺裏山 1 号墳出上の も の が知 ら れ る だ け で あ る 。 ‘

I ) riり述

2 ) 陽徳寺如I1 1 号i月出土の （持盃 は、 （持器台に付屈す る も ので、 返 り の な い 山「 n編年 I - 2 類の Il 前期 に あ た る。

漣 （第36図46-53)
追は、 8 点出 卜 し た。 器形の特徴か ら 3 つ に 分け ら れ る 。 l つ は 、 52で あ る。 器高 16. 3cm を 測 る 大

刑の返で、 色調は黒、 断面が セ ビ ア 色の胎七 ・ 焼成が非常に良好で あ る。 胴部 及び頸部か ら L I縁部 に

櫛状上具 に よ る刺突文や直線文を施す。 頸部に は明瞭な段を有す。 2 つ 目 は 、 49-51 • 53の 返 で あ

る。 器高は 、 1 2. 1 - 14. 2cm と 、 中型 で あ る 。 頸部か ら 口縁の立上が り は52 に 似て い る が 、 胴部や頸部

の施文 が簡略化 さ れて い る 。 3 つ l=I は 、 46-48の聡であ る 。 底部が扁,12.で頸部 は 直 立 す る。 頸部 と ロ

縁部の税の段は簡略さ れ て い る 。 46は 、 器高 8. 8cm と 小型で あ る。 胴部及び頸部に刺突文を施す も の
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の や や祖雑であ る 。 胎土は灰白～灰で、 他の 越と様相を異に す る 。

提 瓶 （第 27図32-34、 第28図35-37、 第 29図38)

提瓶は7 点出土 した。 器 形の 特徴か ら 4 つに 分 け ら れ る 。 1 つは、 32 · 33であ る 。 体部背而が扁 平

で腹部は円弧状に 張 り 出す 。 腹部全体に カ キ Fl調整が施 さ れ る 。 LI縁部はやや外反気味に 立上が り 尖

る 。 器 高22cm前後と大型であ る 。 2つ F1は、 34 • 36であ る。 器 高は、 前者に 比べ小振 り であ る 。 体部

背面がやや丸みを帯 び、 腹部はヘ ラ 削 り 調 幣 さ れ る 。 36は、 頸部がす ぼむ。 3 つ 目は35• 37であ る 。

前者に比べい っ そ う 小振 り に な る 。 腹部の 施文はみ ら れ ず、 ヘ ラ 削 り 調整 さ れ る 。 背部と腹部の 形状

が ほ ぼ同 じ扁平な 形であ る 。 4 つ 目は、 38であ る。 背部・ 腹部の 形状が ほぼ同 じ扁平な形で、 頸部は

太 く 櫛状_[具に よ る 施文があ る。 背部と腹部の 培には 2 条の 沈線が巡る 。 口縁部には片[I状の 押 さ え

が1 ヶ 所 あ り 、 ¢ 1 mm程の 孔が 2 つ空け ら れ てい る 。 胎七は他の 提瓶に比べて 赤い 赤褐色を呈す 。 器

形の 特徴から他に 類例がない 。 比較的似てい る 資料としては愛知県邸蔵寺 5号 墳出土の 提瓶があ る。

平 瓶 （第31 固65-67 )

平瓶は 3 点出 土 した。 器形の 特徴か ら 2つ に 分 け ら れ る。 1 つは、 65であ る 。 底部はやや平坦で体

部は原みのあ る 半円状を呈す 。 体部～底部に カ キ 目を施す 。 2 つ 目は、 66 · 67であ る。 66は、 底部が

平坦で体部はやや扁平であ る 。 体部上位に カ キ 目を施し、 2 cm ほ どの 粘 土粒を貼り 付 け る。 67は、 形

状が65に 似 る ものの 小型であ る。 刺突文が后部に 巡 る。

2 .  鉄製品

馬 具

本墳出土の 馬具は、 轡 （ く つ わ） （第 35図1 21 ) 、 鞍金具 （第 35図1 19・ 120) 、 鐙鞄 （ みずお） （第34

図122-1 34) な どが出 士 した。

1 21は鉄製の 珠状鏡板付轡であ る。 矩形立聞を持つ素環の 鏡板付轡であ る。 鋭板の 形状は楕円形で

長径左 8. 2 (右8. 0)  cm、 短径6. 3 (6. 3) cm。 立聞部の 右片方は一部欠損す る が、 幅3. 4 (3. 9) cmで形

が隅丸状の 長方形であ る 。 衡は 2連式で長 さ17 .1cmであ る。 引手は、 長 さ1 5.9 (15. 3) cmで、 先端部

の 踪を くの 字に 屈 曲 さ せてい る 。 鏡板 ・ 衡• り 1 手の 連結は、 衡先環に鏡板およ び引手が直接連結し て

い る 。 轡の 形態から、 6 世紀後半と思われ る 。 1

鐙胆は、 鉄製で、 復元の 結果、 3 連の 兵庫鎖の 一端に 絞具、 も う 一端に U字形金具が連結 さ れ る 。

銹粒が激 しい が、 長 さ 8. 4-9. 0cmの 鎖を 3 連連結 して 兵庫釦を な し て い る 。 絞具は、 長 さ 8. 2cm 、 幅

4. 2cmで 、 刺金8. 5cm、 太 さ 0. 7cm。 U字形金具は欠恨して お り 、 残存長は3. 5cmであ る 。 U字形金貝に

は、 木製の 壺鐙がつ り 下げ ら れ て いたと 考 え ら れ る。 また、 絞具は鞍橋に 取 り 付け ら れ た力革と連結

し 、 吊 り 下げら れ たと考えら れ る。

鞍金具 (119・1 20)は、 鉄地金銅装磯金具で前輪 (1 20)と後 輪 (119)の 1 セ ッ ト が出十 した。119

には鞍が付く 。 鞍は、 鉄製で、 餃具を持たない円屈状の 鞍であ る 。 円応部は長 さ 左 7. o C右7.1) cm、

最大幅5. 4 (5. 7 )  cm。 座金具は長径2. 7 (2. 8) cm、 短径2. 5 (2. 6) cm。 鋲脚部は長 さ 5. 3cmで 、 鈎の

手状に 屈曲して 円図部と連結す る 。 120の りり輪は、 左 右の 磯金具と 州浜で構 成 さ れ る 。 磯金具の 周 囲
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と州浜 t部に は縁金具が巡る。 磯金具や州浜には それぞれ 3 ヶ 所突起があ り 、 そ こ へ縁金具の鋲を打

ち こ み、 木製の鞍橋を留めたと 思われる。 1 19も 同様 で あるが州浜の突起 は 2 ヶ 所で ある。 鞍金具 の

形態か ら 、 T K43-T K 209の時期と思われる。 2

I ) 澤村雄 •郎 「愛知県 ・ 岐 印県内古叩I\上I.じ具の研究」 南JI I大学大学院杓古学研究報告第 5 冊 1996 
2 ) せfft栄 ・ 「鞍金具 と 公珠 • 辻金只の変造」 『'96特別展 貨金に魅せ られた（委人たちJ 島根県立八'.Ii:立つ風上記の

斤: 1996 

太刀•刀子（第39図 174 � 185)

太刀 （第39図1 74) は 全長87. 0cm 、 最 人・ 幅 3. 4cm、 甫 屈667g である。 刀身に は鍔（第39図 1 75) ・ 釧

（ 第39図178) が付 く 。 1 74は、 片 刃で 、 片閃タイ プ。 茎胴部 は 中細で 、 茎尻はやや丸みを帯びる。 X 線
観察の結果、 茎胴部に 目釘孔らし い.fLの痕跡が l ヶ 所み られる。 1 75には透かしがみ られなか った。

175は長径6.83cm、 短径5. 99cm、 原さ 0. 4cm を測る。 178は、 長径 3.8cm 、 短 径 3. 2cm、 幅 1. 9cm を測る。

そ の他、 鍔 は 2 点 （第39図 176•1 77) 出 卜 し た。 1 76は 、 1 75に比ペー回 り 大 き く 、 i肩I (第39朕1 179)

に対応すると思われる。 透か し は みられ な い。 177は一 番小振 り で、 9肩I (第39図180) に対応すると思

われる。 186 (第39図） は 、 楕円形の鉄製品で欠恨 し ている。 形状か ら太刀の足金物と思わ れる。

刀f は、 4 点出十 （第39図181 ・ 183� L85) し た。 181 は 、 残存長 9. 4cmで柄部に鎌l と 木質が残存す

る。

鉄 鏃（第37図1 35- 150、 第38図1 51 - 173)

鉄鏃は 、 39本の個体を確認 し た。 IH 土 し た鉄鏃は 、 細根鏃 ( 1 35-1 72) と広根鏃 ( 1 73) で ある。

135- 172 は 、 身部形が二角形式あるい は柳菜式で身部関 は令て撫関である。 茎部関は全て棘状関で

茎部には矢柄木質が残る も のか見 られる。 茎部の 木質 は、 そ の 卜. に 樹皮状の細 い皮が 巻 き 付けて あ

り 、 漆が塗られていた。 （図版42鉄鏃茎部拡大写貞） 173は身部が三角 形 で身部関 は 角 関 、 茎部 関 は

無関である。 茎部に矢柄木質が残存する。

鉄 釘（第39固187-192)
鉄釘は 、 6点出 七 した。 187•188• 190• 192には木質が残存 していた。 いずれ も断面が四角形で形

状から木柁に使用された釘と思われる。 190は 、 L 字状に屈曲する。

3 .  装身具
装身只と しては、 耳環が 5 点 （第37図1 14-1 18) 出 I· ·. し た。 サ イ ズや様相は、 大 き く 3 つに分かれ

る。 1 17• 1 18は、 大振 り であるが、 中空のた め 重 吊 は 比較的軽い。 1 14•1 15は、 中間の大 き さで項 LJ.
は一 番 屯い。 1 16は、 サイ ズも一 番小さ く 、 一部欠旧 しているものの重 磁 も 軽い。 1 1 4 は 、 銅芯金板'；技

で鮮やかな凶金色を留めている。 金板 は耳探の端部で丁寧に折 り 込 ま れている。 1 15 は 、 銅芯 で ある

か腐食が進み金ない し 銀板張の耳環と思われる。 1 16は、 銅芯銀板張と思われる。 1 1 7• 1 18は 、 巾空

の耳踪である。 断面を観察すると細 く 白っぽい線が内径側にみ られた。 銅板 を筒状に巻 き 、 「銀細」



42 第 4立 南高野占柑の調杏

技法によって接合されていると思われる。 表面は鍍金された いわゆる 「金銅装」 である。

耳環の型式編年ははっき り して い な いが、 出 十． 状態から 「細身型→金張太身型→金 メ ッ キ巾空人身

型」 という形態的変遷がみ られる こ と が指摘されている。 ＇ こ の変遷を本古墳に当てはめるな ら ば 、

1 16→ L l4• 1 15→ 1 1 7• 1 18と なる。 こ の組み合わせと変造過程か ら 本 古瑣における埋葬及び追葬過程

を探る こ と ができるが、 詳し く は第 4 節で述ぺる。

I ) 森岡秀人 「迫葬と 棺体nじ置」 「考古学論牧J 1982 

写真 天井石取 り 外 し作業
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第 4 節 考 察

1 . 埋葬形態について

南高野 山瑣は、 後世の地姦 ＇ な ど により 石室石材が崩落したた め に 幸 い にも盗掘を免れた占墳で

あ り 、 そ のため、 埋葬の最終形態を今 n に 伝える 買 項な 事例 と な った。 横穴式石室 は そ の構造 上か

ら、 追 葬を前提と し た構造 に な って お り 、 本墳に お いてもそ の形態に つ いて考えてみたい。

石室l村から出士 し た須恵器は、 65個体である。 そ の内約35個体が玄門右立柱石の隅 に洛 せ られたよ

う に 出 上 し た。 こ の出 土状況から、 明 らかに追葬が行われたこ と を示す 「 カ タ ヅ ケ 」 の行為が み ら

れ 、 少な く とも埋葬が 2 lnl行われたこ と は間違 い な い と 思わ れる。 第 3節(2)で述べたよう に 、 須恵器

の器形の特徴からは、 器柿によって、 2 タ イ プや 3 タ イ プに 分かれる こ と が明 らかに な った。 例 え

ば、 無盃高杯は 3 タ イ プ 、 脚付壺は 2 タ イ プ、 肱は 3 タ イ プ 、 提瓶は 3 タ イ プ 、 平瓶は 2 タ イ プであ

る。 こ れ らの タ イ プの迩いは、 そ の様相から古相 ・ 巾相•新 相 と 分けるこ と がで き る。 （第 2 表）

ま た、 棺台の上からは 2 個 l セ ッ ト に な っ た耳閲が 2 ヶ 所から出 卜 し て お り 、 こ の状況も 2 回の埋

葬を裏付ける。 しか し 、 耳環はも う l 点出土してお り 、 ま た耳屈の特徴も 3 時期 に 分かれる こ とか

ら 、 埋葬は 3 同行われたと 考え る こ と もで き る。 そ の他の金屈製品では、 太刀の鍔 と 釧が 3 点ずつ 出

ト している こ と も注 目 される。 一人の被葬者に一振の太）jが埋葬されたと考えるな らば、 3 回の埋葬

が行われたこ と を示 している。

こ のよ う に 、 須恵器や他の出 土辿物から 3 時 期の様相がみ られるこ とから、 埋葬は少な く と も 3 回

（追葬 2 回） 行われたと 考え られる。 但 し 、 中相 と 思われる須恵 器の中で 、 淡道部や玄門直 ドの閉塞

石上から出土 した有蓋高if (19-2 1) や玄門入 り 口 に 附かれていた脚付短頸壺 (31) は、 埋葬 に 伴 う

祭祀的な 行為が行われたかのよ う に 、 玄門をはさんで ほぼ向線的 に 置かれてい る こ とから、 こ れ らの

須恵器は原位附を留めている と 思われる。 こ の こ とから 、 2 回 目 と 3 回 目 の埋葬 には、 そ れ ほ ど時間

染が なかったのでは な いかと 考え られる。 ま た、 「カ タ ヅ ケ 」 の一群の追物にも新相 の須恵 器がかな

り の数含 ま れている こ と は、 何を忍味するのであ ろ うか。 追tiが後 に な るほど副葬される追物が節略

化される こ とから考える と 、 追非はさらに も う 1 回あ っ たとも考え られる。

開「 l部の坤 tを観察する と 、 石室内からの掻 き 出しがみ られる。 （第22図前庭• 開 口 部須 恵 器 出 七

状況図）掻 き 出 し のI図は、 第44-53屁である。 堆柏状況から掻 き 出 し は、 3 回 に 分かれている と 思 わ

れる。 1 回 目は第53栖であり 、 53屑中からは短頸壺か長頸壺の胴部片 と 思 わ れる須恵器が出 十． してい

る。 第 2 回 目は、 47-5 1屈の堆柏で、 多 く の 須恵器片が出 上 し ている。 第 3 回 目 は45 • 46屈で、 須恵

器の出上は46肘が一番多い。 無盗高杯（第24図 18) は、 填丘盛 十'. II 屑から出 卜. した杯部 （ 第32図81)
と 接合関係が 考え られる。 こ のよ う な 開 口部の埋士 に み られる 3 回の掻 き 出 しは 、 追葬 に伴 う 行為 と

関辿づける こ と がで き る と 忠われる。 ま た、 石室内 （淡迫部閉塞基底石付近）から出 土 し た無盆高杯
( 4 ) と 接合関係にある須恵器片が瑣丘 II I呂巾から 出上してお り 、 追葬時に 破菜されたと 患われる。

以 上のよう に 、 石室内出土須恵器の様相や耳閲•太刀の出土状況、 開口部の埋 土 な どから、 本項で

行わ れた埋葬は最低 3 回（初葬 と 追葬 2 回） であったと 考え られる。 ただ し 、 開l」 部の掻 き 出 しやカ

夕 ヅ ケの須恵器様相からする と も う 1 回追葬が行われた可能性を指摘して お き たい。 第 2 表は、 須恵
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器の様相を も と に副葬 さ れ た と 思 わ れ る 辿物を 表 に し た。

I )  {改石糾みの崩落I原因につ いて は 、 遠藤淑彦 （揖斐川町立北方小学校教諭） に こ教示頂 い た。 池川町周辺で発化

し た 大地虞の最も 古い ，記録は 745年 6 )J 5 [ I に起 き た M 7.9 の地袋である 。 涵源地は美濃国の国府付近 （ 現 在 の

ィ池破I祁垂井町） と さ れ 、 多数の 櫓館や仏寺な どが倒壊 し た と さ れ る 。 本柑が盗掘を免れて い る こ と か ら こ の地姦

に よ る 石全崩壊の 1 1J能性が記iい。 ま た 、 辿藤氏か ら地姦によ る 崩壊をポす痕跡と し て倶lj登石材の X 型の割 れ 日 が

指摘さ れた。 しか し 、 行料が少な い た め石窄崩壊＝ 地,,_� と い う 断疋 は で き な い。 同氏には石室イi材の岩石鑑定も

し て頂いた。 その結果 、 本泊で使ti] さ れ て い る イ i室イi材は全て池川山周辺に分布す る 「美氾妍」 の I沙岩で あ る こ

とが分か っ た。 （図版42顕微鏡り真参照）

写真 遠藤氏に よ る 石材破砕方向の調査

写真 側壁石材崩落の様子

写真 左側壁石材に み ら れ る X 型の割れ目
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様 相

古 相

中 相

相

第 2 表 様相別石室内遺物

該 当 す る 須 恵 器

大型器台 (1 ) 、 無蓋高杯 ( 4 - 6 、 8)

脚付長頸壺 (30) 、 提瓶 (32-34 ) 、 腺 (52)

平瓶 (65)

無蓋高杯 ( 2 • 3 •7 •9� 1 4)

有蓋高杯 (1 9�21 ) 、 脚付短頸壺 (25�27 · 31)

蓋 (22-24 • 28 • 29• 55• 58-64) 

提瓶 (34 • 36) 、 隧 (49,....,51·53) 、 平瓶 (66•

67) 

無器高杯 ( 1 5-1 8) 、 提瓶 (35 · 37)

地 (4 6-4 8) 、 杯器 (56 •57) 
- - -

※時期差が判然 と し な い もの は含め な か っ た。

2 .  南高野古墳の墳丘及 び石室構造 に つ い て

第 4 節 考 察 4 5

共伴する と 思われ る追物

馬 具 (1 19�1 34)

耳環 ( 1 16)

．� 一 — · — ー・

耳環 ( 1 14 • 115) 

刀子 (181)

耳環 (1 17 • 11 8) 

南高野古墳は、 標高25.5m 前後の l日地表面を掘り込み 、 墓坑 を形 成 した 後盛土を 3 段階に 分 け て 祐

み 上 げる工程で築造 さ れ た 。 虹石や外護列石はみ ら れ なか っ た ものの 、 墳項部に原い 粘土屑を最後に

貼り付け封土と し ている。 墳丘の 規模は 直径22m で 、 周 溝 との 間に 2 - 3 mの 平坦 な テ ラスを設けて

いる。 周 溝の 幅は 2 mあ り 、 周 溝を含めた 規模は直径25m を超える円墳である。

石室 は、 右片袖式横穴石室で玄室の 内面に赤色顔料が塗 ら れ た 「赤彩古墳」 であ っ た。 石室の 全長

は、 1 0. 5m を超える大型石室である。 玄室長は5. 8m 、 羨道長は 3. 6m 、 前 庭 長は1 .1 m を 測る。 石

室の 設計に は畿内で使用 さ れ てい た 「高麗尺」 が 用 い ら れ た と 指摘 さ れ ている。 I ) 石室の 構造 は 、 双

坑の 深 さ に相 当 する大型石材を奥壁や玄門、 羨門に配 し 、 その 間に大型石材 と小• 中型石材を垂直に

梢み上げている。 玄室の 両側 壁の 石桔 み には目 地が認めら れ るが、 淡道の 両側壁は目地が揃わ ない 。

筵坑の 掘り方 （大型石材の 頂部） ま で達 した 後 は、 持 ち 送り技法による小口栢 み によ っ て ア ー チ トに

栢み上げた 後、 天井石を架構 し ている。 玄門の 上に は梢石を配 し 、 前壁を形成 して いる。 玄門下には

「桓石」 を設岡 し 、 玄室へは羨逆か ら 一段下がるよ う に し て入る構 造に な っ ている。 奥壁の コ ー ナ ー

上部には奥壁 と 両側 壁をつ な ぐ よ う に 「渡し掛 け技法」 が取 り 入れ ら れ ている。

この よ う に 、 本墳は、 前壁を持つ片袖式の 横穴式石室であ り 、 「高麗尺」 を 用 い て 設計 さ れ た 畿 内

の 片袖式石室の 古 い様式の 影瞥を受けた構造に な っ て いる。 しか し 、 渡 し 掛 け技法や石材の 石積 み に

は在地性の 特徴 も み ら れ る。
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l )  I戊瀬正勝 「美設 に お け る後期群集瑣形成の一契機一J ',·flh式石室を中心にー」 『岐阜史学」 第93号 1998 

3 .  ま と め

南高野古墳は、 右片袖式横穴石室を有 し 、 後期 占墳の中でも古い様相を呈す る古墳で あ る。 玄室内

壁が赤彩されてい る 古墳と しては県内 2 例 目の発見とな っ た。 I I

副葬品された辿物をみ ると、 須恵器は 、 その様相か ら 3 つに分かれた。 古相のものには比較的畿内

の影密を受 けたものや持ち 込まれたと思 わ れ る 一群がある。 特 に 大型器台は、 池賀県宮山 l 号墳出土

器台と非常に類似してい る。 宮山 1 号培か ら は 大型器台が 3 点出土 し 、 そ れ ぞれに広〇弱を伴ってい
る 。 本墳か ら は広口壺やその破片 は 1 点も出 土 し て い な い。 そ こ に 、 宮山 1 号瑣の被葬者との階級的

な差を見いだす ことがで き るものの、 大型器台を所有す る ことがで き た階級として畿内との政治的な

結びつ き を想像させ る。 大型器台の所有形態か ら 、 本墳の最初の被葬者は大型器台 を 1 個用 い る こと

がで き た階図つ ま り 、 地域の小首長や有力家長栖であったと思わ れ る 。 n また、 大型器台とともに大

型隧 (52) や長脚 2 段三方透か し無盃高杯 ( 5 • 6 ) が出土して い る が、 こ れ らの須恵器は非常に整

形が丁寧で、 胎士・焼成も良好で あ り 、 畿内及びそ の周辺地域か ら の搬入品と思われ る 。

中相の須恵器群には猿投産のものと思 わ れ る 須恵器が多 く 含まれて お り 、 東海地方 （尾張）の影牌

が み ら れ る 。 こ の古相か ら 中相への須恵器群の様相の変化は、 被葬者や彼を取 り 巻 く 周辺の権力構造

の変化とも考え ら れ る。 特に、 烏形紐器の出士事例は県内西部 （海津郡南油町に 1 点見 ら れ る が）に

は ほとん ど み られず、 尾張との関辿を考え る 上で興味深い資料となった。

金属製品は 、 馬具をは じ め 、 大刀や耳環、 刀子等が出土した。 特に馬具 は 、 鞍金具や轡、 鐙鞄な ど

が出土し、 鞍金具は鉄地金銅装の非常に栄華な製品で あった。 轡の形態編年3 ) で は 、 本 墳出土の轡

は 6 世紀後半とされ 、 こ の よ う な馬具を副葬す る ことがで き た階庖は畿内との結びつ き の強い地域の

首長屑と 考 え ら れている。 4

以上の よ う に、 石室構造や出七迫物か ら 、 本墳の最初の被葬者は、 畿内勢力と強 く 結びつ いていた

人物であ り 、 周辺地域を治 め る 首長柄で あ っ たと思わ れ る。 古墳の築造 は 6 世紀後半と考え ら れ る。

その後の追葬 に お け る 副葬品か ら は 、 東海地方、 特に尾張との結びつ き が想像され る 。 畿内か ら 尾張

への様相の変化は 、 池田町やその周辺地域の政治的変化を示唆 していると思われる 。 、 そ の後 2 回 な

い し 3 回の追葬が行われたと思わ れ る。

l ) 現在確認され た県内の赤彩古墳 は 5 例である。
. ii老郡上石律町 二又 1 号切

•揖斐郡池田町 南高野古用
• 本巣郡糸貫町 船木山古り1群第 19 ・ 272 · 274号柑

2 ) 沢村治郎 「須恵器大型器台考」 『滋賀史学会誌」 第 1 1 号 1999 
3 ) 澤村雄一郎 前掲 L
4 ) 成瀬正勝 前掲 ， ��
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南高野古墳出土須恵器観察表(1)
— , — , ． ● ● ●  "'"' 

挿図 地区 倍位 器 袖
il, 1it (cm) 

胎 J. 色 恥i 器 lfi の 特 徴 成 形 • 閲 整
その他

番号 迅I栂 一 （柚＇応など）I Jif 器高 底径
''"""""" "" __ ,. 

器台の杯部は大 き く 外）jに開き 、 1 1緑瑞部は I. ドに11き
出 さ れ る。 脚部との楼に は段を(Tす。 脚部は匝立気味に

やや粗、 径 5 111m以 のびた後、 内弯氣味に外月に開く 。 脚部端部は尖る。 脚
I G I  M l  大利器台 30. 0 45. 75 26. 9 ト

．
の砂粒、石英粒、 黒 部外血には、 縦に並んだ丸 • 長Jj形 • 三角形の透かし-fl 杯祁l勾面i ・ 外flti ド}jタ タ キ H、 脚部

長石粒を含む が 3 列あ り 、 そ の 卜. に三角形の透か し iLが2 個施さ れて 内面横ナデ
い る。 杯部に沈線と櫛状工具に よ る波状文を施す。 脚部
外面に櫛状エ貝による波状文 ・ 縦位の1i'i:線文、 沈線を施
す。

やや密、 径 3 mm以 脚部は長脚二段三ガ送か し で、 ラ ッ ベ 状 に 開 き 、 裾部 杯部I民部1J-11ffi指ナデ、 杯部LI縁部内
2 G 2  M 2  長脚 2 段三方透か し I I. 6 14. 05 11. 55 ドの黒色粒を含む、 灰l'I は、 やや下方に小さ く 屈折。 透かしの間に 2 条の沈線を 外面回転横ナデ。 杯部底部外面回転

無盗,:":itぷ 径 l mm以Fの白色 巡 ら す。 杯部は 、 内 弯 し なが ら 立ち 上が り 、 姐V.す る 口 ヘ ラ 削 り。 脚部内外面同転 横 ナ テ‘
粒を少は含む 緑を持つ。 1本部下位 に 2 つ段をなす。

脚部は長脚二段三/j透か し で 、 ラ ・9 パ 状 に 開 き 、 裾 部 杯部ドガ外血回転 ヘ ラ 削 り。 その他
3 G 3  M 2  長脚 2 段三}J透かし 11 .  9 17. I 1 3. I 密 灰 は、 やや下月に小さ く 屈折。 透か し のIll!に 2 条の沈絞を の内外面阿転横ナテ‘。 t禾部底部中央

無盈ぷ;q; 巡 ら す。 杯部は、 内f>J し なが ら ヽIち Kがり 、 直立す る fl 指 ナ デ緑を持つ。 （本部F位に 2 つ段をなす。

I 脚部は長脚二段三）j透か し で、 ラ y パ 状 に 開 き 、 裾部

長抑2 段三}j送か し は 、 やや内傾する。 必 か し の間 と 卜• 段 iくにそれぞれ 2 条 杯部f}j外1!11回転ヘラ削り。 その他
4 S 2 M 2 無益高杯 12. 6 17. 5 13 密 灰 の沈椋を巡 ら す。 q;部は、 内弯 し なが ら tヽちl:かり 、 1「I の内外面同転横 ナ テ' 。 Hヽ部底部巾央

立 す る 「 l紺を持つ。 i本部F位に 2 つ段をな し そのドに l 指 ナ デ
条の沈線を巡らす。-- - -- • 一・""" . --- .... 

-
--- —• 一——• 一

脚部はK脚 ；段三}j透か し で、 ラ ッ ハ状 に 開 き 、 裾部

長脚2 段三}j透かし 密、 怪 3 mm以 ドの は、 やや内傾する。 透かしの間と 卜段 Fにそれぞれ 2 条 杯部ドカ外r旬[ril転ヘラ削り。 その他
5 G 3  M 2  無盈沿.t.{; 12. 75 20. 0 12. 75 砂粒を含む 焦、 灰l'I の沈線を巡 ら す。 t和部は、 1平究 し な か ら いヽち上がり 、 姐 の内外面l司転横ナ デ。 杯部底部中央

立する II紺を持つ。 （本部下位に 2 つ段をな し そ の ドに 1 叩 き 目
条の沈線を巡 ら す。

● ""' "●● "" 

脚部は長脚二段三方透か し で、 ラ ッ パ状 に 開 き 、 裾部

長脚 2 段三}j透かし 密、 径 2 mm以 卜. の は、 やや内傾し接地部は丸い。 透 か し の間に 2 条の沈線 杯部下月外面回転 ヘ ラ 削 り。 その他
6 G 3  M 2  無盈r:"!i杯 13. 8 20. 5 12. 7 砂粒、 白色粒を含 県 を巡らす。 杯部は、 内 弯 し ながら立ち上がり 、 直立する の内外面回転横ナテ＇。 林部底部巾央

む , _, 緑を持つ。 ｛本部下位に 2 つ段をな しその問にヘラi犬エ 指 ナ デ
具によ る刺突文を巡 ら す。

脚部は長脚二段三方透か し で 、 ラ ッ パ状 に 開 き 、 裾 部

長脚 2 段三方透かし やや祖、 径 3 mm以 は、 大 き く 開 き 端部は肥J•/.す る。 透かしの問に 1 条の沈 杯部下方外面回転ヘ ラ 削 り。 その他
7 G 3  M 2  無盗品杯 12. I 14. 75 10. 5 ドの砂粒を 多 く 含 灰白_,夭 綿を巡 ら し 、 脚部外面全体 に カ キ 目 を施す。 杯部は、 内 の内外ilii回転横ナデ。 杯部底部中央

む、 11色粒を含む 弯 し なが ら 寸．ち上が り 、 直立す る n縁を持つ。 i本部•I•位 指 ナ テ‘
に 1 つ段をなす。

やや柑、 径 4 mm以 脚部は長脚二段三h透か し で、 ラ 9 ハ 状に 開 き 、 裾部 杯部底部I勺面指ナ テ’ 、 杯部I」縁部内
8 G 2  M 2  2 段三方透か し無ぷ 13. 2 13. 15 1 1 .  2 ドの砂粒、 ii色粒 灰 は 、 大 き く 開 き瑞部は内傾して丸く接する。 送 か し の問 外面回転横ナデ。 杯部底部外rlii

・
回転

品杯 を含む に 2 条の沈線を巡 ら す。 tぶ部は、 内窃 し なが ら 立ち I.:が ヘ ラ 削り。 脚部内外面阿転横ナ デり 、 直立す る I I紐を持つ。

朋部は長脚-.段三）テ透か し で、 ラ ッ パi人に開 き 、 裾部は

2段三月透かし無必 ややtil、 径 3 mm以 屈折し沿部が尖る。 占か し の問と梱部にそれぞれ 2 条の 杯部 ド}j外11lili_il転ヘラ削り。 その他， G 2 M 2  邸杯 14. 3 11. 05 10. 55 トの砂粒、 (I色粒 灰i'I 沈線を巡らす。 杯部は、 ゆ る やかに内弯 し な が ら ,'f.ち t の内外面回転横ナデ。 杯部底部巾央
を 多 く 含む が り 、 i!'.iV. す る 1-:J紺を持つ。 9本部上位内外iiiiにそれぞれ 指 ナ テ’

1 つ段をなす。 9本部,,,位外面に 2 条の沈線を巡 らす。

第 3 表



第 4 表 南高野古墳出土須恵器観察表(2)
― '"""'● ,.,_ 

挿l'i<I 地区 妍位 器 柿
法 M (cm) 

胎 I: 色 品l 器 形 の 特 徴 成 形 . llJ 整 その他
番号 遺構 n径 器邸 底径 （釉保など）

脚部は長脚二段三h送か し で、 ラ ッ バ状に開き 、 裾部は
密、 径 7 mm以 Fの 屈折しi品部が尖る。 透 か し の,:りと裾部にそれぞれ 1 条の 杯部 I、力外而1°1転ヘラ 削 り 。 その他

10 G 3  M 2  2 段三方透かし無盗 13. 8 13. I 9. 9 砂拉を多 く 含む、 灰It 沈線を巡らす。 杯部は、 ゆるやかに内弯 し な が ら zヽち 上 の内外1£til可転横ナテ＇
。 杯部底部中央品U が り 、 やや外傾す る 「 l紺を持つ。 9本部上位内外面にそれ白色粒を含む ぞれ l っ段をなす。 i本部rjI位外 面 に 2 条の沈線 を 巡 ら 指ナデ

す。

脚部は長脚二段三方透か し で 、 ラ ・ノ パ状 に 開 き 、 裾部
長脚2 段三方透 か し 密、 径 6 mm以下の は、 やや下ガに小さ く 屈折。 透 か し の問に 2 条の沈線を 杯部 FH外（前回転 ヘ ラ 削

部
り 。

底
その他

l l  G 3  M 2  12. 2 17. 4 LO 8 砂粒を 多 く 含む、 灰白、 煤 巡 ら す。 杯部は、 内 弯 し な が ら 立ち上が り 、 口紺嬬部は の内外面同転横ナデ。 杯 部中央無蓋邸杯 白色粒を含む 外反する。 口緑端部内r!nに段を行す。 i本部Iれ位に 2 条の 指 ナ テ’
沈線とその Fに刺突文を 巡 ら す。

脚部は長脚
ー

．段三}j透か し で、 ラ ／ パ状に開き 、 裾部は
2 段三ガ透か し 無盆 やや密、 径 5 mm以 屈折し姑部が尖る。 透か しの間に 1 条の沈線を巡 ら す。 J:{; 部底部内rf1i指ナ デ、 杯部11緑部l勺 11; 部底部l勺面へ1 2  G 2  M 2  17. 2 17. 0 1 1 .  6 ドのn色粒を多く 灰 杯部は、 ゆるやかに内'Pt し なが ら 外}jにの び、 1 1緑端部 外面'"' 転横ナデ。 杯部底部外rfii[n)令1:必杯 含む、 砂f立を 含む は 丸 く お さ め る。 （本部,,,位外1fiiに 3 条の沈線と刺突文を ヘ ラ 削 り 。 脚部内外lfiilnl転横ナデ

フ- "しI '.,,, I 巡 ら す。

I 脚部は長脚一段-:/j透か し で、 ラ ッ パ状 に開 き 、 裾部は
I 段三}j透かし無盗 屈折しrふ部が尖る。 脚部"'位 に カ キllを施す。 杯部は 、 杯部f)j外爪j(rrJ転ヘラ削り。 その他

13 G 3 M 2  12. 5 11.  7 10. 6 やや密 灰 ゆるやかに内Pjし｛本部•I•位か ら 1 1紺にかりて外弯する。 の内外面jf11Jfi横ナテ‘
。 tf祁底部中央,:;;l,f; 

rふ部は水 ,,, に1fli取 り す る。 体部,,,位外rfliに刺突文を巡ら 指 ナ テ’
す。, ... ., . .... ._ I 

；部 卜），外面" 転へ 9 削 り
。

そ

盆

の

t
他

ベ>"'(うtit、 i各 3 mmじ人 脚部は長脚一段...3.}j透か し て、 ラ ッ パ状に開き 、 裾部は
14 G 3 M 2  l 段三）i透か し無盗 12. 3 II .  85 10. 6 ドの砂粒を多 く 含 灰(I 屈折し端部が尖る。 脚部•I•位 に カ キ [Iを施す。 t小部は 、 の内外i1iil11I転I黄ナ テ‘

。 杯部底部
,:":i.tf む、 i'I色粒を含む ゆ る や か に 内 弯 し i本部中位で）rtlilh して外に開＜ 。 溢部は 指ナデ11't立す る。 （本部中(、'J.外面に刺突文を 巡 ら す。

ト
ー

一し―

ややfll、 径 2 - 3 脚部は ラ ッ パ状に開き 、 裾部は屈折 し 沿部は 丸 く 接地す
恥邪 ドJj外［面(uJ転ヘ ラ 削 り 。 そる。 脚部1j1{立 に 2 条の沈綿を巡らす。 杯部は、 ゆるやか15 G 3  M 2  無益高M 14. 7 13. 05 II .  7 mm以 ドの砂粒、 L'I 灰 に内弯 し な か ら tr. ち 卜. がり 、 わずかに外反するI I緑を持 の内外rfiil!il転横ナテ”。 杯部底部巾央

色粒を多杖に含む つ。 9本部,,,位外iliiに 2 条の沈椋を 巡 ら す。
指 ナ デ

やや密、 径 4 mm以 部は ラ ， べ状に開き 、 裾部は屈折し嬬部が尖る。 脚部巾 杯部底部内面指ナデ、 杯部口縁部内位 に 2 条の沈線を巡 ら す。 杯部は、 ゆるやかに内弯 し な16 G 3  M 2  無蓋高杯 10. 0 1 1 .  4 8. l ドの砂粒を 多 く 含 灰貨、 黒 が ら tヽ ち上か り 、 1�(立す る 口糸点を持つ。 i本部,11位外面に 外面回転横ナ テ
合
。 杯部底部外面阿転

む、 n色位を含む 2 条の沈線を巡らす。
ヘ ラ 削 り。 脚部内外面回転I黄 ナ デ

やや密、 径 I mm以 脚部は ラ ッ パ状に開き 、 裾部は屈折し 瑞部が尖る。 脚部
17 G 3  M 2  無滋.�;u 10. 75 l l. 85 8 .2  下の砂粒、 白色粒 灰白 中 位 に 2 条の沈約を巡 ら す。 杯部は 、 ゆ る やかに 内弯 し 杯部～脚部内外r面回転I貨 ナ デ。 杯部

ながら立ち I:が り 、 やや外反す る II紐を持つ。 9本名1り·
1 ,位 底部I勺面中央指オ サ エを 多 く 含む 外1!1i に 2 条の沈線を巡 ら す。_ ... I - —  ,, _ _— •. 一 • - -- '.. . , . .  _ " I_,, 一•

ややm、 i苓 I mm以 脚部は ラ ッ ハ 状に1)1)き 、 ,,,位 に 2 条の沈線を巡らす。::J裾 ＇
l8 S 3 46 無ふ沿杯 10. 」9 fの砂位、 l'I

ー
色粒

し
灰 部 I:ぷ位にIIJI瞭な 3 つの段を(iす。 裾部は少し内側に 脚部内外1 Iiil11lfi1黄ナテ合

脚部片 」く 含む し嬬部は尖る。 ‘• — -- -
. J 
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南高野古墳出土須恵器観察表(3)

挿図 地区 府位 器 種
法 t,t (cm) 

胎 土 色 閲 器 形 の 特 徴 成 形 • 閲 整
その他

番号 遺構 口 怪 器高 底径 （釉薬など）

脚部は長脚二段三方透か し で、 ラ ッ パ状 に 開 き 、 裾部

長脚 2 段二方透か し やや密、 径 6 mm以 は、 直立して尖る。 透かしの問に 2 条、 下段下に 1 条の 杯部下方外面回転ヘ ラ 削 り。 その他
19 S 2 M l  有蓋屈杯

12. 35 17. 4 15. 4 下の砂粒を含む 灰黄 沈線を巡らす。 杯部は、 丸みを持つ底部か ら 弱 く 内 窃 し の内外而回転横ナ テ。 杯部底部中央
ながら受部に至る。 受部は、 浅 く 、 斜 め 上方 に 短 く 出 指 ナ デ
る 。 立上がり部は低く 内頼し端部を 丸 く お さ め る。

脚部は長脚二段三方透かしで透かしの位置が上段と下段
で90°ずれる。 ラ ッ パ状 に 開 き 、 裾部は 、 直 立 し て 尖

長脚 2 段二方透か し 密、 径 1 mm以下の る。 透かしの問に 2 条の沈線を巡 ら し 、 下段下に明瞭な 杯部下方外面回転 ヘ ラ 削 り。 その他
20 S I M l  有澁高杯 13. 05 17. I 16. 45 白色粒を含む 灰白～褐灰 3 つの段を有す。 杯部は、 丸みを持つ底部か ら弱く 内弯 の内外面回転横ナデ。 杯部底部中央

し な が ら受部に至る。 受部は、 浅 く 、 斜め上方に短く 出 指ナデ
る。 立上がり部は低く内傾し屈曲 して立つ。 端部を丸く
お さ め る。

脚部は長脚二段三方透か しで、 ラ ッ バ状 に 開 き 、 裾部

長脚 2 段二方透か し 暗オ リ ー プ、
は、 直立して尖る。 透かしの間に 2 条、 下段下に 1 条の 杯部下方外面回転ヘラ削り。 その他

21 S 2 M l  
有蓋高胚 12. 2 17. 25 14. 9 密 灰白 沈線を巡らす。 杯部は、 丸みを持つ底部か ら 弱 く 内 弯 し の内外面回転横ナデ。 杯部底部巾央

ながら受部に至る。 受部は、 浅 く 、 斜 め 上 方 に 短 く 出 指 ナ デ
る。 立上がり部は低く内傾 し端部を丸 く お さ め る。

密、 径 2 mm以下の 扁平なつまみを持つ。 天井部は緩やかに内弯し 、 口縁部 天井部中位回転ヘラ削り 。 天井部下
22 G I  M 2  盗 13. 9 4.6 砂粒、 白色粒を含 灰白 はやや内弯して外方に開く 。 天井部と 口緑部の頃に稜を 位～口緑部内外面回転横ナデ。 天井

む 有す。 口縁端部はやや尖る。 部内面指オサ エ • 横 ナ デ

扁平なつまみを持つ。 天井部は直線的に下り 、 口縁部は 天井部巾位回転ヘラ削り 。 天井部下
23 S 2 M l  蓋 14. 6 4. 7 やや密 灰白 やや内弯して外方に開く 。 天井部と口縁部の税に稜を有 位～口縁部内外面回転横ナデ。 天井 19と セ ッ ト

す。 口緑端部は尖る。 部内面指オ サ エ • 横 ナ デ

オ リ ープ灰、
中央が尖る 大 き なつ ま みを持つ。 天井部は緩やかに内弯 口緑部～天井部内外面 • つ ま み回転24 G 3  M 2  蓋 10. 9 5. 8 密 灰白 し 、 口緑部は垂直に下がる。 天井部と口縁部の培には明 横 ナ デ。 天井部内面中央指ナデ 26と セ ッ ト
瞭な段を有す。 口縁嬬部は丸 く お さ め る。

脚部は長脚二段三方透かしで、 ラ ッ バ 状 に 開 き 、 裾部
は 、 小 さ く 屈折して端部を 丸 く お さ め る。 透かしの間に

25 G 3  M 2  長脚 2 段三方透かし 8. 4 22. 45 12. 6 密、 径 4 111111以下の 累、 灰白、 に 2 条の沈線を巡らす。 体部は丸みを帯びて立上がり 、 肩 口縁部～脚部内外面回転横 ナ テ＇。 体
脚付短頸壺 砂粒を含む ぷい橙、 灰黄 部で内弯する。 肩部中位に 2 条の沈線を巡 ら せ、 その間 部底部内而指ナデ

に剌突文をめ ぐ ら す。 口縁部は直立し端部を 丸 く お さ め
る。 口縁部上位内面に緩やかな段を持つ。

脚部 は長脚二段三方透か し て、 ラ ッ バ状 に 開 き 、 裾部
は、 小 さ く 屈折 し て瑞部を丸 く お さ め る。 透 か し の間に 口紺部～脚部内外面回転横ナ テ•。 体

26 G 3  M 2  長脚 2 段三月透かし 8.3 21. 6 12. 75 密 オ リ ー プ灰、 2 条の沈線を巡らす。 体部は丸みを帯びて立上がり 、 訂 部外面下位回転ヘ ラ 削 り 。 体部底部脚付短頸壺 灰白 部で内弯する。 H部中位に 2 条の沈線を巡らせ、 その問 内面指ナデに刺突文をめ ぐ ら
而
す。

に
口緑部は直立 し端部を丸 く お さ め

る。 口縁部上位内 緩やかな段を持つ。

体部は丸みを帯びて立上が り 、 H部で屈曲 し て1
―
I頸部に 体部下位～｛本部H部回転ヘ ラ 削 り 。

灰、 オ リ ー プ 至 る。 屑部に 2 条の刺突文を巡らせ、 その問に 2 条の沈 体部上部～ 口縁部外面回転横ナテ＇
。

27 G 3  M 2  脚付短頸壺 9. 75 29. 6 14. 25 密 灰～暗 オ リ ー 線を巡らす。 口頸部はやや外 方 に 立 上 が り lコ 緑 部 に 至 脚部内外面回転横ナデ。 口緑部～体
プ灰 る。 n頼部中位 に 2 条の沈線を巡 ら す。 口 縁rぶ部は丸く 部内1fii回転横ナデ。 体部底部内面指

お さ め る。 ナ デ

第 5 表



第 6 表 南高野古墳出土須恵器観察表(4)

挿図 地区 附位 器 種
法 fil (cm) 

胎 上 色 謁 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 戯 椛
その他

番号 遺構 U径 器屈 底径 （釉薬など）

.I:\形つまみを持つ。 つ ま み のn形は樅を閉じた状態を表
現 し 、 嘴は円錐状の形を呈すが、 先嬬部は欠m し て い 夭井部上位外而回転 ヘ ラ 削 り 。 天井る。 嘴の上下に隙間を持つ。 目 と 屈孔は、 棒状工具で刺

28 G t  M l  鳥形つ まみ付石 7. 5 密 灰白、灰黄褐、 突する。 胴体n側に櫛状工具による刺突文を施し 、 羽の 部下位～口緑部外面回転横ナデ。 n 水島の一種暗焦灰 I莫様を表現 し て い る。 尾は縦に扁平な形を呈すが先端部 縁部～天井部内面回転横ナ テ‘
。 天井

が欠旧 し て い る。 澁体部はやや丸みを帯びて下り 、 返 り 部内面中央指 ナ デ

は外反気味に内傾 し て 長 く 下が る。

鳥形つまみを持つ。 つ ま みの鳥形は探を閉 じた状態を表
現 し 、 嘴は横に扁平な形を港す。 目を竹管状工具で刺突 天井部上位外面回転ヘ ラ 削 り 。 天井し 、 昇孔は、 棒状工具で刺突する。 胴体にかけて竹管状

29 G 3  M 2  -� 形つまみ付蓋 密 灰白、灰黄褐、 工具に よ る 円形の刺突文 と櫛状工具 に よ る 刺突 文 を 施 部 下位～口縁部外面回転横ナデ。 ロ 輯の一稲暗黒灰 し 、 羽のI真様を表現している 。 尾 は 横 に 扁 'I<な形を呈 縁部～天井部内面回転横ナ テ＇。 夭井

す。 澁体部はやや丸みを帯びて下り 、 返 り は内傾して長 部内面中央指ナデ

く 下が る。

台部は 1 段三方透か し で 、 外反して開き 、 台部中位で屈
曲 し て ド り る。 台部 F 位 に 3 つの段を持つ。 粘部はやや 体部下位-1本部巾位阿転ヘ ラ 削 り 。

密、 径 6 ium以下の 外頼し瑞部を 丸 く お さ め る。 9本部は）lみ を岱びて立t· が i本部外面 下部叩 き 目。 ｛本部上部- 1 1
30 G 3  M 2  脚付長頸壺 10. 4 29. 3 14. 6 砂粒、 白色粒を多 灰～黒 り 、 訂部で屈曲 し て頼部に至る。 1本部巾位 と日部にそ れ 紺部外面回転横 ナ テ9。 脚部内外面阿

く 含む ぞ れ 2 条の沈線 を 巡 ら す。 頸部は逍-({. して寸: ,-. が り 、 中 転横ナデ。 1 1象及部-I本部内1!ti回転横
位から外反し てII緑部に至る。 1 1緑部は内側に租1!11 し て ナ テ’。 9本部底部I勺rffi指 ナ デ
r.: 部を）L く お さ め る。

脚部は長脚一段三方透か し て 、 ラ ッ バ状に開き 、 裾部は 、

内 傾 し てrぶ部は尖る。 必か し のll:Jと 卜＾段 ドにそれぞれ 2

長脚 2 段三）i透か し オ リ ープ灰、
条の沈線を巡 ら す。 沈線にI:位に刺突文を巡 ら す。 9本部 II紐部～脚部内外lfri回転横ナ テ‘。 （本

31 G 3  M 2  9. t 29. I 17. 3 密 は半円状に丸みを岱びて立上が りn緑部に—tる。 1本部の 部外面ド位叩 き I I。 9本部底部I勺面指脚付短頸壺 灰色 巾位に 1 条の沈線を巡 ら す。 '/部に 1 条の沈線と 1 条の ナ デ
剌突文、 1 条の羽状文を巡らす。 fl部から底部外面にカ
キ 目 を施す。 口緑部は直 立 し 端部を水'Iiに お さ め る。

口頸部は外 I:月に外反して開き 、 「l緑部はやや内弯して
のびる。 端部は 丸 く お さ め る。 l」頸部上位に 2 条 1 糸nの i本部1h面同転ヘ ラ 削 り 、 中央指オサ

32 G 3  M 2  提柾 7.2 21.4 密 オ リ ー プ焦 沈線を巡らす。 f本部ははほ:Iり形を混す。 i本部n面は扁平 ェ。 9本部腹面カ キ 目淵整。 U頸部(n)
で、 腹面は円弧状に 張 り 出 す か 巾 央 部 は や や \,;; 、Fであ 転横ナデ
る。 厨部に閲状耳がつく 。

口到部は外上方に 外反して開き 、 「l縁部はやや内弯 し て
密、 径 2 mm以下の のびる。 嬬部は）L く お さ め る。 口頸部I:位に 2 条 1 組の (,I,: 部背面回転 ヘ ラ 削 り 、 中央指オサ

33 G 2  M 2  提瓶 7. 45 22. I 砂粒、 白色粒を含 黒 沈録を巡らす。 体部はほぼ円形を呈す。 9本部背面は扁平 ェ。 体部腹而 カ キ [I調整。 口頸部阿 把手付き 、 大和
む で、 腹面は円弧状に張 り 出 す が 中 央 部 は や や 扁 平 で あ 転横ナデ

る。 肩部に閑状耳がつ く 。

密、 i釜 I mm以 下の 口頸部は外上方に外反Lて開き 、 口緑部はややl勾 弯 し て

砂粒を少U含む、
のびる。 端部は丸 く お さ め る。 n頸部上位に 2 条 1 組の 体部行面回転ヘラ削り 、 中央指オサ

34 G 2  M 2  提瓶 7. 05 19. 3 白色粒を極少屈含 聞 沈線を巡らす。 i本部は ほ ぼIII形を用す。 ｛本部11'面は扁平 ェ。 体部腹面カ キ 目 淵整。 r1tfi剖1回
で、 腹面は円弧状に張 り 出 す が 中 央 部 は や や 扁 平 で あ 転横ナテ‘

む る。 H部に閃状耳が つ く 。
- · -

n頸部は外上方に 外反して開き 、 L I紺部はやや内弯して
のびる。 瑞部は丸 く お さ め る。 I I頸部 1:1立に 2 条 l 糾の 体笥11\'面回転ヘ ラ 削 り 、 中 央指 オ サ35 G 2  M 2  提瓶 4.6 16. l 密 灰 沈線を巡らす。 9本部ははは'l'I形を弔す。 9本部1\'面は1.i'Iブ・ ェ。 I I頸部回転横ナテ’ 把T，付 き 、 小芍
で、 腹1fli は円弧状に張 り 出 す が 巾 央 部 は や や 扁 'jc で あ
る。 Al部に閃状耳がつく 。
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南高野古墳出土須恵器観察表(5)
挿l刈 地区 附位 器 挿

法 屈 (cm)
胎 上 色 ，淵 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 迅 祁 その他

番号 遺構 口径 器泊 底径 （釉梨など）

口頸部は外上方に外反して開き 、 口緑部はやや内弯して
密、 径 4 mm以下の 灰～灰白、黒、

のびる。 端部は丸 く お さ め る。 LI頼部上位に 2 条 1 組の 1本部背面回転ヘラ削り 、 中央指オサ
36 G 1 M 2  提瓶 85 20. 3 砂粒を含む 浅黄、 灰貨 沈線を巡らす。 1本部はほほ: f.[J形を呈す。 体部背面は扁平 ェ。 体部胆面 カキ目調整。 口頸部回

で、 腹面は円弧状に張り出すが中央部はやや扁平であ 転横ナデ
る。 け部に閃状耳がつ く 。

ロ頸部は外上方に外反して開き 、 口縁部はやや内弯 し て
密、 径 5 mm以下の の びる。 端部は丸 く お さ め る。 口頸部 I:.位に 2 条 l 組の 体部廿 • 腹面回転 ヘ ラ 削 り 、 巾央指37 G 3  M 2  提瓶 5. 8 17. 9 砂粒を含む 灰白、 灰、 黒 沈腺を巡らす。 体部はほば円形を呈す。 体部竹而は扁平 オ サ ェ。 n頸部回転横ナ デで、 腹面は円弧状に張 り 出 す が中央部はやや扁平であ

る。 日部に閃状耳がつ ＜ 。

口頓部は上方に伸びた後、 外反し て口緑部に至る。 口緑
部は内側に屈曲 し 燐部を丸 く お さ め る。 端部直下に稜を
巡 ら す。 口緑部に片口状の押 さ え と 棒状工具に よ る 2 ヶ 把手な し 、 n緑

38 G 2 M 2  提瓶 9. 5 21. 5 密 暗赤褐、 にぶ 所の透かし孔を施す。 口頸部に上から板状工具に よ る 斜 体部腹面 ・ 背面回転ヘ ラ 削 り。 口頸 部に 2 ヶ所孔有い赤褐、 灰白 位の直線文 . 3 条の沈椋 • ヘ ラ 状 T.具 に よ る 斜位の刺突 部同転横ナデ り文を巡らす。 体部は楕円形を呈し 、 口頸部との境に段を
有す。 体部背面は扁平な円弧状を用し 、 腹面は円弧状に
やや弱 く 張 り 出す。

やや平坦な底部を持つ。 体笥IF方が強 く 張 り 、 日部で屈 底部～体部中位外而回転ヘラ削り 。

39 G 2  M 2  短頸屯 6. 6 6 . 2 4 .9  密 育灰 曲 し て 口頸部に至る。 口頸部は頂立気味に立上がる。 ロ 訂部-LI象及部外面回転横ナデ。 口縁
部～体邪l勺面回転横ナ デ。 底部内面縁部は強 く 外反 し 、 端部を水平に お さ め る。 指ナデ

密、 径 2 匹以下の 惰円状の底部を持ち 、 丸みを帯びて立ち上がる。 体部 下 底部-I本部中位外面阿転ヘラ削り 。

40 G 4  M 2  短頸壺 8. 5 10. 2 砂粒、 白色粒を含 灰白～灰黄褐 位 と 日部で屈曲する。 H部に 1 条の沈親を巡らす。 口頸 その他の内外面回転横ナテ’。 底部内
む 部は外弯気味に開き口縁部に至る。 0縁瑞部は丸 く お さ 面指ナデめ る。

密、 径 I mm程度の 平坦な底部か ら斜め外方に立上がり 、 届部で屈曲 し て lJ 底部～｛本部下位外面同転ヘラ削り 。

41 G I  M 2  短頸壺 9. 25 11. 55 5 . 3  オ リ ープ灰 縁部に至る。 訂部に 2 条の刺突文を巡 ら す。 D縁は直立 その他の内外面回転横ナテ令

。 底部内白色粒、 礫を含む し端部を丸 く お さ め る。 面指ナデ

楕円状の底部を持つ。 9本部下位で屈 曲 し て直立気味に立 底部～体部下位外面回転ヘラ削り 。

42 G 2  M 2  Ji! 11 .  15 5. 95 密 灰 上がり口緑部に至る。 体部上位に 1 条の沈線を巡らす。 1本部上位～口縁部内外面回転横ナ マ リ か ？
□緑嬬部は丸 く お さ め る。 テ•。 底部内面指オ サ エ ・ ナ デ

平坦な底部から丸みを帯びて立上が り 眉部で屈曲 して朔 底部ヘラ削り 。 1本部下位～中位外面
43 G I  M 2  長頸壺 7. 4 13. 85 7. 15 密 暗灰～灰 部に至る。 頸部は斜め外方に 開 く 。 口 縁 部 は や や 内 究 回転ヘラ削り 。 その他の内外面回転

し 、 端部はやや尖る。 横 ナ デ

やや丸みを岱びた底部か ら斜め外方に立 上がりH部で屈 底部～体部中位外面阿転ヘ ラ 削 り 。

密、 径 2 mm以 ドの オ リ ー プ黒、
曲 し て頸部に至る。 体部巾位に 2 条の沈線を巡 ら す。 頸 H部～口紺部外面回転横ナ

底
デ。

部
体部44 G 3  M 2  長頸壺 8. 65 20. 0 砂粒を含む 灰～灰白 部は削立 し て 立 上 が り 中位からやや外反気味に開き口縁 ～口縁部内面回転横ナ テ‘。 内1!1i部に至る。 頸部中位に 1 条の沈線を巡らす。 1 1緑端部は 指 ナ テ’

丸 く お さ め る。

やや丸みを窃びた底部か ら ‘旧 円状 に 立 I·.が り 頸部 に 至 底部-1本部下位外面Ii:!!転 ヘ ラ 削 り 、45 G 2  M 2  短頸壺 8. 3 17. 5 11. 75 やや密 黒 る。 頸部は外方に開く 。 I― I縁部は折 り 返 し 気味に肥屈し 体部上位-11緑部内外面回転横ナ デ嬬部は水平に お さ め る。

第 7 表



第 8 表 南高野古墳出土須恵器観察表 (6)

挿図 地区 侶位 器 種
法 hl (cm) 

胎 L: 巳 謁 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 凋 祁 その他
番If 遺構 fli各 器品 file径 （釉槃など）

"'"
" 

l一"'''●"' 

やや扁平な底部、 やや扁平な球胴を持つ。 :ri部 lヽ • に 穿
孔。 け部から｛本部中位にか け て 上か ら櫛状i:具 に よ る 刺 I氏部-,本部,,,位外面阿転 ヘ ラ 削 り。

46 G t M 2  姐 8. 8 10. 2 密 灰 突文、 2 条 1 組の沈線、 櫛状工具による刺突文、 1 条の 9本部 I :位-11緑部外面回転 横 ナ テ‘。
沈綿を巡らす。 頸部は虹灯． し て -.r. I:. が り 、 I·. 位て外反す 1 1緑部内面i-頸部内Jill上位回転横ナ
る。 口縁部(;t.fi部との屯て租曲し外反気味に開く 。 頸部 デ
上位に櫛状T.具による刺突文 と 2 条の沈線を巡 ら す。

扁平な底部、 やや扁平な球胴を持つ。 日部 ドに穿孔。 Af 

密、 径 6 皿以 Fの 部から｛本部巾位にかけて上か ら櫛状工具による刺突文、 底部～体笥I F位外而 ヘ ラ 削 り 。 9本部2 条 1 組の沈線、 櫛状T.具に よ る 刺突文、 1 条の沈線を47 G 3  M 2  脱 11 .  15 13. 95 白色粒、 砂粒を含 灰白 巡 ら す。 頸部は碩1/. し て,r. ト．がり 、 1一 ．位で外反する。 「l 中位～「l縁部外面回転横ナテ'o 「l緑
む 紺部はい部と の培でJill曲 し外反氣味に開＜ 。 頸部中位に 部～頸部I勺血回転横ナデ

櫛状T.具による刺突文 と 2 条の沈綿を巡らす。

屈、［な底部、 ややlni'f.な球胴を持つ。 �l部
―
ドに穿1'L。 H

部から｛本部LJI位にかけてJ::から櫛状T.貝に よ る 刺突文、 底部～（本部F位外面ヘ ラ 削 り 。 （本部2 条 1 糾の沈線、 櫛KC具による刺突文、 1 条の沈線を48 C 3  M 2  肱 1 1  4 14 密 灰白 巡 ら す。 頸部は碩 立 し て 立 上 が り 、 K位で外9又する。 II 巾位-rr舷部外mi回転横ナ デ。 11緑

紺部はkl部との培で�tirll1 し外反気味に開く 。 頸部I:!、［に 部-,tt部I勺面同転横ナテ‘

櫛状t具による刺突文 と 2 条の沈線を巡らす。

••一．．．． ．．．． 一卜— ー・ ·—— ,---
丸みのあるIii:部、 やや屈平な 球胴 を 持つ。 日 部 卜. に び

緻密、 i済 I mm以 卜△ 孔。
反

注11の上 卜• にそれそれ1 条の沈線を巡 ら す。 頸部は 底部外血 ラ 削 り （本部外1/ril I転横外 し な が ら 開 き 、 「 J紺部は長く外傾する。 fti部 との培 ヘ ゜ ＂ 
49 G 3 M 2  厖 13. 2 16. 1  の砂粒、 (I色f立を 煎 は下方へ小 さ く り1 き tBす。 !l'j'j部rl•位にKか ら 2 条 1 組の ナ テ'。 U 紺 部～頸部内面[uj転横ナ

わずかに含む 沈線を巡らす。 頸部J:位から,,,位に縦位のヘラ状£具に デ
よ る Ill線文を巡らす。

·-
丸みのある底部、 ややi甜Iサり球劇を持つ。 Ai部 ドに穿
孔。 itrJの 1-.下にそれぞれ 1 条の沈線を巡 ら し 、 そのrm 底部_,本部 ド位外曲ヘ ラ 削 り 。 9本部

50 G 2 M 2  姐 12. 3 15. 5 密 灰 を ヘ ラ 状工具による刺突文を施す。 頸部は外反 し な が ら 中位-1 1紐部外iJij回転I黄ナデ。 II紺
開 き 、 11縁部は長 く 外傾す る。 頸部と の税はド方へ小さ 部～頸部I勺面同転横ナデ
く り1 き 出す。 頸部巾位に 2 条 l 組の沈線を巡 ら す。

丸みのある底部、 やや扁平な 球胴 を 持つ。 H部 ド に 穿
密、 径 l mm以ドの 孔。 往口の 卜． 下にそれぞれ l 条の沈線を巡らす。 頸部は 底部～体部 下位外由i ヘ ラ 削 り。 9本部

51 G 3  M 2  肱 12. I 15. 6 砂粒、 白色粒を含 焦褐～焦 外反 し なが ら開 き 、 n縁部は長 く 外傾す る。 頸部 と の培 巾位～口緑部外面回転横ナテ'o 「 I緑
む は下ガヘ小 さ く 引 き 出す。 頸部中位に 2 条 1 組の沈綿を 部-fli部内rfii回転横ナデ

巡 ら す。

丸みのある底部、 やや扁平な球胴を持つ。 日部下に穿
孔。 t�r,の上 下にそ れぞれ 1 条の沈線を巡 ら し 、 その間

密、 径 3 mm以 Fの を櫛状工具 に よ る 刺突文を施す。 頸部は外反 し な が ら 開 11松部-,本部 F位内外而(ii]転横ナ52 G 3  M 2  旭 16. 3 20. 2 砂粒を 多 く 含む。 煤 き 、 1 1緑部は長 く 外傾す る。 頸部と の培は 卜. ）jへ小さ く
Iえl色粒を含む 引 き 出す。 頸部巾位に tか ら 2 条 l 糾の沈線、 櫛状T.具 デ。 Ii�剖1外面同転 ヘ ラ 削 り

に よ る刺突文、 1 条の沈線を巡 ら す。 'fl'i部上位と I J緑部
外面に縦位の ヘ ラ i犬L具による1!'i線文を巡らす。
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南高野古墳出土須恵器観察表 (7)

挿図 地区 而位 器 種
法 fil (cm) 

胎 土 色 埠 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 調 整
その他

番号 遺構 口径 器邸 底径 （釉薬など）

丸みのある底部、 やや扁平な球洞を持つ。 訂部下に穿
密、 径 2 mm以下の 孔。 注口の上下にそれぞれ 1 条の沈線を巡 ら し、 その問 底部～体部下位外面ヘラ削り 。 体部

53 G 3  M 2  旭 14. 2 16. 0 砂粒、 黒色粒を含 黒、 灰～灰白 をヘラ状工具に よ る 刺突文を施す。 頸部は外反 し な が ら 中位～口縁部外面回転横ナテ争
。 口緑

む 開き 、 口縁部は長く外傾する。 頸部との税は下方へ小さ 部～頸部内面回転横ナデ
く 引 き 出 す。 頸部中位に 2 条 1 組の沈線を巡らす。

楕円弧を描く 天井部を持ち 、 D縁部は直立する。 口緑端 天井部外面上位ヘ ラ 削 り 。 天井部中
54 S 2 46 杯蓋 11. 4 3. 9 緻密、 白粒を含む 灰 位～口縁部内外面回転横ナ デ。 天井部は、 わずかに内弯し尖る。 部内面回転横ナ デ

烏形つまみを持つ。 つ ま みの烏形は翼を閉じ た状態を表
現 し て い る。 頭は丸く 、 目や嘴等の細部の表現は な い。

55 G 3  M 2  屈形つまみ付蓋 11 7. I やや粗 灰 烏とつまみの台部とが別々に作られ接合されている。
垂

蓋 口緑部～天井部内外面回転横ナ テ
‘
。

体部はゆる やかに丸みを符びて下がり 、 口縁部から 直 天井部内面中央指ナ デ
に下がる。 体部と 口縁部の楼には明瞭な稜を施す。 口緑
部はやや内弯気味に下がり 、 端部を丸 く お さ め る。

やや密、 径 1 mm以 やや平坦な天井部を持ち 、 口絃部は垂直に 下 り る。 端部 天井部外面上位ヘラ削り 。 天井部中
56 G 3  M 2  杯蓋 11. 8 4.55 下の白色粒を 多ftt 灰 位-u緑部内外面回転横ナデ。 天井

に含む は 丸 く お さ め る。 部内面回転横ナデ

平坦な天井部を持ち 、 口縁部は垂直に下 り る。 端部内面 天井部外面上位 ヘ ラ 削 り 。 天井部中
57 G 1  M 2  杯盗 II. 95 4 密 灰白 位～口緑部内外面回転横ナ デ。 天井は内傾し尖る。 部内面回転横ナテ’

ハ ソ ウ 形のつまみを持つ。 つ ま みの体部は直祝的に立上
が り 、 眉部で屈曲する。 中位に上から櫛状工具に よ る 刺

やや柑、 径 3 mm以 突文を巡らす。 つ ま み頸部は外反して立上がる。 頸部中 つ ま み ・ 返 り 内外面回転横ナ テ、 蓋58 G 3  M 2  子持蓋 6. 7 9. 4 下の砂粒、 白色粒 灰 位に櫛状工具によ る剌突文を巡らす。 頸部と 口縁部の境
を 多 く 含む に稜を有し 口縁部は外方に開き端部を 丸 く お さ め る。 蓋 底部内面ヘ ラ 削 り

体部は直線的に下がり 、 中位に明瞭な段を有す。 返 り は
やや内傾 し て長 く 下が り 、 瑞部を丸 く お さ め る。

ハ ソ ウ 形のつ ま みを持つ。 つ ま みの体部は直線的に立上
が り 、 口部で屈曲する。 中位に上から櫛状工具による刺

やや粗、 径 2 mm以 突文を巡らす。 つ ま み頸部は外反して立上がる。 頸部中 つ ま み ・ 返り内外面回転横 ナ デ、 蓋59 G 3  M 2  子持蓋 6. 0 9. 85 下の砂粒、 白色粒 灰 位に櫛状工具 に よ る 刺突文を巡らす。 口緑部は内弯気味 底部内面 ヘ ラ 削 りを含む に外方に開き瑞部を 丸 く お さ め る。 盗体部は腹線的に F
が り 、 中位に明瞭な段を有す。 返 り はやや内傾して長く
下がり 、 嬬部を丸く お さ め る。

ハ ソ ウ 形のつ ま みを持つ。 つ ま みの口紋部は欠捐。 つ ま

ややm、 径 2 mm以 みの体部は扁平な球胴形を畏し 、 中位に櫛状工具による

60 G 3  M 2  子持溢 Fの砂粒、 白色粒 灰～灰白 刺突文を巡 ら す。 つ ま み頸部は直立して立上がる。 頸部 つ ま み ・ 返 り 内外面回転横ナ デ、 芯

を含む に櫛状工具 に よ る刺突文を巡らす。 盗体部は緩やかな丸 底部内面ヘ ラ削り
みを帝びてドがる。 返 り はやや外弯気味に長 く 下が り 、

端部は丸い。

第 9 表



第10表 南高野古墳出土須恵器観察表(8)

挿図 地区 Jr'i位 器 柿
法 閲 (cm)

胎 上 色 謀i 器 形 の 特 徴 成 形 • 湖 整
その他

番号 遺構 「I径 器邸 底径 （釉薬など）

ハ ソ ウ 形のつまみを持つ。 つ ま みの9本部は垂直に立上が
り 、 訂部で屈曲する。 ,,,位に上から櫛状工具 に よ る 刺突

やや柑、 径 5 mm以 文、 1 条の沈線、 櫛状工具によ る刺突文を巡らす。 つ ま つ ま み ・ 返 り 内外面回転横ナ デ、 滋
61 G 3  M 2  子持蓋 8. 4 10. 6 下の砂粒、 白色粒 灰 み頸部はゆるやかに外反気味に立上がる。 頸部と口録部

を 多 く 含む の屯に稜を有し口縁部は外 方 に 開 き 端 部を 丸 く お さ め 底部内面ヘ ラ 削 り

る。 滋体部は直線的に下がる。 返 り はやや外反気味に内
傾 し て 長 く Fがり 、 瑞部を丸 く お さ め る。

ハ ソ ウ 形のつまみを持つ。 つ ま み の1本部は扁平な球胴形
を呈し 、 中位に櫛状工具 に よ る刺突文を巡らす。 つ ま み

62 G 3  M 2  子持蓋 8. l 10. 8 やや粗 灰～灰白 頸部は直立して立上がる。 頸部と 口緑部の培に稜を有 し つ ま み ・ 返 り 内外面i回転横ナ デ、 盗
口緑部は外方に開き端部を丸く お さ め る。 涵体部は直線 底部内而ヘ ラ 削 り
的に下がり 、 中位に段を有す。 返 り は垂直に長 く 下が
り 、 端部は丸い。

ハ ソ ウ形のつまみを持つ。 つ ま みの体部は扁平なf求酎形
を登し 、 中位に上から櫛状T.具 に よ る 刺突文、 2 条 1 組

ややfH、 径 I mm以 の沈線、 櫛lk工具による刺突文を巡らす。 つ ま み頼部は

63 G 3 M 2  ＋持澁 7. 95 12.0 下の砂粒、 n色粒 明褐灰～灰 やや外反気味に立上がる。 頸部中位に櫛状工具 に よ る 刺 つ ま み ・ 返 り 内外rffi『l転横 ナ デ、 盗
突文を巡らす。 頸部と口紺部の培に稜を付しI I緑部は外 底部内1fii ヘ ラ 削 りを 多 く 含む 方に開き端部を丸 く お さ め る 。 必体部は削線的 に ドが
り 、 中位に段を有す。 返 り はやや内傾して長く下がり 、

砧部を 丸 く お さ め る。

ハ ソ ウ 形のつまみを持つ。 つ ま みの1本部は扁平な球胴形
をぜし 、 中位に上から櫛状工具による刺突文、 2 条 l 糾

やや柑、 径 l mm- の沈線、 櫛状T.具によ る刺突文を巡らす。 つ ま み頸部は つ ま み ・ 返 り 内外面ja]転横ナ デ、 滋
64 G I  M 2  （持涵 7. 55 I I .  2 2 m11の(1砂粒を含 灰 碩立して立上がる。 頸部と II緑部の培に稜を'-i し 1 1緑部

む は外月に開きt,i,l部を丸 く お さ め る。 盆9本部は直椋的に 下 庇部l勺iJiiヘ ラ 削 り

が り 、 中位に段を付す。 返 り は や や 内 傾 し て 長 く 下が
り 、 端部を水平に お さ め る。

やや平用なfl!:部から半円状に灯上がり 口頸部に至る。 体

65 G 3  M 2  平瓶 16. 35 11. 7 密 灰I勺 部 F位から底部に カ キ 目 を施す。 口頸部は外ガに開き 、 底部-1本部外面同転 ヘ ラ 削 り 、 i本部
中位てやや内西気味 に な っ て口紺部に至る。 口紺嬬部は 上位～口縁部外而回転横ナデ
丸 く お さ め る。

比較的平用な底部を持ち 、 体部は惰円形を呈す。 9本部上

密、 径 5 mm以Fの 半分に カ キ 目を施す。 口頸部は斜め外方に開きD緑部に 底部-,本部 ド位外面回転ヘ ラ 削 り 、

66 G t  M l  平瓶 6. 05 13. 35 砂粒を含む 灰褐～灰白 至 る。 口頸部中位に 1 条の沈線を巡らす。 1 1緑瑞部は丸 体部上位外 面 カ キ 目 関 整。 II緑部l勾
く お さ め る。 胴部上位に 2 cm弱の円形粘土粒を 1 個貼 り 外面回転I貨ナデ
付ける。

平坦な底部か ら惰円状に立上がりL I頸部に至る。 i本部の 底部-,本部外面阿転 ヘ ラ 削 り 、 9本部 L J緑部を人為的
67 s l M l  平瓶 11.  5 5. 7 密 灰白 H部に刺突文を巡 ら す。 口頸部は碩立 し て立上がり 、 中 上位-1

―
I縁部外tfii回転I債ナ デ に打ち欠いた痕

位からやや外反する。 跡付り 。

夭井部は斜め外月に開き 、 やや屈折したのに口緑部に至
68 G 9  IV ぷ11緑部片 密 灰I勺 る。 n紺部は屈 折 し 垂直に 卜•がる 。 瑞部 は 丸 く お さ め 内外面同転横ナデ

る。
, __ ,, 

69 G 9  IV lm緑部片 密 灰山 天井部は斜め外ガに開き 、 口紺部は屈曲 し て ili!11'(に ドが 内外lfii回転横ナ デる。 ｛本部は 丸 く お さ め る。
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第 1 1 表 南高野古墳出土須恵器観察表(9)

挿l刃 地区 析位 器 稲
法 J,\ (cm) 

胎 土 色 糾 器 形 の 特 徴 成 形 • 閲 整 その他
番号 遺構 口径 器邸 底径 （釉薬など）

70 G 9  JV 涵口緑部片 密 灰白 天井部は斜め外方に開き 、 口緑部は屈1111 して垂直に下が 内外面回転横ナ デる。 ｛本部は丸 く お さ め る。

71 H 9  vu 邸杯脚部片 密 暗 オ リ ー プ 脚部下位 は ラ ッバ状に開き 、 裾部との培に稜を有す。 裾 脚部内外而回転 横 ナ テ’灰 、 灰白 部はやや内弯気味に屈曲し 、 端部は鈍く尖る。

72 G 9  IV 涵D縁部片 密 浅黄 天井部は斜め外方に開き 、 口縁部は屈曲して垂直に下が 内外面回転横ナデる。 体部は丸 く お さ め る。

73 G 9  IV 碗□縁部片 やや粗 明百灰 体部上位よ り 内 弯 し て立上がり口緑部に至る。 O縁端部 体部内外面回転横ナデは 丸 く お さ め る。

74 G 1  M 2  千持澁口縁部片 6. 4 やや柑 灰 頸部以ド欠m。 口象文部は外ガにやや内弯気味に開き 、 端 I I緑部内外面回転横ナデ部を丸 く お さ め る。

75 G 3  M 2  子持盗口縁部片 7.3 やや粗 灰白 頸部以下欠狙。 頸部は直立して立上がり 、 11紐部は外方
口紺部内外面回転横ナ テ’に開き中位に�明瞭な段を有す。 端部は丸 く お さ め る。

76 S 6  25 涵頂部片つ まみ付き やや粗 オ リ ー プ灰 つ ま み は弧状に凹み 、 巾心部はやや尖る。 天井部は丸み 内外面回転横ナデを帯びて外下方に開く 。 LI縁部欠捐。

77 $ 3  35 蓋頂部片つ ま み 付 き 密、 径 2 mm以下の 百灰、 灰 天井部はやや丸みを帯びて ドがる。 口緑部欠m。 つ ま み 天井部外面回転横ナデ、 内面横ナデ砂粒、 長石を含む は装飾つま みの台部で装飾部は欠捐。

天井部欠捐。 天井部と 口縁部の度に明瞭な稜を有す。 ロ
78 G 3  M l  涵口縁部片 12 やや密 灰 縁部はやや内弯気味に外傾して下がる。 端部はわずかに D紺部内外面回転横ナデ

外方へ屈折 し 丸 く お さ め る。

天井部上位を欠捐。 夭井部下位は丸みをもって下る。 天
79 G l O  a 杯蓋口舷部片 13. 5 密 緑灰 井部と口縁部の培には沈線状の段を有す。 , _ ,紐部は外傾 天井部左回転ヘ ラ 削り l/2、 1 1縁 部

して下がり 、 端部は外方につ ま み 出 して尖る。 瑞部内而 内外而 • 天井部 F位回転横 ナ テ’
に明瞭な段を有す。

やや世lみのある底部か ら ゆ る や か に 内 弯 し て受 部 に 屯 底部外面回転ヘ ラ 削 り 、 中央は指ナ
80 G 9  VI 杯身 12 3. 8 4. 2 密 灰白 る。 受部は斜めt. Hに短 く 出 る。 rr. 1こがり部は内傾し端 デ。 1本部-Cl緑部内外面同転横ナ

部が鋭 く 尖る 。 デ。 底部内I伯指 ナ テ’

ややm、 径 7 mm以 杯部の底部はやや丸みを切びて立上がり 、 体部rl1位で屈 杯部 ド位外lffi回転ヘラ削り 、 その他81 G i l  [I 心;t.:i;,t;f;部片 14. 25 5. 18 下の砂粒、 白色粒 灰白 曲 し ii'l椋的に •L I·.が り 口紺部に予る。 9本部•1-•位に 2 条の の内外面i回転横ナデを含む 沈線を巡らす。 II緑瑞部は）L く お さ め る。
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第12表 南高野古墳出土須恵器観察表(10)

挿図 地区 研位 器 挿
法 屈 (cm)

胎 l: 色 .\f.'J 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 油 整 その他
番号 遺構 1 1径 器ぶi 底径 （釉薬など）

やや扁平な底部、 やや扁平なI求
上
胴

か
を

ら
持

櫛
つ

状
。 け部 卜. に 穿

ややfH、 径 3 mm以 突
イL。

文
U部か ら1本部,,_,位にかけて 「具による刺 底部～（本部rjI位外面回転ヘ ラ 削 り。

82 G i l  II 厖 8. 6 10. 0 Fの砂粒、 n色粒 灰貨、 灰 、 2 条 1 紺の沈綿、 櫛状工具による刺突文、 1 条の 体部 t(,1.-0緑部外flii同転横ナデ。

を含む 沈線を巡らす。 頸部は直寸．してv. I:: が り 、 1→．位て外反す lこl縁部l村面～頸部内由i上位回転横ナ
る。 LI緑部は�i部 との滉で屈曲し外反気味に開く 。 頸部 デ
上位に櫛状工具による刺突文 と 2 条の沈線を巡 ら す。

やや扁平な底部から上外方にのび日部で屈曲してn頸部 （本部-n縁部同転横ナ デ、 （本部下部83 G 9  N 短顆壺 4.5 11 .  05 3. 4 密 灰 に至る。 口頸部はやや内弯気味に非直にのひ
r

o紺茄部を
丸 く お さ め る。

～底邪ヘ ラ 削 り 後 ナ テ’

頸部はやや丸く上がり 、 n緑部はやや内傾気味に立ち上
84 H I O  IV 脚付壺I I縁部片 9. 2 やや密 灰、 灰n がる。 口縁端部はやや外方に屈折 し て瑞部を水平におさ 内外面回転横ナデ

め る。

85 脚付<:\ilJ舷部）i 密 灰～焦、 灰凶 脚部に長方形の透か し tLを 2 段持ち 、 そのm1に 2 条の沈 脚部1:1-J血ヘ ラ 削 り • 横 ナ テ‘、 外rffi横
線を巡らす。 ナ デ

脚部中位に長ガ形の追か し-flを(Tす。 そ の l·fに 2 条 1
86 1110 IV 脚付tふ（口紺部片 ややfli 灰!'.I 組の沈線を巡 ら す。 脚部は外F方に開き 、 1 1緑部は屈折 内外milnl転横 ナ テ争 95と l,i]一個体

して堆直に下かる。 嬬部はrffi取 り さ れ水、11. に お さ め る。

I . .  
底部はi.;平で斜め 1:./jに <I.ち I·.が る 。 「J 緑燐部 は と が 底部外面同転ヘ ラ 削 り 、 体部-11縁

87 S 5 46 謁台付杯身 14. 3 3. 6 10. 1 緻密、 !'Jf立を含む 灰I'―I る。 祁台は断面四角形で垂直に下がり 、 接地面はやや丸 部内外面回転横 ナ デ、 底部I勺面指ナ
＼ ヽ゜ デ,,.,_ ,,  一 ,_

密、 白粒 • 煤斑を 底部はhかドで斜め 上力に I、Lちヒがる 。 n緑r,;.;部 は と が 底部外面l可転ヘラ削り 、 体部-11舷
88 S 5 46 高台付杯身 11. 0 3. 9 11 .  2 少 し 含む 灰1'1 る。

弯
晶台は断面四角形で外面はやや）lみを岱び、 内直iは 部内外rlril!!I転横ナ テ、 底部内面指ナ

内 す る。 r,i.J部は外側で接地する。 デ

密、 白粒 • 黒斑を 底部は扁半で斜め上方に立ち上がる 。 (I舷姑部はとが 底部外血回転へ う 削 り 、 体部～〇紺
89 S 5 46 I埒台付林身 14. 2 3. 65 10. 9 少し含む 灰白 る。 閲台は断面四角形てやや外傾して下がる。

部内外面阿転横ナ デ、 底部内面指ナ
T ー

9

やや粗、 径 2 mm以 口緑部片で、 垂匝に立上が り 、 端部は水平 に お さ め る。90 1 1 1 VI 鉢口緑部片 17.0 下の長石をわずか 灰白 内外面回転横ナデ
に含む 内面に 1 条の沈線を施す。

底部及び日部を欠捐。 底部よ り 半円状に立上がり 、 届部 底部ヘ ラ 削 り 後横 ナ デ、 1本部外1fiil!!l91 S 5  46 脚9寸壺体部片 やや粗 灰 で屈曲する。 訂部から体部 I·.位に 2 条 2 組 の沈線が巡
り 、 その間に剌突文が巡る。

転横ナテ、 内而指ナデ

烏形装飾片。 足部は壺と の接合面で剥離 し て お り 、 大.lj:!
壺等の胴部に接合されていたと思われる。 頭ヒは鶏冠の
よ う に扁平にな っ て い る こ と か ら 、 鶏を表現 し た と 思わ

92 G 4  M 2  .� 形装飾片 5. 65 密 灰 れる。 目 は棒状工具によ る刺突で及現されてお り 、 鼻孔 Fづ く ね に よ る I戊形は非常に細いT具で点1)突されている。 嘴部はJII錐状に丸
く お さ め る。 頸か ら胴部の膨 らみは弱 く 、 胴部下部か ら
尾にかけて膨らむ。 尾は横に扁平なつまみ出 し で整えて
＼ ヽ る。

潟
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第13表 南高野古墳出土須恵器観察表 ( 1 1 )

l•Plgl 地区 倍位 器 種
il, :,t (cm) 

胎 t 色 俎 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 逍 整
その他

番号 遺構 1 1 径 器益 底径 （柚楽など）

党を閉じ た鳥形装飾片。 足の部分はつまみ台部に接合す
93 G 3  M 2  島形装飾つ まみ片 3. 35 密 灰 ると思われるが ド部を欠m。 目 と 恥.flは竹管状工具によ 手づく ね に よ る成形る剌突によって表現されている。 羽のI戻様などの施文は

み られ な い。 嘴の部分は欠m。 l(は横に扁平におさめる。

動物装飾片。 足は 1 本て剥離面が水平に近 い こ と か ら 、
器台な ど大型上器の扁平な部分に接合 さ れ て い た と 思 わ
れ

94 G 9  VI 動物装飾片 5. 95 密 灰 る。 大 き く 外反する耳 （片ガ欠旧） が付けられ、 11は竹
行状工具 に よ る 点IJ突で表現 さ れ て い る。 l」 は ヘ ラ 切 り に
よ っ て横に大 き く 開けた様子を表現 し て い る。 頭部にく
らぺ胴部は細く 、 尾は粘土を絞り込んでり 1 き 出 さ れて い
るが先端部は欠相する。

密、 径2. 5mm 以下 天井部はやや丸みを持ち 、 （本部との税に剥離1艮[(:j"り 。 天 天井部外面 ・ ｛本部外lffi指ナ テ＇
、 犬井95 G 9  JV 人→り器台口紺部片 の砂粒、 長石、 因 灰、 J火貨褐 Jt. 部に装飾片写の桑I]離痕がみ られる。 1本部は下方に下が 部 ・ ｛本部内面ヘ ラ 削りIJを含む る。

やや柑、 0. 5 mm以 小壺状の底部、 接合Illの粘 t紐を品台風に底部に貼り付95 H I !  器台,Jヽ否底部片 トの白f/J.を 多 く 含 灰 底部内mi回転ナデ、 中央は指オサエ
む け る。

密、 径 3 mm以 卜
．
の k)団部はやや丸みを持ち 、 体部との培に鍔状の枯土帯を 天井部外面 ・ （本部外面指 ナ デ、 天）f96 G I O  a 大Jl'J器台〇緑部片 砂粒、 長6を含む 胃灰 、 灰 巡 ら す。 天井部に装飾片等の,tll離痕がみられる。 ｛本部は 部 ・ 体部内tfiiヘ ラ 削 りF方に下がる。

密、 径 3 mm以下の
犬井部扁、ド、 体部との悦に斜め外方に粘tを 引 き 出 す。 犬井部外面 . '本部外面指ナ デ、 天井98 G 9 IV 大型器台口緑部片 砂粒を含む 、長石、 げ灰 、 出灰 装飾片なとの刹離痕有り 。 9本部はやや内傾 し て下がる。 部 ・ 9本部内I届ヘ ラ 削 り石英、 公母を含む

天井部はやや丸みを持ち、 9本部との培に鍔状の粘土帝を
99 大型器台〇縁部片 粗 暗緑灰～緑灰 巡 ら す。 天井部に装飾片等の剥離痕が み ら れ る。 体部は 内面ヘラ削り 、 外ffii横位ナデ

下方に下がる。 楕円形の透かし孔を有す。

密、 径 2 GIii! 以―
ドの （本部片でやや内弯気味に内傾 し て下がる。 2 条 1 組の沈100 I 12 a 大型器台駒部片 砂位を含む、 長,{:j 灰オ リ ー プ 体部内面ヘ ラ 削 り 。 外面横ナデ

を 多 く 含む 掠と楕円形の透かしRを有す。

密、 径 7 mm以 ドの 9本部片で、 堆f�にドがる。 I 条の沈線を巡らす。 長方形101 G 9  渭 大型器台胴部片 砂粒を多Mに含む、 ,'ir灰、 灰凶褐 体部内外面I黄ナテ’
長石を含む

の透かし孔付り 。

102 Hll  N 大型器台胴部片 密、 径 2 mm以下の
占灰、 灰凶褐 体部片で、 外下方に広がる。 2 条沈線を巡らせ、 惰Pl形 体部外面縦位の ヘ ラ 削 り。 内面横ナ

砂粒、 長石を含む の透かし孔有り 。 デ

密、 径 2 mm以 ドの 体部）ヤでやや内弯気味に内傾して ドがる。 2 条 1 組の沈103 1 1 1 大型器台胴笥I片 砂粒を含む、 長石 ,'i灰、 灰 体部内rliiヘラ削り。 外面横ナデ
を 多 く 含む 線と桁ILJ形の透か し 孔を{iす。
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第14表 南高野古墳出土須恵器観察表(12)

挿図 地区 法 l, 1 (cm) 
ll"i位 器 種 胎番 号 遺I昇

- 1こ 色 淵 器 形 の 特 徴 成 形 • 湖 整 その他
I Ii各 器高 底径 （釉薬など）

101 H I I  VI 大型器台貼1部片 密、 長伍を 多 く 含 灰白 9本部片で、 外 下方にやや開く 。 2 条 1 組の沈線を2 ヶ 所
む に巡らす。 長Ji形の透か しfL-f..iり 。

体部内外面横ナデ

104 I I I  VI 大刑器台胴部片 密、 長石を 多 く 含 灰白 体部片て、 外下方にやや開< 。 2 条 l 糾の沈線を2 ヶ 所
む に巡らす。 長方形の透か し .fl有り 。

体部内外面横ナデ

105 G 1 1  II 大型器台胴部片 密、 径 5 mm以下の
;•7灰、 灰黄褐 体部片で、 外下方に広がる。 2 条沈線を巡らせ、 楕円形 体部外面縦位の ヘ ラ 削 り 。 内面I黄ナ

砂粒、 長石を含む の透かし孔有り。 デ

106 G 9  大型器台胴部1;·
密、 径 5 mm以下の 体部片で、 桓匝に下がる。 2 条 1 組の沈線が 2 ヶ 所に巡IV 砂粒、 長石、 公屈 灰、 暗百灰 （本部内外面横ナ デ
を含む ら す。 長方形の透かし孔有り 。

107 H I I  大咽器台脚部片
密、 径 3 mm以下の 灰白、 灰貨褐、 脚部の裾部片で、 外下方に下がり口緑部は外に屈曲 し たV 砂粒を含む 、 長.(; 内外而横ナデ
を少代含む 灰凶 のち垂直に ドがる。 瑞部は 丸 く お さ め る。

108 1112 II 大型器台脚部片 密、 径 6 mm以 ドの 昭,'r灰 、 灰 、 脚部の裾部片で、 外 ド方に ドがり 口縁部は外に屈 曲 し た
砂粒、 長石を含む 灰貨褐 のち 垂直に下がる。 端部は 丸 く お さ め る。

内外面I貨ナテ‘

109 I 1 2  大内柑器台脚部片
密、 径 4 mm以下の 脚部の裾部片で、 外下ガに下がり r,縁部は外に屈 曲 し た＂ 砂粒、 長石、 石炎 ;� 灰 、 灰凶褐 内外面横ナデ
を含む のち垂直に ドがる。 端部は 丸 く お さ め る。

" " " " '  , . .  一••••一 '""●●●● , _ _  

1 10  1 1 1  �11 大型器台脚部片 密、 径 2 mm以 卜. の ,'1灰、 灰黄褐 脚部の裾部）「で、 外 卜方に ドがり II紺部は外に屈曲 し た
砂拉を含む の ち 根直にFがる。 嬬部は尖る。

内外面横ナテ

I l l  H l l  大型器台脚部片 密、 i各 2 mm以 ドの
片灰、 灰 脚部の裾部片で、 外 ド方に ドがり 口紺部は外に屈曲 し た

砂粒、 長石を含む のち垂直に下がる。 端部は丸く お さ め る。
内外面横ナデ

112 H I !  ゜ 甕胴部片 密 オ リ ー プ灰 胴部片、 丸みを帯びて立ち上がる。
体部内面渦巻 き文当て具痕、 体部外
面擬格子 タ タ キ 目文後カキ目淵整

113 H 1 1  a 甕胴部片 密 暗灰～累 胴部片、 やや丸みを打·びて立ち上がる。
体部内面渦巻 き 文当て具痕、 体部外
面擬格子 タ タ キ 目 文 後 カ キ 目 哉 整 瀕
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76 第 4 章 南高野古培の調査

第15表 耳環計測表

挿図番号 地区 庖位 長 径

114 G 4  M 1 3.06 
1 15 G 4  M 2  3. 22 

1 1 6  G 4  M 2  2.89 

1 17  G 2  M 2  3.82 

118 G 2 M 2  3. 75 

第16表 鉄鏃計測表

短 径 断面径 市 ：1( 

1. 97 0.55 13. 7 
1. 80 0. 71 16. 5 

1. 75 0. 57 6. 9 

1. 89 0. 96 9. 7 

1. 94 o. 91 10. 6 

翻 t籾lj 地区 h"i位 全長
鏃身邪 頼部 （筏被部） 茎 部

長さ 最大幅 長 さ 紋大幅 長さ ifi沢(g)
135 細根鏃 G I  M 2 (17. 8) 3. 2 0. 9 9. I 0. 7 (5. 5) 17. 9 

136 細根鏃 G I  M 2  (16. 2) 2. 9 0. 8 9. 5 0. 6 (3. 8) 15. 4 

137 細根鏃 G I  M 2  20. 4 3. 6 0. 9 9. 4 0. 6 7. 4 18. 9 

138 細根鏃 G I  M 2 (17. 2) 2 7 0. 8 9.8 0. 6 (4. 7) 18. 5 

139 細根銀 G I  M 2 20. 4 3. 4 0. 9 9. 0 0. 6 8. 0 17. � 

140 細根鑽 G I  M 2 19 6 3. 4 I. 00 9. 0 0. 6 7. 3 17. 2 

14 1  細恨録 G I  M 2 (14, 8) 3. 3 0. 9 9. 3 0. 6 (2. 3) 14. 3 

142 細I艮鏃 G I  M 2 (15. 5) 3. 3 0. 9 8. 6 0. 6 (3. 6) 16. 3 

143 細lfl鍬 G I  M 2 (19. I )  (3. 2)  0. 9 9. 2 0. 6 6. 8 19. 6 

144 細根錢 G I  M 2 20. 8 3. 4 0. 9 9. 4 0. 7 8. 0 18. 4 

145 細I.El録 G I  M 2 20. 8 3. 3 0. 8 9. 2 0. 6 8. 4 19. 2 

146 細IR煤 G I  M 2 22. 7 3. 2 0. 8 9. 2 0. 6 10. 31 18. 0 

147 細IR踪 G I  M 2  20. 2 3. 3 0. 8 8. 9 0. 6 8. 0 17. 6 

148 細IR鏃 G I  M 2  (16. 9) 3. I 0. 9 9. 3 0. 5 (4 2) 16. 2 

149 細恨鏃 G I  M 2 (16. 7) (2. 3) 0. 9 9. I 0. 6 (5 3) 17. 5 

150 細恨煤 G I  M 2 (13. I) 3. I 0. 8  8. 5 0. 6 ( I .  6) 1 1. 3 

151 細恨鍬 G I  M 2 19. 9 3. 4 0. 9 9. 3 0. 7 7. 2 16. 3 

152 細根渫 G I  M 2  (15. 9) (2 I) 0 . 8 9. I 0. 7 (4. 8) 13 .  9 

153 細If!鋭 G I  M 2 (1 1 .4)  3. 0 1 . 2  6. 5 0. 7 ( I .  9) 8. 0 

154 細lfl鏃 G I  M 2  20. 3 3. 3 0. 8 9. I 0. 5 7. 9 19. 4 

155 細根錢 G I  M 2 (18. 8) 3. 6 0. 9 9. I 0. 6 (6. I) 16. 7 

156 細根鏃 C l  M 2 20. 7 3. 4 0. 9 9 .8  0 .  6 7. 6 20. 6 

157 細根鏃 G I  M 2 (18. 0) 3. 4 0. 8 9. 0 0. 6 (5. 7) 15. 5 

158 細根鏃 G 2  M 2  (12. 7) (2. 3) 0. 7 5. 0 0. 4 5. 4 6. 6 

159 細根鏃 G I  M 2 08. 3) 2. 9 0. 9 8. 3 0. 6 (7. I )  19. 0 

160 細根涼 G I  M 2  20. 9 3. 2 0. 9 9. 3 0. 6 8. 5 17. 8 

161 細根説 G I M 2 (17. 6) 3. 4 I. 0 8. 9 0. 6 (5. 3) 19. 6 

162 細根涼 G I  M 2  21. 6 3. I 0. 9 9. 7 0. 7 8. 8 19. I 

163 細根鏃 G I  M 2 (17. 0) 3. 2 0. 9 9. 6 0. 5 (4. I )  1 7. 8 

16'1 細根鏃 G I M 2 21. 4 3. 2 0. 9 1 1. 0 0. 7 7. 2 20. I 

165 細恨鏃 G I  M 2 (17_  2) 3. 3 I. 0 9. 0 0. 6 (4. 9) 15. 7 

166 細根鏃 G I  M 2 (18. I) (2. 8) I. 0 7. 9 0. 7 (7. 4) 20. 0 

167 細恨鏃 G I  M 2 ( 18. 9) 3. 3 0. 8 9. I 0. 6 (6. 5) 18. 9 

168 細恨鏃 G I M 2 (15.  0) 3. 5 0. 9 7. 8 0. 6 (3. 7) 14. 8 

169 細根鏃 G I  M 2 ( 10. 9) ー ・ (4. 8) 0. 5 (6. I )  8. 7 

170 細根鏃 G I  M 2  (6. 0) (6. 0) 4. 2 

171 細根鏃 •一 —• (4. 7) 2. 8 (0. 8) (l. 9) (0. 4) 2 7 

172 細根鏃 G I  M 2 (3. 3) (3. 3) (0. 6) " " 一 • 2 0 

173 広恨鏃 (8. 9) (2. 7) 2 5 2. 6 0. 6 3. 7 7. 5 

備 考

銅芯金板張り 、 内側に加T痕
銅芯銀板張り 、 内側に研磨痕

銅芯銀板張り 、 内側に加工痕、 一部欠損

中空銅板巻、 鍍金、 銅板接合部有り

巾空銅板在、 鍍金、 銅板接合部有り

巾位cm ( ) は残存値

形 状 岱 冴
身部形 身部関 茎部I込l
柳挺lf3 撫関 棘状関 矢柄木竹残存、 柑皮一部残存

柳娯形 撫関 棘状関 矢柄水n残存、 柑皮一部残付

柳梃形 憮関 棘状l具l 矢柄木n残存、 出皮一部残件

柳梃形 憮関 棘状ll!l 矢柄木打残＃、 柑皮一部残件

柳低形 憮関 棘状恨l 矢柄木n残存、 樹皮一部残存

柳挺形 憮OO 棘状I関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

柳菜形 憮OO 棘状I具l 矢柄木竹残付、 樹皮一部残付

柳娯形 撫関 藉状関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

柳艇形 撫OO 穀状伐l 矢柄
i
..f;r!残存、 樹皮一部残存

柳菓形 撫俣I 穀状I関 矢柄木竹残＃、 樹皮一部残＃

柳娯形 撫関 棘状関 矢柄＊甘残存、 樹皮一部残存

柳紺形 撫関 棘状I関 矢柄木n残存、 樹皮一部残存

柳鉗形 憮oo 穀状I関 矢柄木四残存、 柑皮一部残存

柳梃形 撫関 棘状l関 矢柄木n残＃、 柑皮一部残存

柳低形 憮OO 棘状伐l 矢柄木竹残＃、 柑皮一部残存

柳梃形 憮oo 棘状I刈 矢柄木竹残＃、 柑皮一部残存

柳低形 憮関 棘状関 矢柄＊竹残存、 樹皮一部残併

撫関 棘状関 身
一

先
部

i
残
品欠

存
Ill、 矢柄木竹残件、 樹皮

矢柄木竹残＃、 柑皮一部残存

柳浜形 撫関 棘状俣l 矢柄木竹残件、 樹皮一部残併

柳艇形 撫関 棘状関 矢柄木竹残(7-、 樹皮一部残存

柳菓形 撫関 棘状関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

柳低形 憮関 棘状関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

柳菓形 撫関 棘状oo 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

柳栄形 撫関 棘伏OO 矢柄木竹残存、 柑皮一部残存

柳染形 撫関 棘状関 矢柄木竹残け、 樹皮一部残仔

柳菜形 撫1111 棘状関 矢柄木買残存、 樹皮一部残存

柳紺形 撫関 怜l}(関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残(,:

柳挺形 撫I具I 棘伏関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残存

抑低形 撫関 棘状OO 矢柄木竹残件、 樹皮一部残存

抑栄形 撫関 棘状関 矢柄木打残存、 t,ll皮一部残併

抑低形 撫関 棘状関 矢柄木打残存、 t,l/皮一部残存

柳挺形 撫関 棘伏関 矢柄木竹残存、 樹皮一部残＃

柳低形 撫関 棘l);OO 夭柄*'l't残存、 樹皮一部残存

身部欠m、 矢柄木竹残(j.、 柑皮一部残存

坐部 ・ 矢柄木竹残＃、 樹皮一部残存

帽浜形 撫関 棘状恨I 身部 . fli部一部残存
"'一• 飴状llll 頸部一部残ff

...:_角形 撫関 無関 一
身先

部
瑞
残

欠
存

If!、 矢柄木n残存、 樹皮
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第17表 太刀 • 刀子計測表

挿 l吝
<, J, I 種別 地区 l�(v. 全長(cm)

反 さ (cm) � 訳9品(cm) 長 さ (cm) 蚊大幅(cm) I 備
174 太）） ＿ ． 87. 0 I 667 
181 )) r- G 4  M 2  (9. 40) (5. 35) I. 59 (4. 05) 2. 08 23. 9 
182 太）j (7. 70) ． ．． (7. 70) 1 .  44 t4. 1 I 太刀の柄部
183 刀 子 G 2  M 2  (9. 55) (9. 55) 1. 97 " ' " "  I 

19. 9 
184 刀 f G 3  M l  (8. 47) (2. 92) 1 .  20 (5. 55) 1. 10 17. 9 I 
185 I )]子 G 3  M 2 I (6. 59) (6. 59) 1. 22 I s. 5 I _] 

第18表 鉄製品計測表

挿図番r; I 種別 地区 lf':(,'t. 長径(cm) 短径(cm) 印 さ (cm) 血H g ) I 備 考
鍔 G 2 M 2  6.83 5. 99 0. 4 45. 9 

176 鍔 ● 9●り● 7. 30 3. 54 I 0. 37 59. 5 
177 I 鍔 (5. 73) (4. 27) 0. 3 10. 2 
178 鋪 G 2 M 2  (3.8) I 3. 2 1 .  9 33. 3 
179 籍l S 2 " " " ● ●  " 4.45 3. 56 I. 96 20. 4 
180 鎌i G l M 2  3. 96 I I. 56 9. 8 

I ""'""'一•••

186 太刀 G 2  M 2  0. 65 2. 9 I 太））の足金物か

第19表 鉄釘計測表

挿図番号 販I I 地区: I 陀i位 残{f.長 (cm) 幅 (cm) 残存位屈 ( g ) 備
考 {

:ー ニ
M 2  (2. 4) 0.4 I 2. 2 木柁の鉄釘か 、 木竹残

一( I .  65) I 0. 4 0.8 
.. .. . .  I 

M 2 I (2. 6) I 0. 65 ＇ 2. 8 木柁の鉄釘か 、 木質残併

M 2 I (2. 98) 0. 64 5. 6 木柁の鉄釘か、 木質残存
••一 '"" . .. .  __ _, 一"●" 

(2. 95) 0.45 1. 7 
― •— • 一

(2. 21) 0. 75 2. 3 I 木柁の鉄釘か、 木竹残存
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A地区の概観

第 1 節 A地区の追構と辿物 79 

断而観察 と 検出 し た辿構か ら A地区 C E 5 � G 9 区） の概観を述ぺる 。 A地区の視地表而は椋高29

m 前後で 、 耕作 土の 下に1豆 さ 約 2 m の砂礫li"'iが堆積 し て い る 。 重機に よ り 砂礫i?'i を除去 し た と こ ろ 、

賠褐色土が検出 さ れ 、 数本の溝状 プ ラ ン が 検出 さ れ た 。 こ れ ら の プ ラ ン は B 地区 に も 同様にみ ら れ 、

当該調杜区全体を犯 う 砂礫府の ドに み ら れ る 近 世の 10耕作而 と と ら え 今回の調査で は調杏対象か ら 外

し た。 以 下、 旧耕作而よ り ドか ら 検 出 し た辿構の 概要を述べ る 。

A 地区の 東端か ら は 、 溝状辿構 C S D 1 1 ) を検出 し た。 S D I I は 、 一．． ノ 井迫跡の 東 に位附す る 南高

野古墳の周溝で あ る こ と が確認で き た。 周 溝は調杏区 本貯序の第VIJrri よ り 掘 り 込 ま れて い た。 拮Ji消よ

り 西 7 m 地点で 、 調杏区 全体で確認 さ れて い る V li"iか突然無 く な っ て お り 、 お そ ら く 占柑築造の た め

に 盛 十 と し て 削 ら れ た と 考え ら れ る 。 そ の た め 、 占培築造当時の地表面 は 枯 本1惰序の第 V 屈 （ 椋高26

m 前後） で あ っ た と 思 わ れ る 。 V 罰 の 上 に 1V倍が堆栢 し 、 そ の 1-.に し ま り の ゆ る い 土 （以 下、 堆梢栢

と 呼ぶ） がイ＜安定な状態で堆積 し て い る 。 F 5 区で検出 し た S D16B を挟むよ う に E 4 � G 7 区 に か

け て は 、 ドか ら IVb → IVa → IVa → IVb と 悩位が逆転する場所を確認す る こ と が で き た 。 そ の J曽 は 椋

高26. 5m 前後で ほぼ水平に な っ て い る 。 こ の こ と か ら 、 こ の,�位の逆転は S D J6Bの掘削に よ る も の

と思われ 、 S D l6B 掘削時に同時に S D16B 周辺の報地が行われた と 考え ら れ る 。 そ の 目 的 が 開 田 の

た め な の か 、 屋敷等の枢地の た め な の か は イ,UJi で あ る 。 ま た S D l6B の 下位 に は S D 16が存在 す る 。

S D l6に つ い て は後述す る が 、 S D J  1 と 同様に 第 V悩よ り 掘 り 込 ま れ て お り 、 そ の掘削時期が 占珀築

造時期 に 当 た り 、 盛 日l=J の 土採取 と 周 辺 と の 区画の両方を意識 し た 溝 の 可能性 も 指摘で き る 。

A地区か ら は、 土坑 3 某 ( S K 1 · 7 · 8 ) 、 溝 2 条 C S D 10 · 16) 、 1 -.坑状辿構 2 某 ( S X 1 · 2 ) 、

ビ ッ ト C P )  9 基 C P 7 · 8 、 P 18�22、 P30 • 31) を検巾 し た。 以 下、 1� な 辿構 と 出 十辿物の説明

を す る 。

写真 A地区遺構検出状況 （北よ り ）
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第41図 ニノ井遺跡A 地区遺構配置図 (1/100)
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S K 1  

S K  1 は、 F 6 •  7 区に位置する。 プ ラ ンは標

高 26. 45m の整地貯で確認 し た。 長柚0. 93m 、 短

軸0. 83m 、 深さ 0. 4m を測り 、 平面形は、 桁円形

を呈す。 開田等に伴う整地屑よ り 掘り 込まれてい

る。 埋土には拳大前後の礫を数点含む。

出土逍物は、 土師器 2 点、 山茶碗 l 点、 土師器

皿12点が出土 し た。 その内土師器fill 2 点 と t師器

甕を実測 し た。

土師器皿 （第73図 506 • 514) I )  

506 • 514 は、 土師器1Jll B 類 に 屈 し 、 底部か ら

体部外面に指圧痕がみられ、 体部内面は横 ナ デ調

整がされ て い る。 506 は、 底部 と 体部 外 而の塙に

横 ナ デが 1 条施される。

土師器（第67図 378)

378 は、 士師器の喪の口縁部片で、 「 I縁部 か ら

体部内外面に ハ ケ メ 調整が施され、 頸部外面には

指圧痕が認め られる。 口縁端部はつまみ上げるよ

うな形状を呈 し 、 外面に煤が付沼する。 器形の特

徴 か ら奈良 期 の 丸底甕 と 思わ れ る。 出 t迫物よ
り 、 中世器の可能性 も 考え られる。 S K l の周 辺

か らは数基の ビ ッ ト群を検出 し たか、 そ れ らとの

関連は不明である。

l )  t師器llllの分類は 、 池田町教育委員会 1997 「六之
井深池迫跡発掘調査報告 .!�」 を参考に し た。

S K 7  

S K 7 は G 9 区 に位置する。 プ ラ ンは標高25. 3 

mのVI屑直上で 確認 し た。 S D 1 1 を切るよ う に 出

士 し たが、 断面観察用のト レンチ に よ り 約 半 分 し

か確認で き なかった。 残存す る 逍構は、 長軸0. 95 
m 、 短軸0. 51m 、 深さ0. 10m を測る。 平面形は楕
円形を呈 し て いた と 考 え られる。 底部からは焼 土

と 炭化物を確認 し た。 追物は出十 しておらず、 迫
構の性格、 他の逍構 と の関連 につ いては不明であ
る。

A
 

SKI 

A 
26.5 

A' 

I II釘U色砂ttt:
2 暗氾色妙'111:
3 !Aし出色弱粘竹I

·
.

＼ 

A 
25.3 

A
 

I :I\褐色粘竹I:

゜ 50cm 

第42図 SK1•7実測図(1/20)
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第43図 S X l 実 測 図 ( 1/20 )

A' 

I m  

A
 

S X 1  

S X lは、 F 7 区に位置する。 プ ラ ンは標高26.3 -26. 5 mの 整地脳で確認 し た。 断面観察用 ト レ ン

チに より約4 分の 1 が 削 ら れ て いるが 、 残存する追構は、 長軸2. 22m 、 短軸1 . 71 m 、 深 さ 0. 07mを 測

り、 平面形は四角形を呈 して いたと考えら れる。 底部にはわずかに 焼 土ら し き 土を確認 し た。 一見堅

穴状迫構に思われ るが 、 建物の 存在を示す 柱穴痕等を確認する こ とはで き なか っ た 。 出土辿物は、 弥

生土器 • 土師器13 点、 山茶碗1 点が出 j·_した。

S X 2  

S X 2は、 E 6 - F 6 区に位附する。 プ ラ ンは標高26. 2-26. 4 mの 整地形で確認 し た 。 長 軸3 . 28 

m 、 短軸1 . 47 m 、 深 さ 0. 54 mを測る。 平面形は三 H 月 形を呈す 。 短軸方向の 断而は V 字状を呈し、 拳

大前後の 礫 が多 く 入 る。 逍物は出 十 して お らず、 辿構の 性格、他の 辿構との 関連についてはイ＜明であ

る。
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1 にぷい貨IIJ色砂T-11.:
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S D 10 

S D lOは、 G 8 -G 9 区 に 位 四 す る。 プ ラ ン

は標高26. 2 mの 堆柏料で確認した。 濶査区を横

切 る よ う に 西から東へ伸びる 。 方位は、 N-101 °

- E であ る。 検出し た溝の長さ は7. 22m 、 最大

幅1 . 54 m 、 深 さ 0. 78mを測る 。 断面形状は逆台

形を屋す。 埋 上 は 砂 礫 栖 と 砂屑 が 交 互 に 堆 積

し 、 用 水 な どの 流路 と 思われ る。 出 十辿物は、

縄文 七器 l点、 弥生土器 ・ 七師器1 7点、 須恵器

8 点、 瓦 2 点、 山茶碗 5 点、 t師器 Jlil I 点が出

土 した。 そ の 内 須恵 器 l点 と 瓦 l 点 （ 第69図

388)を実測し た。

須恵器 （ 第70図 402)

402 は 、 須恵器 の杯身 B 頬の底部片であ る 。

底部 内而は平滑であ る。 高台は端部がやや押 し

つぶれ、 底部外面中央が接地する 。

瓦 （第69図 388)

388 は 、 平瓦の 端部片であ る 。 凸而は格 ( El

叩 き 調整が施 さ れ る 。 焼成 は硬質であ る 。

S D 1 1  

S D l l は 、 G 9 区に 位四す る 。 南高野 占墳の

周溝 であ る ことから、 詳細は南高野古墳の帝に

譲 る。

． ＿．．．． 
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第46図 S D  16実測図 (1/60) 

S D  16 

S D 16は 、 F 5 -- E 6 区 に 位置す る 。 プ ラ ン は標高25. 7--25. 9 m の Vb 屑で確認 し た 。 調 杏 区 を 北

西か ら南東に横切 る よ う に伸 び る 。 方位は 、 N-14° -Wで あ る 。 検 出 し た溝 の 長 さ は4. 85m 、 最幅

3. 64m 、 深 さ 0. 8 1 m を 測 る 。 断面の形状は逆台形を呈す。 埋tの上位は弱砂質性の焦褐色土で、 下位

は粘性の強い暗褐色土が堆柏 し て い る 。 堆栢状況か ら 絶 え ず 水 が 流 れ た 状 態 を 想 像 す る こ と は 困難

で 、 む し ろ 水 路 で は な い空堀の よ う な状況が伺え る 。 こ の埋tの堆柏状況か ら も S D 16が利水 を 目 的

と し た 溝で は な く 、 何 ら かの区画を忍図 し て作出 さ れ た も の で あ る と 思 わ れ る 。

出土迫物は 、 須恵器 1 点がM 2 (黒褐色弱砂囲:i::.) よ り 出 十． し 、 そ れ を実測 し た。

須恵器 （第70図407)

407 は 、 須恵器の隧片であ る 。 頸部ま で の残存高が 6. 1 cmと 小型の旭で あ る 。 ｛本部中位に 1 条 の 沈

線を施 し 、 底部外面は回転 ヘ ラ 削 り 調整 さ れて い る 。 器形の特徴 か ら 陶 邑編 年 II ー 6 - m - 1 段階

( T  K 209--217) に併行す る と 思 わ れ る 。

l ) S D 16 8 は、 S D16の 上位に位置 し 、 断面観察によ っ て追構の存在を確認 し たが平面では掘削作槃の進行ヒ確認
す る こ と がで き な か っ た。 断rtJiでの最大幅は 6. 5m 、 深 さ I. 3 m で あ る。 S D 16B の さ ら に 卜．位 に S D 16 C が あ

る が、 こ の溝は整地I呂 よ り 掘 り 込 ま れて い る こ と か ら 、 中世後半以降の溝 と 思われ る。 遺物は出土 し て い な い。
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第 2 節 B 地 区 の 追構 と 辿物

( 1 )  B 地区の概観
B 地区 は C 0 - E '1 区 ま での範間を指す。 B 地区は、 ほ凋28. 5-29. 0 m の地必面から ド に 厄 さ 約 l

m の砂礫11オが堆梢 し て い る。 そ の 卜.に近世切頭 と思われ る 水BJ1�i ( Il l付） があ り 、 そ の ド の III IM • IV 

/1-ii中よ り 迫構 ・ 迫物を検Ili し た。 追構而は 、 栖高27. 2-27. 4 m 前後の而と 椋沿i26. 8-27. Om 前後の川i

の 2 面を検II I し た。 上位の辿枯rfliを第 1 次逍構面、 ト位の辿構而を 第 2 次追構而 と す る。
第 1 次追構面 は ID l1"'1を 切 る よ う に 検出 し た 但 し 、 B 地区の 研序がイ沼安定な部分も 多 く 、 全て の追

構がm 府 を 切 る 状況を ',l し て い る と は限 ら な い。 検II I し た迫構 は 、 溝状迫構 ( S D l - 7 • 9 ・ 13-

15) 1 1条、 l)Jt ( S  K 2 - 6 )  5 J,�、 ビ ッ ト 群 ( P I - 5 、 9 - 16、 23-29、 38) 2 1 J.l; で あ る。

第 2 次迫構面 は、 IV研 及びV J1'1 を 切 る よ う に 検出 し た 検出 し た追構は 、 溝状迫構 ( S D 17) 1 条、

I: 坑 C S K 9 ・ 1 1 - 13) 4 駐、 ヒ ッ ト 群 C P 39-73) 3�), じ で あ る 。

以下、 I: な辿構に つ い て述べる。

(2) 第 1 次遺構面の主な遺構と遺物
S K 2  

S K 2 は 、 C l 区に位四する。 フ ラ ン はt阿凶

27. 3m の Illa h:1で確認 し た。 長軸0. 64m 、 短釉
0. 63m 、 深 さ 0. 27m を 測 る 。 平面形は楕円形を

惜す。 埋 I・． は 、 l 刑で し ま り の ゆ る い暗褐色砂

Tl 1-. が 入 り 、 ¢ 1  mm前後の炭化物 も 多 く 含む。
I·. 位に は f. 20-50mm前後の砂礫 も 含 む。 I: 師器

IIIL片が多 械 に 人 る こ と か ら 巾 11.t絵の �•I能性 も指

摘で き る。
本辿構か ら は、 弥11:. I

今．器 ・ ト師湘 7 点、 �ti恵
器 3 点、 灰釉I淘器 1 1 、,.'、i、 山茶碗44、'・1.;,、 t師器llll
85点、 中近世陶器 l 点の計 15 l .i!.lか：ll土 し た

そ の 内 7 点 （灰釉陶器 l 点、 山 茶 碗 3 点、

器llil 3 点） を長測 し た。
灰釉陶器 （ 第7 1図 420)

Uirli 

�20 は 、 段 [Illで あ る 。 ｛本部l人j rft iに や や イ.; 11JJ 瞭

な段を有す。 I1縁端部内外面がわずかに施釉さ

れ て い る 。 （本部は外 1-.JJ に の び、 1 1縁端部は尖
り 気味 で あ る。

山茶碗 （第72図 485 • 495 • 498) 

写真 B地区第 1 次遺構面検出状況 （西よ り ）

:..� ; �� 
｀� ー ク鹸•-. 、 z

写真 B地区第 1 次遺揖面検出状況 （東よ り ）

485 は 、 碗の底部片で あ る 。 高台の 形状は台形で、 外而はやや 丸み を常びて 11'( 立 し 、 内 1f1i は 外領す
る。 端部に籾柄痕がみ ら れ る。 495 · 498 は 、 碗の u縁部片であ る 。 495 は、 1 1紺端部に 1fli収 り が さ れ
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第47図 S K 2 • 3 • 5 実測図(1/20)
0
し _d

m 

て い る。 498 は 、 L I縁がやや外J又す る。

t師器皿 （ 第73図 504 · 508 · 509)
504 は 、 -I =. 師器llll A類に1函 し 、 （本部に段を行す。 J((部外面に指Ji:痕がみ ら れ る。 508 · 509 は、 B 類

に属 し 、 I氏部か ら （本部外面に指托痕がみ ら れ る。 （本部 に は 明瞭な段を有す。 11縁付近に煤が付ィr} し て
い る。 508 は、 体部か ら 口縁l人J 1friに 横 ナ デ湖整が さ れて い る。 509 は、 底祁器Jr;£が非常 に 洒 く 、 I I縁

端部はJI�肛する。

S K 3  

S K 3 は、 C 1 区に 位誼す る。 プ ラ ン は 栖品27. 2 m 前後の III a /i"'i で確詔 し た。 長 釉 I . 10 m 、 短釉
I. 08m 、 深 さ O. l m を測る。 'J".1f1 i形は円形を ＇立す。 JI Jl I·. は、 2 1iv; に分形でき 、 し ま り の ゆ る い 暗褐色
弱砂質 L と そ の 卜に に ぶ い 凶褐色弱砂質 I·.が人る。 II沿U色 J:中 に は S K 2 と 1,;J様に ¢ J mm前後の炭化
物 と C 20-50mmの砂礫を 多 く 含む。 ま た 、 L師器Illl)「か多慎に 人 る こ と か ら 中 世墓のuJ能性も指摘で
き る。

本迫構か ら は、 り加I� t器 . u:,ti器44点、 �ii恵器 1 ; 点、 瓦 l 点、 l火釉陶器 7 -� ば、 山茶碗24点、 1-.r.tli器



卜lー
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゜ 5 m  

第48図 B 地区第 1 次遺構面配置図(1/100)
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Jllil 23点 、 陶 器 2 点の計202点が出 1--. し た。 そ の内 、 3 点 （弥生 卜． 器 • 上師器 2点、 十師器Jill 1 点） を

実測 し た。

弥生 卜器 ・ t師器（第64図320•第67図377)

320 は、 七師器の高杯である。 l― l縁部 内面に14条の沈線が施さ れて い る。 口縁部 内外面はて い ね い

な ミ ガキ 凋整にな っ ている。 377 は、 十師器の甕で ある。 L I縁部から ｛本部 内 外向 に ハ ケ メ 調整が な さ

れてお り 、 時 期は奈良時代と思われる。

士師器皿（第73図 505)

505 は、 土師器皿A類に属 し 、 体部 に 明瞭な段を 有す。 外面に 指圧痕がみ られ 、 1 1縁部内 外 面 に は

煤が付着する。

S K 5  

S K 5 は、 C l 区に位硲する。 プ ラ ンは標高27. 2m前後の m a I曽で確認 し た。 長 軸 1. 44 m 、 短軸

0. 89m 、 深さ0. 56m を測る。 平而形は円形を呈す。 埋 I :は、 1 貯で し ま り のややゆるい暗褐色弱砂質

七が入る。 暗褐色 卜中にはS K 2 と 同様 に ¢ 1 mm前後の炭化物と ¢ 20,.._,50mmの砂礫 を 多 く 含む。 本追

構の性格は、 S K 3 と す ぐ 隣に 位置する こ とから 巾 世嵯の可能性も考え られるが、 出 上迫物の残存状

況が良 く ないためイ測明である。 本辿構の上位には扁平な阻角形の礫があるが、 本辿構 と の関連 に つ い

ては不明である。 本迫構からは、 縄文七器8 点、 弥生七器• 土師器44点、 山 茶 碗 2 点、 土 師 器 lUl

点、 の計55点が出土 した。

S K 6  

S K 6 は、 C l 区に位磁する。 プ ラ ン は棟高27. 2-27. 3m で確認 し た。 周辺の L柄ははっ き り し な

ぃ。 規模は、 長軸2. 34m 、 短柚2. 10m 、 深さ0. 28m を測る。 半血形は楕I「1形を呈 し 、 断面形は四角形

である。 埋土は し ま り のかな り ゆるい暗褐色砂質 1- .が入る。 底部 に 拳大の礫を検出 し 、 精査を行った

と こ ろ 最下部から 山銭 1 1 枚と十．師器 lII1が出十 した。 占銭は 5 枚 と 6 枚の二つ に 分かれてお り 、 一方 に

は古銭を通す繊維がわずかに 付者 していた。 5枚の古銭と 6 枚 の古銭が元来同一 に な っ て いたかはイく

明である。 ま た、 士師器皿が出 土 し た付近か ら 白 い粘土状の七が検出されたが、 骨の風 化したもので

あるかは分からない。

本辿跡から は 、 弥生• 土 師 器 2 点、 山茶 碗 5

点、 十師器fill 9点、 磁器 l 点、 古銭 1 1 点の計28点

が出土 した。 その内12点 （土師器illl 1 点、 古銭1 1

点） を実測 した。

ト師器fill (第73図 501)

50 1 は、 七師器皿 A類 に 屈 し 、 底部か ら 9本部 外

面に指J.I痕がみ られる。 体部か ら I I縁内部 に は縦

ナ デ調賂がされている。 器形の特徴か ら 1 5世紀後

平の時期 と 思われる。

写真
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第49図 S K  6 実測図 (1/40) 

古銭（第74図 539-549)

古銭の内訳は次のようである。 539-543 は、 開元通行である。 開元通密の鋳造 は 数 回 行わ れ て い

るため明確な鋳造時期 を特定する ことはで き な いが、 最終の時期は南唐の 960 年である。 外径は2. 45

cmで ほ ぼ等 し いが、 542 は わ ず か に 小さい。 内径は 0. 6-0.65で ほ ぼ等しい。 544 は 、 祥符元囲であ

る。 北宋、 1009年の鋳造で ある。 545 は、 元祐通密である。 北宋、 1 086年の鋳造である。 546 は 、 聖

宋元行である。 北宋、 1 10 1年の鋳造である。 547 • 548 は 、 永楽通密である。 明 、 1408年の鋳造で あ

る。 549 は 、 宣徳通t序である。 明、 1433年の鋳造である。

古銭の鋳造年代に は か な り の時期差がみられるが、 最終の 549 (宣徳通密） の時期か ら 考えて、 S

K 6 は、 15 世紀後半以降の中世筵 と 考え られる。
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S D l は、 D l - C O 区に位四 し 、 調査区を南北に横切る。 ガ位は、 N -16°- E で ある。 プ ラ ン
は標高27. 2-27. 5m の ma 尼で検出 した。 検 出 し た溝の長さは8. 85m 、 最大幅2. 15m 、 深さ0 . 35m を

測る。 溝は北から 4. 5m 付近で く の字状に 東に曲がる。 南から 2 m 付近の溝の中央には非常に固 い 黄

褐色 土があり 、 溝が二股に分かれる 可能性 も 考え られたが、 明確なプ ラ ンを確認することはできなか

っ た た め 、 1 条の溝と判断 し た。 溝には人情の 人頭大以上の礫 と 辿物が 出 七 し た。 礫の検出状況から

は人為的な配附を確認する ことはできなかった。 く の字状に折れ曲がる部分の溝の底部には、 四角 ＜

囲 っ たよ う な石が数個検出されたが、 迫物は含 ま れ て お ら ず、 溝との関連は不明である。

本遺跡からは、 縄文t器58点、 弥生・七師器230 点、 須恵器21点、 緑釉陶器 l 点、 瓦 l 点、 灰釉陶

器11点、 山茶碗70 点、 土師器皿 105 点、 磁器 3 点、 陶器15点 の 合計 515 点が 出 七 し た。 そ の 内14点

（弥生•土師器 7 点、 須恵 器 2 点、 緑釉陶器 l 点、 山茶碗 l 点、 日 師 器 皿 l 点 、 磁器 l 点 、 陶 器 l

点） を実測した。

弥生 • 土師器 （第64屈 324 • 327、 第65図 339 • 340 、 第66図 348 • 349、 第67図 370)

324 は、 器台片である。 脚部に円形の透か し 孔を有す。 体部から脚部の外面はハ ケ メ 調整 後 ミ ガ キ

凋整がされている。 体部内面は ミ ガキ調整で 、 脚部内面は板 ナ デ調整され て いる。 器形の特徴から廻

IIIJ期と思われる。 327は、 高杯脚部片で 、 脚部に円形 の 4 つ の透かし孔を有す。 脚部外 面は ミ ガ キ 、

内面はハ ケ メ 調整がされて いる。 器形の特徴から廻 問 期と思 わ れ る。 339 は 、 パ レ ス壺 の 口 縁部片
で 、 口縁部外而 と 頸部内面が赤彩されて いる。 「 l縁部内面には羽状刺突文が施され、 外而には 5 条の

沈線が巡る。 器形の特徴から 廻間期と 思われる。 340 は、 小型丸底壺片で 、 口縁部外而中位に稜を有

し、 端部は尖る。 体部外面は ミ ガ キ 、 内面は板ナ デ調整され て いる。 口縁部内外面は横ナ デ調整され

て いる。 器形の特徴から廻間期と思われる。 348 は、 壺の口縁部片で 、 口縁部外面に 2 条の沈線を巡

らせ 、 口縁内面に段を有す。 小片の た め器形の人きさははっき り しな い が、 時期は山巾～廻間期と思

われる。 349 は、 パ レ ス 壺の 口縁部片で 、 「 l縁部内面に羽状刺突文が施され、 外面には 2 条 の 沈線 を

巡 らす。 器形の特徴から 、 山巾～廻間期と思われる。 370 は、 S 字甕の口縁部片で 、 頸部に 1 条 の 沈

線 を巡 らす。 体部から頸部の内 外面はハ ケ メ 調整されて いる。 器 形の特徴から、 松河戸期と思われる。

須恵器 （第70図 389 • 403) 

389 は、 蓋 B 類で ある。 口縁部内面上方にわずかな返 り を有す。 器形の特徴から美濃須衛 m 期と思

われる。 小片のため大きさはは っ き り し な い。 40 3 は、 杯身 B 類である。 高台の断面形は四 角 形 を星

し 、 端部が外方にやや伸び、 端部内面は凹面をなす。 底部外面は回転 ヘ ラ 削 り 調整され、 内面は平滑

である。 器形の特徴から美染須衛 IV 期 と 思われる。

緑釉陶器（第70図418)

418 は、 緑釉陶器片で ある。 外面に緑釉が施され て いる。 小片の た め 器形や時期は不明である。

山茶碗 （ 第72図479)

479 は、 椀の口縁部片である。 器門は洒手で 、 体部から U縁部にかけ て八の字 上に開 く 。 口 縁 端 部

は、 而取 り され て いる。 器形の特徴から北部系大洞東 1 号期と思われる。

- 1 ::.  師器llll C第73図 516)

516 は、 十師器皿 B 類に屈し、 底部と体部外而の境に 1 条の横ナ デが施されている。 体部内面の横ナ
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デ調整は はっ き り と しな いが、 爪痕か 数 力 所み られ る。 口縁端部 は肥I用す る。 器形の特徴か ら15刊紀

後半以降 と 思 わ れ る。

磁器 （第74図 527)

527 は 、 肯磁碗片で、 底部内外而が施釉 さ れ 、 高台端部が硲胎す る。 小片のため 器形や時 期 は イ＜明

で あ る。

陶器 （第74図 534)

534 は 、 天 目 茶碗片で、 鉄錆釉が施さ れ 、 （本部 下）jが硲胎す る。 小片のため器形や時期 は 不明で あ る。

S D 2  

S D 2 は、 D 3 - C 2 区に位附 し 、 凋査区を横切る ように 南北に伸 び、 C 2 グ リ ッ ド杭付近で ほ ぼ

直角 に 向きを変え 、 東西に伸び る 。 方位は 、 N - 5 ° - EとN -96° - Eで あ る。 プ ラ ン は標高26. 8-

27. 2m の V 柄及び カ ク ラ ン屁で検出 した。 検 I II した溝の長さ は12. 95m 、 最大幅3. 10m 、 深 さ 0. 78m 

を測る。 断面形は揺 り 鉢状 あ る い は V字型を 屋 し 、 西側掘 り 后 に 対 し て 東 側 掘 り 屑の傾斜が怠で あ

る。 溝の巾位から多整の礫が人り 、 大 き さ は路）ぐ ～ 人頭大と 不均ーで あ る 。 中 に は掘立柱建物のJ店礎

石 と 思 わ れ る 扁平な石も数個混 じ る。 礫に混 じ っ て多 く の辿物も出 土 して い る。 溝の底部からは 、 ¢

20-50mm程の比較的均ー な礫が敷 き 詰 め られた状態で検出 し た。 本迫構は 、 意図的な屈曲がみられ 、

小礫を底部 に 配する こ と な どから犀敷等を区画す るための溝 と 考 え られ る。

本辿構か らは 、 縄文土器 76点、 弥生 . +. 師器 396 点、 須恵器60点、 緑釉陶器 l 点、 瓦38点、 灰釉陶

器59点、 山茶碗 322 点、 t師器Jlll 350 点、 磁器 4 点、 陶器19点の合計1324点 出 土 し た。 そ の 内28点

（縄文七器 2 点、 緑釉陶器 1 、'気、 瓦 6 点、 灰釉陶器 7 点、 山 茶 碗 6 点、 土師器 llil 1 点、 中世 十→Brti器 l
点、 磁器 l 点、 陶 器 2 点、 石鍋 l 点）を実測した。

縄文十器 （第61 図 253、 第62図 2 71)

253 は 、 深鉢 II Ac 類に属す。 （本部外而は斜位の条痕調整、 内 面 は ナ デ調整 さ れて い る 。 口 縁 端部

は折 り 返 して肥原する。 271 は 、 深鉢 I B e 類に属す。 l」縁部外面は横 ナ デ調整 さ れてい る 。 I I縁部

下の外而には 、 ヘ ラ 状_[具の押 し 引 き による D字状の亥lj 目 凸帯が 1 条巡 る 。

緑釉陶器（第70図411)

411 は 、 緑釉陶器片で、 内外面に緑釉が施さ れて い る。 内外而 と も同転横ナ デ調整で あ る。 小 片 の

ため 、 器形や時期はイ』明で あ る 。

瓦 （ 第68図 381-384、 第69図 385 · 386)

381 は 、 軒丸瓦で、 先端部片である 。 瓦当部分は確認で き な い が、 通常の丸瓦凸而に 粘土がもう一

枚塗 り つけた痕があ る こ と や先端部に剥離痕跡が確認で き な い こ と か ら瓦当の外れた軒丸瓦の破片で

あ る と 判断した。 焼成は軟質で あ る。 382 は 、 行晶式の丸瓦広端部片で あ る。 凸而は 丁寧 に ナ デ調整

さ れてい る が、 部 分的に縄叩 き の痕跡が認め られ る 。 焼成は軟質であ る。 383 は、 行基式の 丸瓦 側 辺
部片である 。 凸面は丁寧 に ナ デ調整が施さ れ る が、 部分的に縄叩 き の痕跡が認め られ る。 焼成は硼質

で あ る 。 384 は 、 軒平瓦片で 、 瓦当部分左端のみの残存であ る 。 四 弔弧文で あ る 。 平而凸面 に 粘 土 を
張 り 鍔部 をつ く る。 凹面に 模骨痕が残 る が、 瓦当先端 に ま で及んで い る 。 焼成は軟囲で あ る。 385は 、

平瓦側縁部片であ る 。 焼成は軟質で、 凸面は風化 し て涸整は明確に観察で き な い。 他の平瓦に比べて
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原 い。 386 は、 平瓦広端部片で 、 凸而はナ デ調整が施されるが、 部 分的 に縄叩きの痕跡が認め ら れる。

灰釉陶器 （第71 図 421 •422• 429• 443• 449• 451 • 453) 

42 1 は、 段皿である。 体部内而に段を有す。 体部は外反気味 に 開 き 、 [.I縁端部 を 丸 く おさめる。 ロ
縁部付近が漬け掛 けされて いる。 器 形の特徴から 猿投窯 V 期のものと思わ れる。 422 は、 JIilの底部 片

で ある。 高台断面形は低 い台形を呈す。 底部外而に回転糸切り 痕が残る。 体部下方 ま で 漬け掛けされ

て いる。 429 は、 碗である。 ｛本部は丸み を持って 立 Lが り 口縁部 Fで わ ずかに外反する。 端部 は 丸 く

おさめる。 u縁部付近が泊 け掛けされて いる。 443•449• 451 は、 碗の底部片である。 高台断面形が

台形である。 443 の高台外面はやや内傾 し 、 端部は内側で接地する。 内面は内弯気味に外傾する。 449

は、 高台外面が外傾し、 中位に 稜を 有 し て 下がる。 端部は内側で接地する。 高台は底部と体部 と の培

に 付け ら れ て いる。 453は、 広口瓶の底部片である。 高台の断面径は台形を呈 し 、 端部下位に稜を 有す。

輪柏み成形後 に ナ デ調整され て いる。 底部内面には降灰が み ら れ 、 体部はハ ケ塗り が施されて いる。

山茶碗 （第72図458•477• 478• 484• 48 7 •  493) 

458 は、 illl片で 、 底部外面は糸切 り 底で J本部は底部 よ り 斜め外方に 伸び、 口縁端部 を 丸 く おさめる。

器形の特徴から第 5 型式 （浅間窯 下 1 号期）と思われる。 477は、 碗の底部片である。 高台断面形は低

い台形を呈 し 、 端部 に籾殻痕が残る。 底部 外向には回転糸切 り 痕がみ られる。 底径は 7. 3 cmである。

478 は、 碗の底部片である。 高台断面形は二角 形を呈 し 、 高台外面は弱 い稜を持って外方 に開 く 。 端
部は内側で接地する。 底径は 7. 9 cmである。 484は、 碗の底部片である。 高台断面形は小さな台形状

を呈す。 高台は体部との境から少し内側 に 貼 り 付 け られ、 体部は斜め外方に伸びる。 高台外面はやや

外究する。 底径は 9. 4 cmである。 487は、 碗の底部片で ある。 高台断面形は低 い四角 形 を呈 し 、 端部

に籾殻痕が残る。 底部外面には回転糸切 り 痕がみられる。 体部はやや丸みを持って外方に伸びる。 493

は、 碗である。 高台断面形は低 く つぶれたよ う な三角形を呈 し 粗雑である。 高台は体部 と の境からや

や内側に張 り 付 く 。 底部内面巾央が丸 く く ぼむ。 体部はやや丸みを持って斜め外方に伸びる。 口縁は

やや外反し、 端部は外傾する。 器 形から在地性の強い 第 5 型式 （窯洞 l 号期 ） の も のと思われる。

土師器Jll1 (第73 図 502)

502 は、 士師器IIJl A 類に 属 し 、 体部外面 と 内而令体に 横 ナ デ調整が み られる。 底部 外面に は指圧痕

がみ られる。

巾世 土Crli器 （第73図 523)

523 は、 羽釜の口縁部片で A 3 類に 屈す。 （本部 外而は横ハ ケ調整で 、 内面はナ デ調整され て い る。

口縁部 は面取 り され、 鍔部断面は四角 形を呈す。 器形の特徴から14 世紀後半 と 思わ れる。

磁器 （第74図 532 · 533)

532 は、 肯磁碗の底部片である。 胎 七は緻密で オ リ ー プ灰色である。 底部内面に は翡I]花文が施され

ている。 器形の特徴から 13世紀後半以降の龍泉窯系の中国磁 器 と 思われる。 533 は、 天 目 茶 碗 片 で あ

る。 体部内 外而は鉄釉が施され 、 下位から底部は硲胎する。 高台は削 り だ し高台で 外 面 が 凹 面 を な

す。 器形の特徴から中国磁器 と 思われる。 時期は不明である。

陶器 （第74固 526)

526は、 揺鉢である。 口縁端部が外領 し て凹面をなす。 体部 外面はヘ ラ 削 り 調整されて いる。 内面
は '12滑である。 器形から筈窯 m 期の も のと思われる。
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石鍋 （ 第73図 521)

521は、 石鍋片である。 口縁直下に 削り出 さ れ た 鍔が巡る。 鍔の 断面形は不等辺台形を呈し、 やや垂

れ 下がる。 体部はやや内弯して 斜め上方に 吃 ち k げる。 器形の 特 徴から13世紀-14世紀と思われ る。

S 0 3  

S D 3は、 D 2 区に位附する。 北西から南東に 伸 びるが、 後世 （現代）の カ ク ラ ンに より無 く なっ

て いる。 プ ラ ンは標高26. 9-27. l mの m a /図より検出 し た。 方位はN-114° -E である。 検出 した溝

は、 長 さ1. 96m 、 最大幅1 . 36m 、 深 さ 0. 48mを測る。 祁の 断而形はすり鉢状を呈す 。 溝内には人頭大

以上の 礫が大磁に 入る。

本辿構から出土した迫物は、 弥生 ・ 十． 師器 9 点、 須恵器 1 点、 灰釉陶器 2 点、 山茶碗10点、 陶器 3

点の 合計25点である。 その 内 l 点 （陶器）を実 測 し た。

陶器 （第74図 537)

537は、 甕の 口縁部片である。 断而が N字状の u縁で折り返し部分の 裏側 には 2 条の 沈線が施 さ れ

て いる。 器 形の 特徴から常滑窯 8 - 9 期 (1 4 世紀後半-15 世紀前半） と思われ る。
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S D 5  

S D 5は、 D 3 区に位硲する。 北から南 に 伸びる溝 であるが、 後世 （現代） の カ ク ラ ン に より大T
の迫構は無 く な って いる。 プ ラ ン は標高26. 8 m の ma 府 より検出した。 ）j位は N -1 66° - E である。

検出した溝は、 長 さ1 .1 3 m 、 最大幅1 . 29m 、 深 さ0. 61 mを 測る。 溝 の断面形はすり鉢状を呈す。 溝 内

に は 人頭大程の礫が大品に入る。

本迫構から出 十 した迫物 は 、 縄文上器1 点 、 弥生 ・ 十師器 34点 、 須恵 器 1 点、 灰釉陶器 l 点 、 山茶

碗 LO点、 中世土師器 5 点、 磁器 l 点、 陶器 l点の合計54 点である。 そ の 内 2 点 （山茶碗 l 点、 磁器 l

点）を実測 し た。

山茶碗 （第72図 490)

4 90は、 碗の底 部片である。 高台断面形は二角 形で 、 高台外面は 外反気味に 下がり、 内 面 は 外 傾 す

る。 端部は丸 く お さ める。 底部外血には回転糸切り痕が残り、 一部ナ デ哨し さ れ て いる。 器 形の特徴

から 3 - 4 型式と思われ る。

磁器 （第74 図 530)

530 は 、 白磁碗である。 胎土は緻密で明 オ リ ー プ灰色である。 n縁部 内面に1 条の沈線が巡る。 l

縁部外面は折り返し 状 に /IE屈し 、 端部は尖る。 器 形 の特徴から1 2 世紀前半の 巾国磁器 と思われ る。



100 第 5 章 ニ ノ 井辿跡の調杏

B
 

B
 

B' 

l Jし褐色枯竹 I:゜ I m  
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S X 3  

S X 3 は、 D l 区に位置する。 プ ラ ンは標高27. 1-27. 25 m の m a 脳で検出 し た 。 長軸4. 82 m 、 短
軸2. 78m 、 深さ0. 20m を測 る。 平面形はひ し形状を呈す。 プ ラ ン検出当初は、 竪穴住居跡を想定して
精査を行ったが、 明確な辿構を確認す る こ と ができなかった。 そ の た め土坑状辿構 ( S X ) と した。

本辿構からは、 縄文土器62点、 弥生・土師器 336 点、 須恵器 4 点、 灰釉陶器 5 点、 山茶碗15点、 中
世十． 師器 4 点、 磁器 l 点の合計 427 点出上した。 出土点数では S D 2 •  1 に次いで 多 い。 そ の 内 7 点

（縄文土器 l 点、 弥生•土師器 4 点、 緑釉陶器 l 点、 山茶碗 l 点） を実測した。

縄文土器（第59図 206)

206 は、 深鉢 I B a 類に属す。 口縁端部にヘ ラ 状工具の押 し 引 き による D字状の 刻 目 が施され 、 ロ
縁部外面にヘ ラ 状工具の押し引きによ る D 字状 の 刻 目 凸帯が 1 条巡 る。

弥生• 土師器（第63図 289・298 • 301、 第64図 335)

289 は、 土師器小型鉢であ る。 底部は平底で体部は直立して伸び、 口縁端部は尖る。 体 部 外 而は板
ナ デ調整で内面には強い指ナ デが施され る。 298 は、 台付き甕片で あ る。 底部は台状をなし体部との
接合部はかな り 厚 い。 台部外面はハ ケ メ 、 内面は指オ サエが施され 、 体 部 内 外 面は 板 ナ デが施され
る。 器形の特徴から朝 日 期と思わ れ る 。 301 は、 台付甕の台部片で あ る 。 台部内外面は指オサエ 、 体
部 内外面はハ ケ メ 調整 さ れている 。 335 は、 高杯で あ る。 脚部は外方に開き、 端部を丸 く おさめ る 。

杯部はやや丸みを帯びて外方に開 き 口縁部に至る。 口縁端部は面取 り 気味に丸く おさめる 。 杯部内外
面は ミ ガ キ 調整され、 脚部内面は板ナ デが施され る 。 杯部に比ぺて脚部が小型の特殊な器形であ り 、
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時期は不明である。

緑釉陶器 （第70図 4 15)

4 15 は、 緑釉陶器片である。 内外而に緑釉が施される。 器 形や時期は不明である。

山茶碗 （第72図 496)

496は、 碗の 口縁部片である。 体部から外方に伸びた後、 L I縁部 下で外反し、 端部は引 き 出 し気味
に丸 く お さ める。 器形の特徴から 3型式と思われる。

B地区の逍構と辿物第 2 節

第 2次遺構面の主な遺 構 と 遺物

S K 9  

S K 9 は、

(3) 

プ ラ ン は、 標高
26. 9-27. O m の V 屑で確認した。 長柚2. 27m 、 短

軸2. 16m 、 深さ0. 31 m を測る。 平面形は楕Iり形を

呈し、 S D l7を切るよう に検出 した。 本遺構から

は、 弥生・-,ー ：師器13点が出上 し て いる。 木迫構の

性格や時期は不明である。

c o 区に位附する。

B地区第 2 次遺構面検出状況 （西よ り ）

A' 

＼ 

写真

A
 

S K  1 1  

S K l l は、 D 3 区に位四する。 プ ラ ン は、 棟渦

26. 7 m のma 層で確認した。 本迫構は後世（現代）

の カ ク ラ ンのため一部分 しか確認でき なかった。

長軸0.82m 、 短軸0. 69m 、 深 さ 0. 21 m を測る。 平

而径は楕円形を呈す。 埋土の 上肪 に は赤褐色の焼

土が混 じ り 、 辿物も入る。

本辿構からは、 弥生•土師器 9 点、 土師器fill

点の合計10点が出土した。 本逍構の性格や時期は

ィ』明である。

A
 

A 
26.8 

S K  1 2  

S K l 2は、 プ ラ ン は、 標高

26. 8-27. OmのVJ�で確認した。 長柚3. 54 m 、 短

軸 1 . 98m 、 深 さ 0. 68m を測る。 本辿 構は調沓区外

へ も 広がってお り 、 全体を確認するには至ってい

な い。埋上はしま り のゆるい黒褐色粘質 十 ． が入る。

本辿構からは、 縄文土器 18点、 弥生 . I::. 師器62

C 1 区 に位骰する。

l 賠出色砂'i'H
2 賠褐巳砂'!'It:

点、 須恵器 1 点、 灰釉陶器 l 点、 山茶碗 l 点、 土

師器illL 1 点の合計84点が 出 上 した。
50cm 

S K  1 1実測図 ( 1/20)

゜
第55図

そ の 内 l 点

（弥牛•上師器） を実測した。
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A A' •一
27. I 

l 県出色枯'I'll.
2 !A\褐色1,1, n L 
:1 &沿U色枯'I'll:
4 賠褐色1,1,'t! l:
5 .'!\Ill色枯;'!'{J·

6 :.um色貼'it l: 
7 �\\IU色枯'It I·. 
8 I『um色枯'it I· 
9 にふい 凶出色Iii汀I

゜ 2 m  

A
 

ヽ
ヽヽ

ヽヽ
A' A 

27.0 
A

' 

I !.I\褐色弱枯ttl: ,1 介紺色I.
2 !.I\褐色弱枯'it I: ii 昭IU色�!H/inl. 
3 介褐色l:と賠出色!: 6 !,I.\褐色dりf/,tiI: 

第57図 S K  12• 13実測図 ( S K 12: 1/40, S K l3 : 1/20) 
O 50cm 

弥生 • 土師器 （第67図 379)

379 は 、 上師器甕片で 、 頸部が強 く 外反 す る 。 n縁端部は 尖 り 気味で あ る 。 内外面は ハ ケ メ 調 整 さ

れて お り 、 頸部外 面 に は指オ サ エ が み ら れ る 。 器形の特徴か ら 奈良期 と 思わ れ る 。

S K  1 3  

S K l3は 、 C l 区 に 位附 す る 。 プ ラ ン は標高26. 8-26. 9 m の V®で確認 し た。 追構は S K l 2に 切 ら

れ て い る が 、 長柚0. 80m 、 短軸0. 58m 、 深 さ 0. 18m を 測 る 。 埋士上脳 に は赤褐色の焼七がま じ り 、 人

頭大の扁平な 礫 も 検出 し た。 掘 り 后が は っ き り せ ず、 迫構 は束へ広が る と 考え ら れ た が、 曖昧な 検 出

に な っ て し ま っ た。 焼十が混 じ る 土屁中の礫は 、 炉や而を意図す る配芯 に は な っ て い な い。 赤褐色 I:
の 下や周辺に は床而の よ う な 硬化 し た 土 は 検出 し な か っ た。

本迫構か ら は 、 縄文 士 器 1 点、 弥生 • 土師器 8 点の合計 9 点が出 十． し た 。 小 片 の た め 実測 は し な か

っ た が、 上師器の 中に は S 字甕の 口縁部片 も み ら れ る 。 器 形の特徴か ら 古墳時代 と 思われ る 。
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A[
 

[ ‘
 

第58図 S K 9• S D 17実測図(1/40) 

SDl7 
l 凶 褐 色 枯;rt I: 
2 凶 出 色 帖 'l't �.
3 賠 褐 色 枯 竹 上
\'a 陪褐色弱粘廿 I:.
\'b llJ 色 枯 竹 I:

SK9 
I 陪褐色弱妙竹I:

SD17 
l 貨 出 色枯 廿 I:
2 柑 褐 色帖 竹 I
3 賠 褐 色 枯 rI I: 

゜ 2 m  

S D 1 7  

S D 1 7は、 C O -c  1 区に位附する。 プ ラ ンは標高26. 9-27. O m の V 層で確認した。 辿構は L 字型

の溝で、 両端は途切れて土坑状になっている。 溝の長さ は5. 68m 、 最大幅1. 2m 、 深 さ 0. 2 2 m を測る。

断面形は扁平な長方形を呈す。 埋土は、 し ま り の ある黄褐色粘質土が入る。 プ ラ ン を見る限 り では、

周溝墓の周溝のようにも 見えるが、 迫構内から迫物は出上しておらず、 周辺の遺構との関辿もはっき

り しないため、 本辿構の性格や時期は不明である。 なお、 S D 17を切るよ う に検出した S K 9 の プ ラ

ン の 上場は完掘段階より上で あった。 掘 り 下げの途中では、 はっき り と確認できなかった。
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包含脳か ら出 十． した迫物は、 縄文土器379点、 弥生土器・ 1→ Jifi器4369点、 須恵器360点、 瓦22点、 灰

釉陶器 377点、 山茶碗1551 点、 七師器皿 1478点、 中 世陶器 100点、 磁器38点 、 石 器 28点 の 合 計8702点

であ る。 追構面に関わ り のあ る 主な迫物について説明する 。

灰釉陶器（第71図）

灰釉陶器は、 377点出 上 し た。 そ の 内19点を実測 し た。

435 · 436 は、 高台の断面が三 [I 月 形を里す碗であ る。 435 は、 腰部 に稜を有 し 体部は直線的に立ち

ト が る。 口縁はわ ずかに外反 し 、 端部は而取 り さ れ外傾す る。 口縁部か ら体部 上方にかけて施釉 さ れ て
い る。 高台 の外面は稜を有 し 、 内傾 し て接す る。 442•445• 446 は、 高台の断面が三角形 を 里 す 碗 で

あ る。 431 -434•441• 448は、 高台の断面が台形 を皇す碗である 。 443 は、 体部 がゆ るやかな丸み を

帯びて立 ち 上か り 、 口縁は外反 しない。 底部の 器屈は原 く 、 体部 は薄 い。 底部 外面 に は糸切 り 痕 が み

られ る 。 口縁部 内外而に施釉 さ れて い る。 434 は、 口縁部 か ら｛本部 上力に油け掛けの施釉がみ ら れ 、 JI要

部 の 張 り は弱い。 口縁部はやや外反す る。 底部外面に糸切 り 痕がわずかに残る。 431 は、 口 径 1 2. 7 cm 

と 小振 り な碗であ る。 l二 l縁部か ら体部にかけ て泊け掛け の施釉が み られ る 。 Jl要部に明瞭な張 り があ り 、

口縁部は少 し 外反する 。 底部の器犀は犀 く 、 体部の器犀は薄い。 高台は外に開 き 気味で、 端部は内傾

し て 内側で接す る。 432は、 体部 か丸み を帯びて立ち上がり 、 口縁部は外反 し な い。 口 縁端部は尖 る 。

底部 外而に糸切 り 痕がみ られ る 。 441 •448は、 底部外面に糸切 り 痕が残 り 、 高台端部 を丸 く お さ め る。

426-428• 430 は、 碗の 口縁部 片である。 426 · 428 · 430 は、 口縁が外反す る 。 427は、 外反 し ない。

423 は、 llllである 。 口縁付近に漬け掛けの施釉がみ られ、 高台は低 い 台 形 を 呈す。 底部 外 面に糸

切 り 痕がみ られ る。 4 19は、 折縁llllの 口縁部片であ る 。 421 •424 は、 段1Jllである。 424 は、 体 部 内 面

に幅広の段を有 し 、 外面に段はみ られない。 口縁か ら胴部にかけ て厚い施釉がみ ら れ る。 高台の外 面

は外に開 き 内面は外傾する。 端部は丸みを帯びる。 421 は、 内面に段を 有 し 、 外面の段は不明瞭であ

る。 口縁部に漬け掛けの施釉がみ ら れ る。

山茶碗（第72図）

山茶碗は、 155 1点出t し た。 そ の 内34点を実測 し た。

492• 500 は、 椀であ る 。 492 は、 令体の 器匝は薄手で 、 底部 よ り 八の字状に立 ち 上 が る 。 口縁端

部がわずかに外反す る。 高台は＝角 形を 早 し 、 糸切 り 痕が残 る 。 籾殻痕はみ られない。 500 は 、 高台

が低い四角形を呈す。 ｛本部 下方に強い張 り があ る 。 491 は、 口径12. 6cmの小椀である。 器 原 が 全 体 に
薄手で 、 体部 下方に張り がある 。 口縁端部はわ ずかに外反 し 鈍 く 尖 る。 高台は小さい三角 形 を 呈す。

C 494 · 497 · 499) は、 椀の U縁部片であ る。 467-476•480-483• 486• 488,...,.,489 は、 椀 の 底部 片

であ る。 467•468• 482 は、 高台が三角形を呈す。 469•475• 480• 481 • 483• 486• 489 は 、 高台が

台形を尾す。 470•471 • 473• 474• 476• 488は、 高台が低い台形を呈す。

455-457• 459-466 は、 llllであ る。 そ の 内 46 1 -464•466 は、 高台 を 有す。 456は 、 底部 が糸切

り 底で 、 口縁端部が面取 り さ れて い る。 457 は、 底部 外面が糸切 り 底で 、 LI縁端 部 が 尖 る 。 455 は 、

台形の高台を 有 し 、 器高が高いため 、 小椀の雰囲気である。

1-. 師器 fill (第73図）



106 第 5 章 ＿．．ノ 井逍跡の調否

上師器Jill (カ ワ ラ ケ ） は、 1478点出七した。 そ の内8点を実測 し た。

503は、 土flili器JIIl A 類で、 底部か ら 体部 外而に指圧痕がみ ら れる。 体部内面は横ナ デ調整 さ れ て い

る。

507• 510-51 3• 515 は、 B 類で 、 底部か ら 9本部 外面に指Jモ痕がみ ら れる。 体部 内面は横ナ デ調整

されている。 510• 51 1 •  512 は、 体部 に明瞭な段を有す。

51 7 は、 C 類で 、 底部 か ら 体部 外面に指圧痕がみ ら れる。

清郷型鍋 （ 第73図 522)

522 は、 消郷型鍋の口縁部片で ある。 断而二角 形の鍔状口縁で 、 口縁端部 が く の字状 に屈折 して 水

平 に 引 き出される。 器 形の特徴か ら 1 0世紀後 半 - 1 1 世紀仙 'r- と 思わ れる。 I )

I )  1996 永井宏寺 「祐郷型鍋について」 考古学フ ォ ー ラ ム定例会行料

1996 第 4 [口l束涌考古学フ ォ ー ラ ム 「鍛 と 槻そ の デザイ ン」

伊勢型鍋（第73図 519)

5 19は、 伊勢型鍋の 口縁部片である。 口縁端部が折 り 返 さ れている。 ll台土は、 ¢ 1 mm以下の砂粒を

多 く 含む。 器形の特徴か ら 、 14世紀後 半�15世紀前 '� と 思 わ れる。

石器 （第75 · 76図 550�561)

石器は28点出 土 し た。 その内 13点を実測 し た。

550• 551 は石鏃である。 550 の表裏面は任意。 両面 と も 、 二次調整が 「京に 施されている。 正而→

裏面の顛に調整を施 し 仕上げている。 正面の調整剥離痕の打点は、 そ の大部 分が失わ れている。 袂 り

の深さは、 2 mm。 形態は、 凹枯無后式である。 55 1 は、 茎部の 先端 と 基端部の片方を折捐して い る。

腹面に主要剥離面を広 く 残 し てお り 、 二次涸整は縁辺部 に の み 施 さ れ て い る。 茎部 の残存長は 、 4 

mm。 形態は、 有茎無厨式で ある。

552 は、 石錐である。 不定形の剥片を素材 と して、 錐部を作出している。 機能部 は 1 ヶ 所で 、 使用

のためかか な り 靡耗 している。 錐部の断而は 、 菱形を星する。 腹 面 に は 、 主要剥離面の打点が残る

が、 周辺にはわ ずかに 沿れ痕が認め ら れる。 索材と な っ た剥片の縁辺部 2 ヶ 所に 、 連続する微細な剥

離痕が観察される。

553�556 は、 石斧である。 553 は、 乳棒状を呈する形態の磨製石斧の折捐品で 、 基部のみか残存 し

ている。 堪端部 を中心に調整の た めの敲打痕が観察される。 断面は楕円形 を星する。 554 は 、 太型蛤

刃石斧 と するには、 サイ ズ的に小さいため、 両刃磨製石斧とする。 側縁はほぼ平行 し 、 断面は扁平な

長方形を呈する。 調整は、 全体を 研磨 してお ら ず、 基部 には敲打痕が認め ら れる。 研磨は刃部 のみ に

認め ら れるが、 丁寧に 研磨されており 、 再生を繰 り 返 し た印象を受ける。 基端の剥離痕は、 折i員に よ

る も のか涸整剥離なのかは、 検討を 要する。 555 は、 柱状片刃石斧で ある。 折損品で あ り 、 残存 し て

いる部分がどの部位に あたるのかを決めるの に検討を要 し たが、 仕 卜げの研磨の観察か ら 「 メJ部 」 と

し た。 た だしメj部 には、 敲打痕が認め ら れる。 し斧 と しての使用 痕 と 捉えるより 、 折損後 に 敲 七 と し
て再利用 した際の痕跡 と 考え ら れる。 周辺には(Jt!J縁部やメJ而に沿って剥離痕 も認め られる。 正面折恨

部位の一部 に 、 研磨された調整痕が認め ら れるが、 「袂入」 か ど うかは平lj別が困難で あ る。 袂 り に し

ては浅 く 、 ど ち ら か と い う と 「切 目 」 のようで ある。 断面はほ ぼ方形を埋する。 556 は、 扁 平両 刃石

斧である。 全体が非常に丁寧 に研磨され成形されている。 花面の刃面が裏面 に 比 し て広 く 取 られてお
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り 、 弱凸強平片刃に近 い ？ こ れは刃部の 再生の た め の研磨が繰 り 返された結果 と も 考え られる。 断面

は長方形を呈する。 弥生時代 の四国 、 愛知、 北陸にみ られる。

557 は、 暦 · 敲石である。 手に持つ のに手 ごろな 大 き さの 円礫を利用 している。 機能部は、 ① 正面

の 巾央にに浅い凹み状の敲打痕、 ② 止面の敲打痕の周辺 ほ ぼ 全体に磨面、 ③裏面の 中 央に磨面の 3 ヶ

所が認め られる。

558 は、 石錘である。 手 ご ろな人 き さの扁平な卵形の 円礫を利用。 中央に全周する 1 条の 幅広 い 浅

い溝を敲打によっ て作出 しており 、 いわゆる 「瀬戸内秒」 と 呼ばれる形態を呈する。

朝 n 迫跡に類例がある。 1982年報告卦には 5 例。 俵を編むと き の錘かも しれない。 1993年の朝 日 辿

跡の報告苫では、 13点が敲打によって溝を作られた 石錘 と し て実測されている。

本迫物には、 2 ヶ 所に敲打痕が認め られる。 正面 下端部と 中央部である。 索材 と なっている円礫 自

体が 、 手に持 っ て敲打するのに 手 ご ろな人 き さである こ とからも 、 敲石 と し て使用されていたと 思わ

れる。 特に中央の溝に用なっている敲打痕は、 石錘と し て成形される以前の も の と思われる。

559 は、 浮 子である。 縄文前期 後 半から後期 中葉に出土例が多 い。 漁網錘用 の浮千 と して使用され
た可能性が高い。 形状、 大 き さはあま り 一定 していない。 正而左部に、 紐掛けの た め の加t痕が認め

られる。

560 は、 砥石である。 ほほ全体が機能面と して利用されている。 特に 裏而は、 反 り が生 じ る く らい
まで使用されている（安定の よ い四き方をした た め こ の面が裏而となった）。

561 は、 石棒（石刀）である。 頭部の半而の みが残存する折拍品。 頭部に型式差が認め ら れ 、 縄 文

晩期と 想定される。
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第 4 節 考 察

( 1 )  A地区遺構面について

A地区の迫構は、 標高25. 3-26. 5m の堆積筋・整地貯•V 屑から検出 し た。 各迫構からは様 々 な 時

期の追物が出 十して い る が、 大 き く 2 時期 に 分 け られ る こ と が 明 らかに な っ た。

1 時期は古墳時代から奈良 • 平安時代にかけての面であ る。 S D 16からは 7 世紀前半の須恵器(407)

が出tした。 ま た 、 S D l6近 くからは、 礫が多数検出され 、 灰釉陶器が数点出 七 している 。 明確な プ
ラ ン を確定す る ことはで き なかったが、 検： I\ し た レ ベ ル は S D l6と ほ ぼ同 じで あ っ た。

も う 1 時期は中 世後半の面で あ る。 S K l からは15世紀後半の土師器皿 (506•514) が出十． し た。

追構名 肪位 辿 物 器 種 推 定 年 代
S K  1 M 2  上師器Jill (506• 514) 15世紀後半
S K 7  不明 （辿物な し ）
S D IO 瓦 (388) 8 世紀前 'r※
S D l 6  I 須恵器 ( 407) . 7 世紀前半

L. 

S K  l や周辺の ビ ッ ト群は、 W層の逆転 し た 肪位が確認されている いわゆる 整地尼から掘 り 込 ま れ

てい た。 こ の柄は、 一見基駆状 に安定した柄を成 してい た。 調査区範囲が限 られているこ とから こ の
整地既全体の様相 を と らえ る ことはでき なかったが、 耕作を 目 的 と し た のか、 あ る は建物やそ の区画

を 目 的と し た のかは不明である。

S D lOの最下陪iからは瓦が出十 しているが、 本辿構は削述 し た整地肪よ り 上位のいわゆる 堆積屑か

ら掘 り 込 ま れており 、 年代 を8 世紀 に 求 め る のは難 し い。

(2) B地区遺構面について

第 1 次辿構面 と と らえ た迫構は、 標高27. 2-27. 4 m 前後のma 脳及びカ ク ラ ン 脳から検出した 。 S

K 2 • 3 • 6は、 出土した辿物（土師器illl) や迫構の様相から 15 世紀後半の中世硲 と 思わ れ る。 S D
l は、 非常に浅い祖犬迫構で、 耕作に伴 う 水路 と いうよ り は邸宅内の水路的な様相を示す。 S D l は

S K 2 · 3 · 6よ り もやや 上位の栖から検出 さ れてい る こ とから、 菜域と して機能して いた こ の地域

に H店が建てられた可能性も考え ら れ る。 S D l 周辺から検出 し た 多 数の ビ ッ ト群は、 掘立柱建物と

しての明確な位骰付け を す る こ と はで き なか っ た が、 その関連は 十 分 に 考 え ら れ る。

迫構名 ir1if il. I 追 物 器 種
S K 2  M l  上師器fill (504 • 508 • 509) . .  , ._ ,  

- 1�. 師器fffl (505) 
古銭 (549)
t師器ffll (501) 
上師器皿 (516)

" ' 一 " " " "

上師器llllS D 2 I M 2 1 ※瓦 (384)
S D 3  j M l  f� (537) 
S D 5  M l  磁器 (530)、 山茶碗 (490)
S X 3  M l  山茶碗 (496)

惟 定 年 代
15世紀後半

.. ,., 一 • • • • ••

15世紀後半
15世紀前半
15世紀後半
15世紀後半
15世紀後半
8 III紀前半
14世紀後 半-15世紀前半
12世紀前半

I 12世紀前 ‘ド
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S D 2 は、 最 下栖のM 2から 上師器皿が出土 しており 中世後 半 と も 考え られるが、 瓦 （四重弧文軒

平瓦）が溝の底部に張 り 付 く よ う に 出 七 しているこ とから瓦の時期である8世紀前半 と い う 可能性 も

ある。 S D 3 は、 S D 2 の上位から検出 さ れてお り 、 出 Iて逍物の検討からみても 中 世後半 と 考え られ

る。 S D 5と S X 3 につ いては、 中世前半と思われる。
' .  

辿構名 梱位 辿 物 器 種 I 推 定 年 代
_,,,  _ _  , 

S K 9  M l  弥生 ・ 七師器 不 明 （小片のため）
S K l !  M l  七師器Ull 不 明 （ /I ） 

• 一 .... 一 ·
S K 12 M l  弥生•土師器 (379) 8 世紀- 9 世紀
S K l3 M l  弥生 • 土師器 c s 字甕片） 古墳時代
S D 17 I 辿物無 し 不 明 （辿物な し）

第 2 次迫構面の年代については、 出 士 辿物が小片や少凪で ある た め確定できる迫構が少ない。 S K

12は、 奈良期の 土師 器甕片が出士 し てお り 、 8 � 9 世紀と想定される。 S K 13は、 S 字甕片が焼 ,-.ゃ

礫の周辺から出土 してお り 、 古墳時代前期 と 想定される。 S K 12は、 S K 13を切 っ ており 、 前後関係

に も 整合性がみ られる。 但し、 同 じ 第 2 次辿構面の他の追構からは中世の 上師器1Ill片な ど も 出 tして

お り 、 第 2 次迫構面全体を古墳時代あるいは8� 9 世紀 と 断定する こ と はできない。

(3) ま と め

A · B 両地区の辿構の検出状況をまとめる と 、 次のよ う に言え る。

期 I 屯 と な る 柄位 I 時 期 七 と な る追構

第 1 期 I v 屈 I 古瑣時代後期～奈良• 平安時代 l S D l6 
S K l2 

S K l3 S D 2  

第 2 期 llla 柄 ド 中世前半～中世後半
S D 3 •  5 S X 3  
S K 1 • 3 • 6 S D I  

第 3 期 II 筋 ・ 堆積肪 近世初頭の追構面 S D lO 

当初、 ニノ 井 辿跡につ いては鎌倉～室町時代にかけて 2 時期の迫構面が存在すると想定 し て調否

を進め たが、 検討の結果、 同 じ 2 時期に分かれる も ののそ の時代は占墳時代後期まで遡ることが明 ら

かにな っ た。

第 1 期は、 ニノ 井追跡調査区内から発見さ れ た 南高野古墳築造期 と 同 じ 時 期 に 当 た り 、 S D l6はそ

の規模から も古墳築造との関連が 考えられる。 S K l3は、 明確な プ ラ ン を検出する こ と ができなかっ

たが、 焼土や礫が検出 さ れ た こ とから住居に関連する辿 構と考え られる。 ま た、 一ノ井辿跡のす ぐ 西

隣には高畑辿跡が あ り 、 平成 7年度の当 セ ン ター の発掘調資によ っ て奈良時代初碩の寺院関連辿構が
検出 さ れている。 S D 2 は、 区画を意圏した溝で あ り 、 出 t した四菫弧文軒平瓦は高畑辿跡から も 出

Kしていることから、 S D 2 と高畑逍跡と の関連については今後十分に検討する必娑があ ろ う 。

第 2 期は、 中 世の辿構面である。 検出 し た 辿 構としては中世硲や溝な どであ っ た。 こ の時期の辿物

（灰釉陶器•山茶碗• 土師器 ・ 磁 器•石鍋等）は、 数が非常に 多 く 、 型式 も 多型式に わ たる。 本追跡

からは多数の ビ ッ トを検出したが、 掘立柱建物を確認する こ と はできなかっ た が、 連綿とした生活の

営みを想像する こ と ができる。
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第 3 期 は 、 近世初頭の追構rfliである。 謁代の進行 上、 こ の時期の追構検出を行わなか っ たが、 断面

観察か ら 、 水 1 11耕作の様 fが観察 さ れた。 そ の虹後 に 大 :,tの砂礫によ って''1該洞査区周辺は肛い砂礫

肘 に 埋 もれたま ま 浜れ地 と な り 、 現在に や っ たと 忠わ れ る。

な お、 調fi区全体か ら 迫構面 と してと ら えた時期よ り も さ らに古い時期の辿物 （縄文上器 ・ 弥生土

器・イi器）がIL\ ト． し て い る 。 地形形成から考えて）�T-は流れ込んだ I:に 含 ま れ た も の であると考え ら

れ る が、 縄文t器には、 縄文時代晩期の いわゆ る 凸堺文上器 が多数み ら れ る。 ニノJ1: 迫跡の北西に

位?lする 一ノJI:辿跡からは縄文時代晩期の迫構が確認されて お り 、 鼻．ノ井追跡やそ の周辺に同様な迫

構が（ヂ在す る nJ能性 も 杓え られ る が、 今1111の調代で は明 らかにす る ことがで き なかった。

I ) 縄文時代晩JUI深鉢の分類は、 ·�切""j教育委U会 1993 麻生lll At�追跡発掘、J,\Jfi報布 ，り」 の分類に 従 っ た。
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第21表 ニ ノ 井遺跡出土土器類観察表(2)� l言罪匹w 器種 • 分IJ'i ’I ’ 口径
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ゴ
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f
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第22表 ニ ノ 井遺跡出土土器類観察表(3)
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台付豆
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台付甕
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正口＝
303 _ H 9 \1 , 弥生上已 復

304 ' H ll . V ' 弥生t船 甕

勺

橙

黒

け

貨
一

灰

爪

r
 

"3
 

、

i

凶

仄

3

出

出
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版
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第25表 ニノ 井遺跡出土土器類観察表(6)

I 挿番図号 地遺区I員 H位 器檜 • 分類 で

―

而
法

万
lit
証高(c,n底)

径
"ti 上 （ 外

色
面 ・調内t!ii)

351 I H 9 II 弥生 LZI le! 13. 5 It
色
f)

,
、を

�

i
⑱.Hli

一

英、町長を
石
含

の

む・ 砂茶 にぷい椙

352 C O  IV 七師器 � 16.9 や
の

や(jIll英、
•

径長石7 �を·以含むト ltl 

蕊 I 10 

甜 HIO 

355 F 7 

356 F 8  

357 c o  

1 11 

359 SKIO 

360 c o  

361 co 

362 E 6 

363 c o  

364 H IO 

365 II 10 

366 HIO 

367 HIO 

368 

369 HIO 

370 SD I 

371 HIO 

372 SD l 

373 H 10 

374 1110 

375 D 2  

376 D I  

377 SK 3 

378 SK I 

379 SK l2 
, — 

380 HIO 

389 SD I 

390 F S  
391 G S 
392 F 7 

\1 ±ー師
if!

訟
DW</i 

II ±緬召 占

Ula 弥生 l沿や 磁

IV ±緬召 丑

IV 七師硲 甕

VI ±Cili沿 甕

M l  ぎ特
IV 混乱
IV 隅且
IV 弥生t岱 甕

IV 拷i
\1 土S閾7-四甕

IX 上s 師·r-甕沿

X 土S緬
'i'

甕笞

\] 七S師7召
甕

tS7lli2'甕� 

lie tS ケ鰤r芯甕

M l  ＋S．字師甕器

\1 ±S'i'鉦笞
甕

M l  七S字師硲
甕

II 土S'鉦
;:

硲甕

土p邸fll
甕召

IV 上師硲 甕

a 上閾苔 甕

M l  士師岱 甕

M l  土緬四 甕

M l  _I:. 師踪 甕

t緬器 甕

!Da 須必岱 丑B
IV 須.l!.l岱 汲 B
ma 須必甜 溢B
mb 須恵四 ぷB

16. 0 
の

や

U
やm位、を径3む

2 •• 以 ト・

の
ゃ
-{j
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天
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を
�、を

含
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5 ●
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i
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2
• .. 、石.i;金英J雲

を
Fの母れ

妙
じ・

17. 7 缶,�
、· i&f石I •を以

含

下むのけ

15. 2 密,
を
ii. 、 径多

1 mm以 下の妙
h 含

を
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の
や
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、
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、
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布
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IIいJI赤
貨

褐
橙

、 にぶ

ほ

にぷい褐

にぶい凶橙

にぶい赤出

汲貨橙

屈

赤褐

にぶい赤褐、

11/1赤出

戌貨橙
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灰白
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貨橙
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明出灰
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灰
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そ
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下
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面
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部
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休

部
体
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面
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キ
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部
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外
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面
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オ サ
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頸あ
部
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近江系
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、 煤 行
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突
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_, 

0仕-(,1.部片、 口仕部外（伯煤付
fl 

ロa外面 ・ 体部外面屯9突文

9ヽ ケ メ 、 口U 口象i-体部片
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憤
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外面

内

ナ デ
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体
-部

I本
内
部
面

外板1iiiナ
板 ナ

デ デ ロU-1+:部片

頸部
、 頸

～
部
体部指内外面ハ ケ

メ オ サエ 外
ロ8面煤-f

H
lll

i'r
属片、顎部外du屯it突文、I 

l
9本ffi部内面1行 オ サ エ 、 外

ハ ケ メ

面
体部内面

指
オ サ エ 、 外

ハ ケ メ

9
メ針

部
、 9～飢体

部1部行内
オ

外サ面
エ

ハ ケ

頸部、
頸
-1

部
本指部内外lliiハケ

メ オ サ エ

fJI部、 fJ1～体
部

指那内外diiハケ
メ オ サ エ

fl[部～

部
体部

内ifiil
勺指外11iiハ ケ

メ 、 体 オ サ エ

頸部、
頸
～体

部
指部内外面ハ ケ

I ,t サ エ

頸血
板

祁指内外ifiiハ ケ メ 、
内

内面
オ サ エ、 体部

ナテ‘

9鉗部
、 頸

～体
部

指部内外illiハケ
メ オ サ エ

部
体部外

体
面
部

ハ
ilii

ケ ノ 、 口H
～ 内 情ナ デ

U紐～体部内外面ハ ケ
メ

ロti-体部内外iliiハケ
I 

0恥_,本邪内外面ハケ
メ

口／ t
、
ゑ

頸
～那体指部仕内碩外面ハケ

I lノ l
、
ゑf～

JI

体
部I

部印圧内り外
cl

1fiiハ ケ

内

底
部

面
内
部外

外板
面
面ナ

ハへ
デ ケう 削� -り 底、 体

部

天n祁外面!Pl転ヘラ削
り

ロQ-頸部片、 外面煤
付

n

外
ロa面煤-,付n部行片、頸部外面刹

突 文、

外
ロa

面煤
-,

付
負

n
郎片、頸部外面巾,,突

文
、

ロU-f.$:部片、 f.11部 1 条沈線

ロ
面
H-f

付
Jt部片 、頸部外面令I突文、

外 煤 l'J
ー" '

ロw付-,� 部片 、 ロ*11-1本部外面
煤 n

口a-,1部片、 外面
煤

Hn

" ● ● ●  ● — ・

口8-1ぶ部片、 奈良期？

謁竪祖ぼ耗

ロu-体部片、 奈良期 ？

ロ8-fli部9ヤ、 外面ほf.17f

体
煤
部-Iii'.

n 
部片 底部）l底、 /.j部

に 付

返 り ,. り

口al'.il部屈曲 し If[ 下に ト
ド
・ る

る口U燐部屈曲し碩下に

口は溢部屈 曲 し u·i下にドる



135 察考第 4 節

• •一
11>部f/jま て11i11u1,1

I II蹟部付近,.�, 1u111 I 

nn部内面施袖

ll b\部～体部I'/j,{11/ 掛t;

n,� 部9、I近,.,けUll/

I lb! 部付近IがIUHI

lilt部～体部に,IiヽtU1け

ぶ台IIJ11f1沿形

ぶ）か断lfll台形

,:;; 台断血f渭；ー ・一
高台lfrdoわ彬、 底部外
血fnl會／．糸UJり' "' ' ' " """" ' ● ' " 一 — , -
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（本部I�曲に段、 高台断
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ー ・ — 
n紺沿滞外I又

UtJ.r.i:M: やや外反

6. 6 

6. 4 

1. 2 

2. 7 

2. 6 

12. 4 

12. 6 

C I  

E 6 灰釉困器 碗 1 1s. 6.5 

16. 3 

15. 0 

. 
136 I I 12 1 II 1 灰釉凶器 碗

' . 一 '''""'一• ・・一 " "-

13i D o  I\' 仄袖囚器 碗 1

ド： ャロ＿ 
410 C I  I\' 

I ： ー·—· 
Ml C I I I\' 
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第28表 ニ ノ 井遺跡出土土器類観察表(9)
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第29表 ニ ノ 井遺跡出土土器類観察表( 10)

挿番図号I 地遺区I嘉
法 fJ (c国） 胎 l. I 色 埠 整形 ・ ,J.�整 その他 （釉薬など）

研位 器Ml . 分類 U径 器ぶi 麻i苓 （外rTii ・ 内面）

518 I D 3 ma 月冷り碗 15. 9 \'I'; 
灰
褐

白 、 柚�.If; 11¥1-fぶ部内外面丹塗り

519 E 6  ＂ 伊勢屯沿
ややm

位
、 i多各 I mm以 ト・ にぷいta 口柑沿部I勺間に折り返し

の紗 を く 含む

520 I F G 川 羽無釜 8 2 類
盛
炎

i済
’
‘ I mm以多 ドの石 戌貨橙 、1涌Liii/f;が五iり形の外耳、 イLい）

． ．』；｝を く 含む

521 lsn2 IDb 6禍ID b 類 15. 8 (6. 4) 1U l火凶 m
i本部

部
内
削外r

出
ffi縦 ケ ズ リ 、 m

付
部断而正台形、 9本部外面に煤

， り 1 』 し rn 
522 C 1 IV 叶郷刑沿IV類 (17. 3) ややtu 賠氾、 黒 f本部l "li!ii!責ナテ‘、 外!Iii 断ilii三iり形のm状〇緑。 口緑＜

ナ テ’ の字状に屈祈 し水平に•JIき出す

523 I so 2 ffib 羽釜A 3 頴 17 0 \of; 戊貨橙 i本部外面横ハケ、 内面 mゑ而取り 、 愕部断面四角形ナ テ’

524 I SK 4 ma 羽釜A 4 類 20. 2 密、 iii I mm以ドの妙 にぷ＼ヽv,橙 口緑内而に煤付n
位を 多 く 含む

525 D O  IV 羽釜 A 3 類 25. 4 密
炎

、
'r
径 I mm以 下の石 、Ji.貨橙

n粒部に'!¥孔、 m部外1Iii下に煤
、 ぶnを少し含む 付n、 鍔部断而.::_角形

526 SD 2 M l 揺鉢 29. 5 ややm 灰 l本部• l•位 ヘ ラ 削り 9本部内面平汁I

527 SD I M I け磁碗 6. 8 緻密 紺灰 窃台端部”胎

528 E 6 Illa ,'/白磁合千 緻お IIJI紐灰 体部ドJjに稜 麻部外而に掛付行

529 0 1  ma 白磁小nn 14. 55 緻密 灰白、 煎 iぷ部と庇部没に段 ｛本部外［面に壌付8

530 S05 M l  白磁碗 15. 7 @'ii, 明
灰

オ リ ー プ、 口秘部内ifiiに沈線 1 条、
「l紺肥�/.

531 F 7 Dia ,'r磁碗 緻\i'; 緑灰 9松部I 勺而劃IE文、 外1面面描文

532 1 SD 2 M l け磁碗？ 緻密 オ リ ープ灰 底部l勺面劃IE文

534 I SD I M l  天目茶碗 13. 15 密 にぷ＼ヽ赤褐、 鉄鈷柚、 9ぷ部下”露胎
'.U� 

533 SD2 M l  天目茶碗 3. 7 密 !
灰
.(I.

凶 、 !Iし褐、 f本部下}j回転ヘラ削り 鉄釉、 削 り 出 し 必台、 （本部下fj
以下露胎、 中国陶器

535 E 6  ma 天目茶碗 12. 25 密 隕 鉄釉

536 D l  ma 碗 15 55 \'fi 灰
オ

白
リ ー プ灰～ 灰袖

, 
537 SD 3 M l  衷 密 灰オ リ ー プ、 N字II!ロ松、 常沿オ リ ー プ＇

， しし

538 C 2  lllb Willi 5.8 ややrn にぷい橙 灰釉

第30表 古銭計測表 (tll位 cm)

銘 挿図番号 地 区 外 径 内 径 I双 さ •fffil: ( g )  伯1 1(
J 
-

開元通代 539 S K 6  2.45 0. 60 0. 137 3. 3 南F�t、 960年

開元通栢 540 S K 6  2. 45 0. 65 0. 125 3. I 南肝 、 960年

開元通貨 541 S K 6  2. 40 0. 65 0. 114 2. 8 南店、 960年

開元通行 542 S K 6  2. 30 0. 65 0. 119 2. I 南店、 960年

開元通行 543 S K 6  2.45 0.60 0. 130 3. l 南店、 960年

祥符通行 544 S K 6  2. 50 0. 65 0. 116 2. 9 北宋、 1009年

元祐通行 545 S K 6  2. 40 0. 75 0. 120 2. 7 北宋、 1086年

籾宋元行 546 S K 6  2.45 0. 60 0. 1 19  2. 8 北宋、 1101年

永楽通税 547 S K 6  2.50 0. 55 0 143 4 .0  Ufl、 1408'<f.

水楽通行 548 S K 6  2. 50 0. 55 0 .  112 3. 6 ＂月、 1408ft:

宣徳辿W 549 S K 6  2. 50 0. 55 0. 160 2. 0 明 、 1433年

第31表 石器計測表 （単位 cm) 

挿図番号 器 w 6 材 長 さ I 幅 J•j. さ 竹t.1 ( g )  偏 考

550 l 石鏃 サ ヌ カ イ ト 19 19 1 0.8 

551 石鏃 チ ャ ー ト 22 14 1 0. 9 

552 石錐 チ ャ ー ト 25 21 6 I. 8 

553 府製石斧 安山岩甘凝灰岩 103 54 37 215 I 乳棒状

554 痔製石斧 安山宕 100 56 33 287. I 両刃

555 府製石斧 安山店 72 34 39 161. 7 柱状片刃

556 磨製石斧 泥岩 53 31 13 47. 6 扁平両刃

557 府 ・ 敲わ・ 安山内 79 72 45 373. 8 

558 石錐 花岡岩 62 53 44 185. 8 敲石転m

559 浮チ デ イ サ イ ト竹軽石 66 54 27 16. 7 

560 砥伝 花岡斑岩 82 62 26 163. 7 

561 石棒 結品片府 62 40 16 49 .. 8 
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第 6 章 市場遺跡の調査

第 1 節 胴 序

第 1 節 屈 n; 143 

調 査区は 、 西 よ り 東に 向 か っ て緩やかに傾斜す る 扇状地の扇 頂 部 に 位 四 す る 。 現在は 茶畑に利用 さ

れ て い る が そ れ以前は水田で あ っ た。 そ の た め 、 表 I·. ( I  /�i) は耕作 I:で あ り 、 そ の 下に旧水且 l 耕作

tは 入 る 。 断面観察か ら 、 水田 は 3 段に な っ て い た。 辿物a含J�i ( VI · Vll/M) は 、 迫跡の 西側に は 見

ら れず、 東に向か っ て 徐 々 にr'l- く 堆積 し て い る 。 本米辿跡全体に 広が っ て い た と 思われ る が開田の際

の地形改変に よ っ て 削 ‘和 さ れ た と 考え ら れ る 。 Vlll屈以下は庄錘性の堆柏脳で あ る 。

以 下、 各 t佗iの性状を概述す る 。

第 I 筋 ： lOY R3/2、 し ま り の ゆ る い黒褐色士。 径 2 ,._ 5 mmの礫を少 し含む。 荼 畑 の 耕 作 t で 辿跡

全体に広がる。

第 II JM : lOY R 4/4、 し ま り の ゆ る い褐色十．。 径 1 - 2 mmの砂粒を非常に 多 く 含む。 旧水l[I耕作土。

第 ill /1'1 : 5 Y 4/2、 し ま り の ややあ る 灰 オ リ ー プt。 礫 を ほ と ん ど含 ま な い。

第I\T/i"i : 2.5Y5/2、 し ま り の な い暗灰凶色 l:。 径 5 -20mmの亜円礫か大,,�;を 占 め る 。

第 Vti : 7.5Y R 4/4、 し ま り の ゆ る い褐色t。 礫を ほ と ん ど含 ま な い。

第VI/汁 ： lOY R3/2、 し ま り の や や あ る 黒褐色 t。 径 5 -20cmの I匝円礫がわずか に 入 る 。

第vn妍 ： l O Y  R3/4、 し ま り の あ る 賠褐色士。 礫を ほ と ん ど含 ま な い 。 下部 (mm b lr1 ) は 、 や や 池

めのt色で粘性が翡 く な り 、 径 10-20cmの亜角礫が多 く 入 る 。

第VlB枡 ： 5 Y5/2、 し ま り の ゆ る い灰 オ リ ー プ t。 下部ほど粒 子の粗い砂質 t と な り 、 鉄 分 が 付 ,i''i"
し た礫岩 も 多 く 入 る。

第IX/1'1 : 5 Y 5/3、 し ま り の ゆ る い灰 オ リ ー プ t。 七色 ・ tfl は第VIB/� と 非常に 似 て お り 、 同 じ IH
錘性の堆梢状況を示す。

① 

62囀0 • □ 
61 .0 I 

VIll 
」,r-"'—->- - -

② � ④ 

6 1 .0 --
ビ 聖 ロ 59.0 
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VII 60.0 I IX 

59.0 l - - - -IX - - -

第78図 ト レ ンチセク シ ョ ン図
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今回の調付で検：I: さ れた追構は、 ビ ッ ト 群22基、 I: 坑 5 Jよ、 溝 2 条 で あ る。

ビ ッ ト 群 （ 第 図）
ビ ッ ト は22基検：1\ し た。 P 1 1よ り 縄文時代早期の 上器片が 1 点：l l  t しただけで 、 他の ピ ッ ト 埋 I:か

ら迫物 は出 l-. し て いない。 そ のため 、 ピ ッ ト 肝の時期を特i-Eす る こ と は で き な い。 ピ ッ ト 群は 、 検 Ill
場所や検II l さ れたレ ペ ルから 3 群に分けられる。

第 1 群は 、 P 1 - 5 • 14 • 22で 、 F 5 区- G 6 区にかけ て位附する。 いずれ も 椋高60.6m 前後のレ

ベ ルに揃い、 VI脳よ り 掘り 込 ま れて お り 、 にぶい凶褐色弱粘質土が人 る。 特に、 P I •  2 •  5 • 14 • 

22は、 径 0. 3 m rn -0. 4 m 、 深 さ 0. 25m-O. 3m を測 り 、 他の ピ ッ ト 比べ て 人 き い。 そのため 、 掘1/.柱

建物に伴 う tl:穴と想定し てみたが、 明確な位誼関係を示す こ と はで き なかった。

第 2 群 は、 P 6 - 13 • 15-20で 、 F 7 区- G 8 区にかけ て位置す る。 標凶60. l rn riii後の レ ベ ルに揃

ぃ、 VI•VD/(1よ り 掘 り 込まれて い る。 にぶい黄褐色弱粘rt f·. が入 る ビ ッ ト 群 ( P 6 -8 •  I 0- 1 1 •  15 

- 17 • 19) と 褐色あ る い は 111'1褐色弱粘質 tが人 る ヒ ッ ト群 ( p 9 ・1 2 • 13 • 18) 、 灰黄褐色弱粘質 +.
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A
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第81図 ピッ ト 1 群実測図
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第82図 ピ ッ ト 2 · 3 群実測図



第 2 節 迫 構 149

が人 る ピ ッ ト 群 ( P 20) に分かれる。 ま た 、 P 6 • 9 • 12 • 15-17は 、 径 0. 4 m - 0. 5 m 、 深 さ 0. 2 

m "' 0. 3m を 測 り 、 他の ビ ッ ト に比べて大き い。 そ の た め 、 掘立柱建物 に 伴 う 柱穴 と 想定 し て み た

が、 明確な位誼関係を示す こ と は で き な か っ た。

第 3 群 は 、 P21 で 、 H 9 区に位置す る 。 t如品 は 他の ビ ッ ト 群 に比べ 59. 65m と 低 く 、 VII/M よ り 掘 り

込 ま れ て お り 、 灰黄褐色弱粘四土が入る 。 径0. 52m 、 深 さ 0. 1 4m を 測 り 、 浅いす り 鉢状の形を呈す。

土坑 ( S K) ( 第 図）

t坑は 、 5 屈検出 し た。

S K 1  

S K  1 は 、 F 6 区に位四する 。 'I勺伍形は 、 楕円形を呈 し 、 長軸2. 15m 、 短釉 1. 1 2m 、 深 さ 0. 28m を

測 る 。 VIIIJMよ り 掘 り 込 ま れて お り 、 埋 土 は VI • Vila 筋が入る。 追物は 出土 し て お ら ず、 追構の性格 、

他の追構との関連に つ い て は 明 ら か で は な い。

S K 2  

S K 2 は 、 G 7 区に位附する 。 プ ラ ン は凋否区北に続い て お り 、 検 出 さ れ た プ ラ ン の平而形は 、 'I!·
円形を呈し 、 長軸 1. 81 m 、 短軸 1 . 04 m 、 深 さ 0. 53m を測る。 埋土は に ぶ い 黄褐色弱粘質土や暗褐色粘

質 1-.が 入 り 、 礫を ほ どん ど含ま な い。 迫物は出土 し て お ら ず、 遺構の性格 、 他の辿構 と の関連に つ い

て は 明 ら か で は な い。

S K 3  

S K 3 は 、 H 9 区 に 位附 す る 。 プ ラ ン は謁査区北に続い て お り 、 検 出 さ れ た プ ラ ン の平而形は 、 平

楕f'1形を呈し 、 長釉2. 07m 、 短軸0. 54m 、 深 さ 0. 26m を測る。 Vl/i1よ り 掘 り 込 ま れて お り 、 埋土は 、

粘性の高い県褐色上が入り 、 径 0. 2 m -0. 3 m の礫が流れ込ん だ よ う に 入 る。 辿物は出土 し て お ら ず 、

遺構の性格、 他の迫構 と の関連に つ い て は 明 ら か で は な い。

S K 4  

S K 4 は 、 H lO区に位四す る 。 平面形は 、 楕円形を呈 し 、 長軸 1 . 8 1  m 、 短柚 1. 1 7m 、 深 さ 0. 3 m を

測 る。 VIW, よ り 掘 り 込 ま れて お り 、 埋土 l か ら は縄文上器片 が 3 点、 フ レ イ ク 2 点、 被熱 し 赤褐色に

変 色 し た礫 l 点が出土 し て い る 。 縄文土器片は 、 い ず れ も 押型文が施 さ れ た 縄文時代早期のt器 で あ

る 。 VI層か ら は 、 他の地点で中近世陶磁器 も 出 土 し て お り 、 S K 4 が縄文時代早期の迫構 と 断定す る

こ と は で き な い。

S K 5  

S K 5 は 、 H l ll& に位附する 。 平而形は桁円形を呈 し 、 長軸0. 87m 、 短釉0. 64m 、 深 さ 0. 22m を測

る 。 VIla If!, よ り 掘 り 込 ま れ 、 底部はVID附に 述 し て い る 。 埋 I·. に はVIJM と P1柱状にに ぶい黄褐色弱粘灯

土が人る 。 底部に はVI脳 と VII)\'!)の混人土が人る 。 追物は出 I·. し て お ら ず、 辿構の性格 、 他の逍構 と の

関連につ い て は 明 ら か で は な い。
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第85図 S K  5 実測図 (1/20)

溝 C S D )  

調査区か ら は 2 条の溝を検出 し た。

S D 1  

S D 1 は 、 F 6 •  7 区に位四する。 溝は北西方向よ り 南東方向 に 至 り 、 そ の南端は F 7 グ リ ッ ド杭

付近で途切れてい る が、 北端は凋査区外へ続 い て お り 確認 で き な い。 検出 し た祁は 、 全長2. 78m 、 幅

1. 06m、 深 さ 0. 46m を 測 り 、 VII�よ り 検 出 さ れ た 。 埋上は 3 倍 に 分柄 さ れ る 。 追物は、 無文の縄文士

器片が 1 点、 フ レ イ ク が 2 点出士 し て い る 。 追構の性格、 他の辿構 と の関連 に つ い て は 明 ら か で は な

し 、゜

S 0 2  

S D 2 は 、 G l l 区- I 10区 に位骰 し 、 m 栖よ り 検出 さ れ た。 溝 は ほ ぼ南北に 走 り 、 そ の両端 は調査

区外に続いてお り 確認で き な い。 検 出 し た 溝は 、 全長 5. 8m 、 幅0. 78m 、 深 さ 0. 58m を測る 。 溝 の 断

而形 は枡形を呈す、 埋土は 9 佗iに分附 さ れ る 。 I氏部に は暗オ リ ー プ褐色砂質＋．が堆積 し て い る 。 近 世

以降に開 田 さ れた旧水田の用排水路 と 考 え ら れ る が、 迫物は出七 し て お ら ず、 迫構の性格 、 他の遺構

と の関辿に つ い て は 明 ら か で は な い。
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第86図 S D  1 ・ 2 実測図 (1/20) 
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第 3 節 迫 物

涸査区よ り 出 士 し た辿物は 、 土器 124点 （縄文士器61点 、 弥屯土器 9 点、 須恵器 2 点、 山茶碗 l 点、

中近世陶磁器5 1点） 、 石器75点 （石錐 l 、rは、 ス ク レ イ バ ー 1 点、 コ ア 6 、Iは、 フ レ イ ク 54点 、 U • F 1 0  

点、 く さ び形石器 1 点、 そ の他 2 点） で あ る。 そ の う ち 、 土器 14点、 石器 3 点を図示 し た。

縄文土器 （第87図 1 "'13) 

縄文 I::器は 、 3 群 に 分 け ら れ る 。 l I作 は 、 縄文時代 'ti期の t器群 ( 1 - 1 1) で あ る 。 2 群 は 、 中期

の土器 (12) で あ る 。 3 群 は 、 後期の I沿．器 (13) で あ る 。

l 群の士器 ( 1 - 1 1) 

1 "' 3 は 、 外面に桁11J形の押型文が施 さ れ て い る 。 器罹はJ以 く 、 繊維痕を含む。 3 は口縁部片であ

る 。 4 • 5 は 、 外面に山形の押型文が施さ れ て い る。 6 "' 10は 、 外面に網目状撚糸圧痕文が施 さ れて

い る 。 器壁は厄 く 、 繊維痕を 含む。 1 1 は 、 外而に縦位 ・ 斜位の沈線が 5 条施 さ れ て お り 、 沈線 文系の

上 器 と 思 わ れ る 。

2 群の土器 (.12)

1 2は 、 外面に 半餃竹行 に よ る 横位の沈線が 3 条施 さ れ 、 そ の F に 横位の連続刺突文が 2 条施 さ れて

い る 。

3 群の土器 (13)

13は 、 口縁内而端部が肥厚 し 、 口縁外面端部の 下に横位の沈線が 1 条 施 さ れ て い る 。 沈線は途中で

途切れて い る が口縁形状に合わせてi皮状 あ る い は山状にな る と 思われ る 。

須恵器 （第87図 14)

14は 、 B 1 区 V 屑 よ り 出土 し た。 高杯の脚部片で 、 ラ ッ パ状 に 開 く 。 脚部端部 は や や 丸 い凸面を成

し て内側で接地する 。

石 器 （ 第87図 15- 17) 

15は 、 石錐で あ る 。 石材は サ ヌ カ イ ト で 、 背面 ・ 腹面に索材の 面を残す。 索材の二次涸整 は表面を

粗 く 、 裏面は細か く な さ れ て い る。 ま た 、 先頭部か ら ）お邪に 向か っ て聞整 さ れて い る。 機能部断面形

は ひ し 形 で あ る 。 機能部はか な り 摩耗 し て い る。

16は 、 ス ク レ イ パ ー で あ る 。 石材は 、 緻密な黒色 チ ャ ー ト で 、 素材はか な り 匝め の 大 き な 縦長剥片

で あ る 。 主要剥離面の打点近 く に 大 き な パ ルパ ス カ ー が あ る。 ガ部は左右側縁に裏面か ら表面へ と 片

面調整 さ れ て お り 、 刃部の角度は左右 と も 50
° で あ る 。 刃 部 に は 使用 に よ る と 思わ れ る つ ぶ れ 状 の 剥

離がみ ら れ 、 先端部には序耗がみ ら れ る 。

1 7は 、 コ ア で あ る 。 石材は泥宕で、 板状の礫を素材 と す る i;1 然而が多 く 残 っ て い る 。 広 く 平坦 な 自

然面を打点 と し 、 そ の緑辺か ら 和l片剥離作業を行 っ て い る。 打点転移は行わず 、 作業面 は裏面を除き

3 面に及ぶ。 染IJ離 さ れ た剥片は 、 下端部に 自然面を 有 す る も の が 多 い 。



155 

4
 

i
八
句

乃
ソ

f
・ヽ9

 .

..
 

•

••
 

·

'

，
 
•••

 
‘

 

・
'

.-r*
 

i

{
· 

,•

,
 

·,`

 

,
 _
_

 

• ,
·,
9”

 

f [‘、 一

物迫

・«唸．•．， . �- ヤ
;. .-.-, . ·., .. . .  
.' ·,: 、.�� ..、一-··, 彎● ヽ,, �.·· . :: ' ·, ヽ.. 

, • • •• J . , . .  . . ' .  .· 

第 3 節

ll
/
 

. .,· -· 9・ ＊ "ゞ -, •:.,; -. 
•• ．、‘ ‘” ,,.. <. • ・ ンヽ・;- 、 ..

·. 、. ... " • .,; . ·:,i' - ·, 叱
" ' :、 .:·,',..' " ,,_ ・ ・ ・ヽ I,.,. .、•ベ.. . ' •. 貫. . .., ・． ． ヽ． ・`

·· · -: . .. . •. . -． ．＾ ヽ ｀ ｀ 
さ• I • , 

.. .. ·.• . ... .. . . . , ._ .  .. 、 l . ｀ .. .、 ． 、 � ·- ; . . .  
ヽ ＊

[＼
 

バ
凡

.y
/
 

4'
 

,‘
 で、
＂ 、.4》A
ノ`｛

/
 

・・な多
,‘'2｛
グ’9・

r
 
．．．．．

 

9
Zタ•• 
•• .u

Q•̀
 

••.
 
‘.

 

ヽ

·ヽ
‘）

 

ヽ.f
'
と、會•

.`�•
 

ヽ
．

 
・’

hU _
 

万
い

が
J

..
 ＞3 ．
．

 
・ヤ�`
芯．

. : :'.、

バ:10
ヽヽ · . - . .. ·.. ．． · . . . . .  ,. > ，` ヽ-· ,. ,ヽ. ヽ．． . _  .. .. ヽ·., . , .. . " .. . .,. . . . --., 

ヽ... .. . .... , .... 
． ゞ . . ,, '.  

/夕、·.. . タ． ． ．．； -� 
； ・: ·,.) ·" . . 

IJ ,
 

·-\_.' 
, . .  ·、.． ． 

">: ゞ ! . ・、.. . ..'· . 
ジ・ 応·- ●
,•·  · .' ・ ‘ヽ ·・'I ・・. . 

戸[．

．

 ＞．
 

ヽヽ
ヽ•ヽ

．．．
 y

 

4[{· ．`
 

>Ĵ
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第 4 節 ま と め

今回の調査によって明らかにな った点は以下である。

市場逍跡からは、 土坑•溝・ ビ ッ ト 群を検出 し た。 追構の時期を明 らかにす る こ と はで き なかっ た
が、 縄文時代早期から中近世陶磁器に至 る ま で幅広い時代の迫物が出土した。 こ の こ とから、 当該迫

跡周辺には縄文時代早期から人々 の営みが続いていたこ と を知 る こ と ができた。

ま た、 わ ずか 2 点ではあったが、 古墳時代後期に属する須恵器片が出土したことは、 市場辿跡北西

部に広がる 金地谷古墳群の存在を側面的に裏付 け る 結果 と な っ た。

市場遺跡は、 そ の 名 の い わ れ が 「市」 にあり 、 中世の物語に も 片山の市場と して登場する。 今回の

調査で 「市」 に関連す る辿構の検 出 も 期待された。 出土 した迫物には中近世陶磁器が含 ま れて いたが

いずれも細片であり 、 中 世 と 断定で き る 追構を残念ながら確認す る ことはできなかっ た。 近世以降の

開田によって、 地形が改変さ れた可能性 も指摘できる 。
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第 1 節 南高野古墳石宅内赤色顔料の蛍 光 X 線分析

1 .  は じめ に

菱Il l : i t  (ハ レ オ ・ ラ ボ）

,:':j畑辿跡の謁 代では 、 6 世紀 1 j 1 tJiか ら 後 'I�.に 構築された 、 玄窄およ び こ れに通ずる汲迅 か ら なる横

穴式石室が見いIL lされた。 こ の 玄i{を 構築す る む石表巾iには 赤色顔料が付行 し て い た。 こ こ で は 、 こ

れ ら の赤色顔料の元索糸fl成を明 ら かにするため 、 蛍光 X 線分析に よ っ て定性的に淵べた。

2 .  試 料

顔料を採取 し た試料は 、 玄室を構築する1';·{ i l<.而と応fliの岩石如fliか ら 採取 し た （第36&.) 。 試料

は 、 赤色顔料が付者 し た部 分あるい は赤味がかった部 分な どに、 セ ロ ハ ン 粘 le テ ー プを張 り 付 け て 採
取 し た。 こ れ ら は全体に赤色を 早． し て いるもの 、 やや色淵か淡いもの 、 あるい は 灰白色を ＇立する試料

である。 な お、 試料③は 、 l未曲の礫の Iこに 1liな る礫の 災側 か ら 採取 し た試料で、 顔料付 杵系Ill礫が '1 mm 

以 卜. と 小さい た め マ イ ラ ー容 器 に 人れて測定 し た。

第36表 蛍光 X線分析 した玄室内赤色顔科等

試料No. 位 置 色 調 備 杓

① 玄宅イi咽奥側 灰白色 （粘上fl)

(1) 玄室奥収 赤色 大氏�{·; ·イi

③ 玄室 1i血イi!M側 赤色

④ 玄室イj咄手前側 I火 白色 （粘上竹）

⑤ �iを r--,iii 赤色 大型{0 f { i 

⑥ 玄室 和jij 灰白色 （粘上竹） 大沢�¥;·イi

⑦ 玄室lふfli石 灰 白 色 （粘上釘）

3. 分析方法

剥離試料 は 、 エ ネ ルギ ー 分散咽蛍光 X 線分析乱を 用 い て 、 含 ま れる元索を定性的に測足 し た。

分折装置は 、 屯上1ttm 光 X 線分析計SEA-200 1 L ( セ イ コ ー 屯 ( 1·. 災(rn製） である。 X 線発生部 の

行球 は ロ ジウ ム ( Rh) タ ー ゲ ッ ト 、 ベ リ リ ウ ム CBe)窓、 X 線検出 器はSi( Li) '!':if/.体検出 器てある。 湘l

‘巫条件は 、 測定時間300秒、 照射径1 0mm、 iじ1 1:SOKV、 試料室内は 真窄’谷囲氣である。
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4 .  結 果

第 1 図～第 7 図に ． 各試料の蛍光X 線 ス ヘ ク ト ルを ぷ し た。 こ れ ら の試料には 、 rな 七成分元索と

し て鉄 ( Fe) が9糾序に 検出 さ れ 、 そ の他 に ア ル ミ ニ ウ ム ( Al) 、 ケ イ 索 (Si) 、 カ リ ウ ム ( K ) 、 カ ル

シ ウ ム (Ca) 、 チ タ ン (Ti) 、 マ ン ガ ン (t'\!n) の ピ ー ク か見 ら れ る ま た 、 硫黄 (S) や亜鉛 (Zn)

の小 さ な ヒ ー ク が1認め ら れ る 。 ま た 、 試料③では 、 ル ピ ジ ウ ム ( Hb) や ジ ル コ ニ ウ ム ( Zr) の ヒ ー

ク も 確認 さ れ た。

な お 、 (Hh) の ヒ ー ク は X 線行球 タ ー ゲ ッ ト に よ る も の な の で 、 試料に 巾 米す る も の で は な い。

5 .  考 察

( l l  分析試料の赤色顔料 に つ い て

一般的に 、 赤色顔料の種類 と し て 、 水銀朱 (l JgS) 、 ペ ン ガ ラ ( Fe,〇 な ど） 、 鉛月 (Pb,OJ が知

ら れて い る （た と え ば市毛、 1 984)。

ぶ料②ゃぶ料③あ る い は試料®は赤色を望 し 、 赤色顔料であ る こ と が理角名 さ れ る か 、 鉄 ( Fe) の

大 き い ビ ー ク が認め ら れ こ と か ら 、 赤色頻料の 1 つ で あ る ベ ン ガ ラ で あ る 。

こ れ 以外の試料は 、 肉眼的に は 赤 色 と は、認め ら れ な い も の の 、 一般的な粘 tに比ぺて鉄の ヒ ー ク が

l�·;jい こ と か ら 、 周辺 と 同様ベ ン ガ ラ 成分が含 ま れ て い る も の と 考え ら れ る 。 た だ し 、 顔料 と し て冷布

し た も の か 、 偶然周辺の顔料成分が付 許 し た も の か は明 ら か で な い。

な お 、 鉄以外の元 索 ヒ° ー ク か検 出 さ れ て い る か 、 採取時に顔料以外の 付ィ咋粘 t物 も l,i]時に付杵 し た

ため 、 ケ イ 索や ア ル ミ ニ ウ ム と い っ た ）じ索が検出 さ れて い る も の と 考え る 。

12) ベ ン ガ ラ に つ い て

ペ ン ガ ラ は 、 赤色の rl1米 と な る t成分几索か鉄(Fe) の も の を総称 し て い う （本田 、 1995 な ど） 。 古

代 に お い て は 、 鉄分に;,;;;ん だ け項 （ た と えば出鉄鉱を含む も の な ど） を 焼 い てつ く ら れ た と 考 え ら れ

て い る （山鮒、 1987な ど）。 も ち ろ ん 、 火然の赤鉄鉱な どの鉄鉱石を採取 し て製造 し た 場合 も あ る と

息 わ れ る 。 ま た 、 北野 (1994) に よ る と 、 近 IIJ: に お い て は 、 I:.:記の他に 、 硫 化鉄 （ 磁硫鉄鉱 ： PcS 、

貨鉄鉱 ： FeS ) が風化 し て形成 さ れ た緑界 （ り ょ く ばん 、 疏酸鉄 (FcS0 , •711 0) ) を 原材料 と し 、

こ れ を焙焼 し て酸化鉄を製造 し 、 ベ ン ガ ラ を牛咋 し て い た こ と が知 ら れて い る 。 さ ら に 、 矢彦沢 ほ か

( 1995) は 、 貨鉄鉱を含む グ ラ イ Urりの堆積物の 風化過程に お い て 、 含水酸化鉄 (Fe 0 ・ nH 0) が

沈梢す る こ と を確詔 し 、 こ れが ペ ン ガ ラ の原材料に な る 11J能性をぷ唆 し て い る 。 ま た 、 蚊近の研究で

は 、 縄文時代や弥生時代の赤巳漆にflJ い ら れた赤色頻料中 に珪藻化イiが 見 ら れ る こ と か ら 、 水I戊環境

ドて生成 し た酸化鉄で あ る こ と も 分 か っ て き た （岡田 、 1997)。 こ の よ う に 、 ベ ン ガ ラ の 原材料や製

法 に つ い て は 、 い く つ かの も のが示 さ れて い る 。 な あ 、 こ こ で分析 し た試料は 、 鉄以外に イ オ ウ CS )

の 小 さ な ヒ ー ク が誌め ら れ る た め 、 疏化鉄起源の ベ ン カ ラ てあ る こ と も 考え ら れ る 。
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/\I:'ルミこウム， Si:クイ索 ，S:硫 黄 ， K:カリウム， Ca:b J�シウム， Ti:fタン，M n : ?ンカツ ，

ドe:鉄 .Zn: 亜 鉛 .(Rh):Dシ： ウ!.(X 線 管 球 '1-1·., ト か ら ）

0 . 00 



161 南高野古培石宅内赤色顔料の蛍光X線分析第 1 節

ロ
...

 ，＇
ー．

l

-

1
 

(
D

〗
)

3
J

30 

(
g
〗
)

3
」

(
S
d
J

}
 ;Jf/
@
 

(
q
8
 (

D
〗
)Qll
 

(
D

〗
)uz
 

(
D

〗
)uw
 

(
D
乏
ご

(
D

〗
)1l:)
 

(
D
乏〗

(
q
8
)
 

20.00 

第91図 赤色顔料の蛍光 X線スペク ト ル図 （試料③）
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第92図 灰白色部の蛍光 X線スペク ト ル図 （試料④）
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第93図 赤色顔料の蛍光 X線スペク ト ル図 （試料⑤）
Al: アルミこウム，Si:ク イ 素 ，S :硫 黄 ， K:カリウム， Ca:カ）レシウム，Ti:チタソ ， Mn:マンカツ，
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第94図 灰白色部の蛍光 X線スペク ト ル図 （試料⑥）
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第95図 灰白色部の蛍光 X線スペク ト ル図 （試料⑦）
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第 2 節 南高野古墳の 3 次元測量 と 復元 C G の作成

木村 寛之 （ イ ビ ソ ク ）
は じめ に

南高野古墳周辺で は高圧電線が低 く 空撮図化がで き な い状態であ っ た。 そ こ で、 ト ー タ ル ス テ ー シ
ョ ン で地形測整を 行 い、 図面作成 に は 自 動等高線算出 ソ フ ト と 地図 CAD を 利 用 し て 作成 し た 。 ま
た、 石室内部の崩壊の可能性が高い こ と か ら 、 石室の計測に は 3 次元 デ ジ タ イ ザー を利用 し た立体計

測を行い 、 図面作成は計測デー タ を 3 次元 CAD で解析 • 加工 し て展開図な どを作成 し た。 こ れ ら の

計測デー タ を も と に、 墳丘の復元予想 C G を作成 し た。

1 .  3 次元デ ジ タ イ ザー に よ る 測量

(1) 機 器
多関節ア ー ム と コ ン ビ ュ ー タ （計測 CAD) か ら構成 さ れ る 接触型 3 次元計測 シ ス テ ム。

(2) i則岳箇所

①天井石 （平面 ・ 裏面 ・ 朱の痕）

②玄室 （奥壁 ・ 左右側壁 ・ 敷石 ・ 朱の痕）
側壁の計測は崩壊が激 し く 、 計測後に石を外 し発掘。 石が出土すれば計測の繰 り 返 し で作業が

進んだ。 そ の た め地震で崩壊 し た 様子が記録で き た。

③羨道 （左右側壁 ・ 敷石 ・ 閉塞石 ・ 出 土立体状況）
発掘段階で羨道が狭い プ ラ ン か地裟の為か判断が付かず数回に分 け左側壁を計測、 前回の計測

デ ー タ を画面で確認 し な が ら 同一の石か確認 し な が ら計測 し た。

④排水溝 （蓋平面 ・ 蓋を取 り 除 い た平面）
蓋の厚み は、 蓋 を 外 し た土の跡を計測 し た。

(3) 作成図面 と 解析 • 加工
石室内部の図面作成に は 3 次元 CAD を利用 して作成 し た。 視点変換 ・ 属性表示の変更 • 陰線処理

な どの機能を組み合わせて必要な図面を作成 し た。 陰線処理 に は デー タ を 基 に面を付加す る 作業が伴

っ 。

作成図面

・ 敷石及び基底石の平面図 ： 属性表示のみ。

• 奥壁 ・ 左右側壁 ・ 排水溝の立面図 ． 属性表示 と 視点変換 を利用。

• 天井石 ・ 閉塞石 ・ 排水溝蓋の断面図 ： 計測デー タ よ り 断面 デー タ を作成。 そ の 後で視点変換。

• 敷石の断面及び見通 し 図 • 石室セ ン タ ー よ り 左側 に 断面処理を 5 本作成。 そ の後 に 属性表示、

非表示、 視点変換、 陰線処理を利用。

• 天井石平面図 ． 属性表示のみ

• 羨道床石平面図 屈性表示のみ
• 排水溝平面図 ： 屈性表示のみ

• 奥壁 • 前 壁 コ ー ナー図 ： 属性表示、 非表示、 視点変換、 陰線処理を利用。
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・ 地形図 ： 地形測撮の成果 と単点よ り 自動鉗出 さ れ た等高線を地図 CAD で編集。 そ の後で2)で作

成 さ れた平面図を地図 CAD 上で同一点を基に合成 して作成。

・ 仰向図 （床から天井を見た図面、 未使用）： 断面処理、 屈性表示 ・ 視点変換•陰線処理

2 .  墳丘復元 C G の作成

1 ) 墳丘規格の復元

地形図から読み取れ る デ ー タ を基に復元規格を図面作成 し 、 調査担当者による 考古学視点よ り 検証

を繰り 返す手法 を と った。 こ れによ り 2 つの違う視点が入り 復元デ ー タ と しての価値が上 が る と 思わ

れ る 。 但 し 、 こ の現場で は路線内の調査の た め に発掘できない場所があ り 、 周溝など一部で実デー タ

を利用できなか っ た。

＜ 作業工程＞

• 地形図には半分程度の墳丘 と 思われ る跡が あ る 、 な る べ く 離れ た位置で同 じ 高さ (26. 5m) を 3
点探し、 CAD を利用 し 3 点の 中心が石室奥壁付近へ く る 円を探 し た。 同 じ 方法で周 溝 も 復元 、

但 し 1 点 は周 溝に固定。 周 溝 は 天端 と 同 じ 高さで墳丘 と 同 じ方法で中心を復元。 こ の時点で は 同

心円でない墳丘を想定。

• 担当者によ り 検証。

復元の ポ イ ン ト を決定して も らう。

・ ポ イ ン ト に合う位置に来 る 様に円を変更。 同心円 の復元予想を想定。

2 ) 墳丘復元予想 C Gの作成
• 3 次元で墳丘を復元す る為に、 断面を復元 し 自動等高線ソ フ ト を 利 用 し C G 基礎デー タ を作成す

る手法を採用 し た。 こ の手法は、 短時間で作業がで き る の と 常に復元状況を等高線で確認で き る

のが特長である。

＜作業工程＞

• 1 ) の墳丘規格の復元図から、 古墳中心か ら放射状に断面デ ー タ を取得。 そ の デー タ を 自動等高

線 ソ フ トによ り 墳丘の復元モ デル を作成。

• 次に周溝に水が流れるように勾配をつけた 、 但し周溝部分は発掘範囲外に当 り 実 デー タ は一部の

利用 し たが無理であった。 そ こ で、 地形よ り 周溝左から時計周 り に水が流れ右側で流れ落 ち る よ

うに想定した。

• 前庭付近では周溝 と つ じ つ ま が合うように等高線をみながら水が石室方向へ流れない様に単点デ
ー タ の高さ を処理。 簡易的な 3 次元設計の利用 を試みた。 こ れ も 発掘デー タ は無 く 実デー タ を利

用 していない。

・ 周溝よ り 外側 は復元す る に は デー タ が少 な く 、 現地形や発掘デ ー タ よ り 想定 し た イ メ ー ジ 図で あ

る。 最終的には発掘時に撮影した池田山を フ ォ ト レ タ ッ チ ソ フ トを利用 し 現在の構造物 （鉄塔 ・

家） な どを 消 し た写真 と合成 し た。 古墳の位硲 と 石室の向 き は現地に ほぼ合わせて あ る。

3 ) 天井石実測 C G
計測 さ れた天井石の 3 次元デー タ を基に輪切 り デー タ を作成 し C G を作成。 こ の C G と透か し 処理

し た2) の墳丘復元 C G と を 合成 し た C G に利用し構造を把握で き るように し た。

1 l 
, I 

I 
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4 ) 玄室俯厳図（未使用）

奥堅 ・ 敷石・右基底石を左30度、 仰角 ー 15度で俯I撒視。 3 次元 CAD で モ デ リ ン グ し なが ら最適な

角度を探し視点を決定 し た。 3 次 元計測デ ー タ を 利 flJ し た 俯職図が利用 さ れ た報告甚と し ては 「山城

再囲九谷窯跡」 加賀市埋蔵文化財報告内第35集に 占柑ではないが利川 さ れて い る。

5 ) 玄門吃n石及びま ぐ さ 石の復元 （ 未使川）

3 次 元 CAD を利川 し 、 傾いて い る 玄jllJ i'r.fi:イ iを セ ン タ 一 方向 上に見ながら傾 き を補止そ の Iて に ま

ぐ さ石が栢 ま れていたように位附を移動 し 復 几 し た。 イiを取 り 除 く 過程で計測さ れていない 石が存在

し 完喘な復元とは い え ず報街 占には利川 さ れなかった。

最後に 、 南高野 古瑣は 、 地涵な どによ る 影評によって人半の石室イ i材が崩落して い た。 そ う し た悪

条件の中で は、 通常の測凪作棠に様 々 な紺I]約かあ る と 思われ 、 3 次元計測 シ ス テ ムが有効に 利用され

た現場であったとい え る。 特に大 井石 を 外 し 災而計測・壊れ た 側璧を計測してお いてからの図面作成

に は 有効であったと思 う 。

ま た 、 本瑣のよ う に追路改良上事に伴って梢滅 し て し ま う 石室のデー タが、 発掘りりの立体的な状態

で記録さ れてい る Eドは大変有忍義な ことだと 思 う 。

／ 

写真 3 次元測量の様子
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